




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　高校生。それはまだまだ青春が続く、楽しくて仕方ない時代。

　勉強は嫌いやでも、学校に来るのは楽しい。だって友達みんながいるから。

　それだけじゃない。たったひとりの、大切な彼氏ひと。

　あの子がいるから、私は笑える。幸せに感じる。なんだってできる。

　……だけど、ひとつだけ悩なやみがある。というか、ただ私が落ち込んでしまうのだ。だって、私が恋こいするこの子は──。




「あ、ヒメちゃん！　待ってたよー」

「ごめんねゆーくん。部活が長引いちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ヒメちゃんの弓きゆう道どう着ぎ姿も見れてよかったしね。えへへ、かっこよかったなぁヒメちゃん……」

「…………」

　ああ、神様。

　どうして、私より彼氏のほうが可愛かわいいのでしょうか。

　私だって『可愛い』には興味がある。可愛くなりたい。可愛いものがほしい。そうやって思うのに、いま隣となりに、可愛いの化け身しんがいる。

　私の恋人、ゆーくんこと藤とう樹じゆ遊ゆ衣い。最近流行はやりの、可愛い系男子だ。男子にも女子にも人気がある。可愛いは最強ということだろうか。

　で、それに対して私はというと、とりあえず普ふ通つうにモテません。はい。

　なぜなのか。正直それは自分でもわかっている。わかりすぎているから困っているのだ。ほら、そんなこと考えている間にもまた……。

「綾あや姫き先せん輩ぱい！　これ、差し入れです！」

「ああ、ありがとう……いただくよ」

　よく私の練習姿を見にくる後輩の女の子だ。私がお礼を言って差しだされたクッキーをもらうと、彼女は顔を赤くしながらほかの後輩とキャーキャー言っている。

　つまり、そういうことだ。普通にはモテない。『普通』って言い方は語ご弊へいがあるのかもしれないけど、とにかく男子にはモテない。

　……けど！　私はついにそれを脱だつ出しゆつしたのだ！

　奇き跡せき的にも、私に彼氏ができたのだ。可愛くても、実はゆーくんだって男の子っぽいところは結構ある。

　帰り道の今だって車道側を歩いてくれているし、前にショッピングデートをしたときは荷物も持ってくれようとした。ただ、それは私が嫌だったから断ったけど。

　でも、一番嬉うれしかったのは、不器用ながら精せい一いつ杯ぱいにがんばった三つ編みを褒ほめてくれたこと。そもそも髪かみは短いからそんなに触さわることはできなかったけど、それでもおしゃれをしようとちっちゃい三つ編みを作ってみた……のだが、そんなのにまったく縁えんのなかった私は全然うまくできなかった。

　なのに、ゆーくんはそれでもその小さいおしゃれもどきに気づいてくれて、しかも「可愛い」って、「がんばったね」って、そうやって言ってくれた。すべてをわかってくれたような気がした。




　私は、ゆーくんが大好きだ。ゆーくんと一いつ緒しよにいるときも、一人でゆーくんのことを考えてるときも、大好きだ。

　もっと一緒にいたい。そうやって思っても、一緒の帰り道はすぐに終わってしまう。あともう少しでお別れ。そんなときにゆーくんは悩ましげな顔をしながら口を開く。

「んー……僕もがんばって自転車で来ようかなぁ。そしたらもっとヒメちゃんと一緒に帰れるし」

　ゆーくんは結構遠いところから通ってるから電車で通学しており、私はそこまで遠くはないため、自転車で通っている。下校デートは、学校から徒歩十分弱の駅まで一緒に歩いて終わりになってしまう。

　たぶん、ゆーくんは私の家の前まで一緒に帰って、そこから一人で帰ろうというプランを立てているんだろうけど……。

「さすがにやめなよ。ゆーくん、自転車だと相当時間かかるでしょ？」

「それでも、ヒメちゃんとはもっと一緒にいたいし……」

　なんだこの可愛い生物は。私だってもっと一緒にいたいよ！　とは思うが、ゆーくんは本当はもっと早く帰れるにもかかわらず、わざわざ部活でいつも遅おそくなる私を待ってくれているのだ。更さらに遅く帰らせるのはさすがにいろいろと申しわけない。

「帰りが遅いのは親おや御ごさんにも迷めい惑わくかけるし、そもそも危ないから。ね？」

「大丈夫だよ！　僕は男の子だもん！」

「うんうん、それでも早く帰ろうね？」

「ヒメちゃんのいじわる……」

　わかりやすくしょぼんとしているが、こればかりは仕方がない。学校だって同じクラスだし、一緒にいられる時間は長めだ。帰りは妥だ協きようしてもいいだろう。

　そんな雑談で下校デートも終わり。駅前に着いてしまう。

　ゆーくんは少し名残なごり惜おしそうにしながらも、繫つないでいた手を放して駅の改札に向かう。

　そして大きく手を振ふるその姿に、また私の心は幸せに包まれるのであった。







　────翌日。部活中のことだ。ゆーくんから今日も待っているという連れん絡らくをもらったので、休きゆう憩けい時間にこそっと抜ぬけて少しだけ会いに行こうとしていたとき、ふと部室の近くで言い争っている声が聞こえた。

「ちょっと！　それヒメちゃんのでしょ！」

「うるさいな。あいつのせいで俺は矢や寺てらに振られたんだ。女のせいで女に振られるとか、少しは仕返しもしたくなるだろ」

「……っ！　この……！」

　……この声はゆーくん？　それに、矢寺ってたしか、昨日クッキーをくれたあの後輩だ。

「それで着き替がえまで盗ぬすむなんて、やっていいことと悪いことがあるだろ！　女の子にそんな嫌がらせするなんて最低だ！」

「あいつが女の子だぁ？　ははっ、あんなやつ、俺らと一緒に水泳の授業やってても気づかれねーよ。どこに女の子らしさがあるっていうんだよ」

「ヒメちゃんをバカにしやがって……！」

　……わかってる。私が女の子らしくないって。そんなの、私が一番わかってる。でも……ああ、そうか。

　実際にそうやって言われると、こんなにも悲しくなるんだ。

「とにかく、それを返せ！」

「お？　来るなら来いよ。まあ、お前が勝てるわけねーけどな」

「勝てる勝てないなんて関係ない……それよりも僕はあの子の彼氏なんだ。ヒメちゃんは僕が守るんだ！」

　それが聞こえた瞬しゆん間かん、私の中で何かがプツリと切れた。気づいたときには、ゆーくんに殴なぐりかかろうとしていたその右みぎ腕うでを、思いきり摑つかんでいた。

「え……ヒメちゃん……？」

　ゆーくんはどうしてここにと言わんばかりの表情を浮うかべる。殴りかかろうとしていた男子は、ただ驚おどろいていた。

　そして、私は口を開く。

「私の恋人に手を出すな」

　それは、頭で考えた言葉ではなかった。心の底から、ただただ本心を無意識に述べていた。

　そのときに私の顔がどんな表情だったのかはわからない。ただ、男子生徒は相当おびえた顔をしていたから、そういうことなのだろう。

　手を放すと、男子生徒は着替えを置いて謝りながらそそくさと逃にげていった。どうやら、私の制服とまさかの下着まで盗もうとしていたようだ。そもそも、女子の更こう衣い室である部室に入った時点でアウトなのだが。

　って、それよりもだ！

「ゆーくん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「うん、僕は平気。でも……ごめんね」

「なんでゆーくんが謝るの。謝るのは私のほう！　こんな危ない目に遭あわせちゃって……」

　すると、ゆーくんは急に暗い顔をする。

「……やっぱり、僕は彼氏失格だね」

「ゆーくん……？」

　意味がわからない。彼氏失格？　こんなに私のために立ち向かってくれたのに？

「僕さ、ヒメちゃんとつきあう前に、一人だけつきあってた子がいてさ」

　そして、ゆーくんは悲しそうに目を閉じる。

　なんとなく、嫌いやな感じがした。

「前に彼女がいたこと、ヒメちゃんは怒おこる？」

「そんなことで怒るわけない。別に今私とつきあってるんだから、昔のことはどうでもいいよ」

　だから急にそんな話をしないで。そういう意味も含ふくめたつもりだったけど、ゆーくんは話を続けた。

「でも、振られちゃったんだ。その理由が、恋こいとしての『好き』がなくなったって。彼氏らしさが僕にはなかったんだろうね。だから思ったんだ。次に好きになった子は、絶対に僕が彼氏として守ってあげなきゃって。なのに、結局僕はヒメちゃんに守られちゃったね……」

　……そうか、ゆーくんは彼氏らしさを意識してたんだ。車道側を歩くことも、荷物を持ってあげることも、些さ細さいな変化に気づいてあげることも。

　全部、私のために。私の、彼氏であるために。

「でも、違ちがうよ」

「……ヒメちゃん？」

　全部を聞いて、理解したうえで私は批判する。だって、彼氏らしさとか、おかしいじゃないか。

「彼氏らしさとかどうでもいいよ。男らしさとか、女らしさとか、そういうの関係ないんだよ。私はどんなゆーくんでも好き。強がりなんていらないよ。どんな姿でも大好き。ゆーくんは私を幸せにしてくれてるけど、私だってゆーくんを幸せにしたい！」

　もう、言葉があふれて自分でも何を言っているのかわからなかった。でも、彼氏だからとか、そういう立場で区別するのはおかしい。

「立場が逆転したっていいんだよ。彼女わたしが、彼氏キミを守ってもいいじゃんか。私はキミのお姫ひめ様さま。でも、私はゆーくんという王子様を守る騎き士しでもあるんだよ。お姫様だし、騎士なんだよ。私だって、絶対にゆーくんを守ってみせたいもん。守られるだけの立場じゃないんだよ。だって、好きだから……」

　彼氏彼女という言葉になった瞬間、彼氏は彼女を守るという立場に置かれてしまう。

　だけど、それは違う。恋人同士なら、お互たがいを守るのなんて当たり前なんだ。お互いを認めあって、できないことを助けあって、お互いを幸せにする。それだけだ。彼氏も彼女も、相手に対してやらなければいけないことは同じのはずだ。

「あはは……ほんとに立場逆転しちゃってるね……こういうかっこいいことは、彼氏ぼくから言うべきなのに……」

「だから、そういうのはいいんだって。そりゃあ、ゆーくんに守ってもらいたいって気持ちはあるよ？　だけど、それに負けないくらい、私も守ってあげようって、そうやって思ってるんだから」

「うん……うん。ありがとね、ヒメちゃん……」

　少し涙なみだ目めになりながら、ゆーくんはうつむく。

　私は、そんなゆーくんの頭を撫なでる。私を守ってくれる騎士様で、私が守らなきゃいけない王子様の頭を。

「ゆーくん」

　私は、この言葉をずっと言われたかった。そして、この言葉で告白された。

　だけど、だからこそ、私もゆーくんに、この言葉を、この誓ちかいをしなければならない。

　彼女だから言わなくていいとか、そんな必要はない。




　大切なキミに。この誓いを捧ささぐ。

「あなたを幸せにしてみせます。あなたを守ってみせます……大好きです」
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　俺は自分で言うのもなんだけど、そこそこ顔も愛あい想そもいいので女の子に困ったことがない。いつも向こうから寄ってくる子とテキトーにつきあっていたのだが、たまたま当時はカノジョがいなかった。

　午後最後の授業が始まる前、ぼんやりと自分の席に座っているところだった。顔の横から可か憐れんな声がした。

「なっ難なん波ばくん！」

　声の方向を見上げると、少し頰ほおを紅潮させた女子が立っている。

　同じクラスの清きよ藤ふじさん。

　彼女は両手で俺のスマホについていたストラップを差しだす。

「あのっ……これっ！」

　どうやら移動教室の際に落としたらしい。別に悪いことをしたわけでもないのにぷるぷる震ふるえていた。

「……あぁ、ありがとう」

　地味めな雰ふん囲い気きだけど、真ん丸な目が子うさぎみたいで可愛かわいらしい。

「……あっ」

　ストラップを受け取るときに手がちょっと触ふれあって、彼女は自分の手を反射のように離はなした。顔全体を真っ赤にして、そのまま固まっている。

　……この子、たぶん俺のこと好きだな。

　俺は彼女の小さな手をがっしりと握にぎりしめる。彼女は真っ赤な顔のまま目をぱちくりさせる。その手が振ふり払はらわれないことを確かく認にんして俺は口を開く。

「清藤さん」

「はっ……はい！」

　彼女は背筋を正した。

　緊きん張ちようしすぎだろ。俺の守しゆ備び範はん囲いはもっと色っぽい男慣れした子だけど……こんな純じゆん粋すいそうな子も、悪くないかもしれない。

「……俺とつきあわない？」

「はい！　……え!?　うっ噓うそ！」

　俺は状じよう況きようについていけてない彼女に向かってニヤリと意地悪く微笑ほほえむ。

「今『はい』って言ったよね。……よろしく」

「……難波くん、わたしのこと、好、きなの？」

　彼女は眉まゆをへの字にして尋たずねてくる。可愛いとは思っているけど、実際のところ俺すらよくわからない。

「んー？　可愛いと思ってるよ？」

　俺は笑顔で押しきった。彼女の色白の肌はだはもう見る影かげもない。やっぱりこの子にチャラ男は扱あつかいきれないかな？

「よ……よろしくお願いします……！」

　少し手が握り返される感覚に驚おどろいた。と思ったら授業開始のチャイムが響ひびく。俺は慌あわてて自分の席に戻もどろうとする彼女に向かってにっこり微笑んだ。

「よろしくね」

　そして身を乗りだして耳元でささやく。

「ことの」

　彼女の背がピンと伸のびた。カチコチとした動作で席に戻った彼女を見て、俺は笑いを嚙かみ殺す。

　……初心うぶにもほどがあるな。




　チャイムが鳴ってクラスメイトがガタガタと帰り仕じ度たくをするなか、俺は几き帳ちよう面めんにカバンに教科書を詰つめる彼女へ声をかけた。

「琴こと乃の、帰ろうか」

「あっ……うん！」

　俺が名前を呼ぶと、彼女はいつも肩かたを跳はねさせる。もうつきあいはじめて一週間経たつのに。

　若じやつ干かんの人通りがある廊ろう下かで隣となりを歩く彼女は、少しうつむき気味だ。恥はずかしいのだろう。

「……緊張？」

　彼女は二回首を縦に振る。

「誰だれも気にしちゃいないよ」

「……でも難波くんはモテるから」

「瞬しゆん」

　彼女が「あ」と小さな口から声を漏もらした。

「一いつ般ぱん的に、恋こい人びとはお互たがいを下の名前で呼びあうって不文律があってだね」

　テキトーだが。俺は弱った彼女の顔を覗のぞき込みながら言う。「むむむ」と赤くなりながら怯ひるんでいるのがおもしろい。

「呼んでみてよ。俺の名前」

　俺がうながすと、彼女は深呼吸して一音ずつもたもたと発音する。

「しゅ……しゅ……ん……くん」

「しゅん」より「くん」のほうが声量が大きい。

「……聞こえないなぁ」

「しゅ、瞬くん！」

「はい、なんでしょう？」

　彼女は「呼べって言うから呼んだのに！」と言わんばかりの顔で俺を睨にらむ。ちょっと涙なみだ目めなのがたまらなく可愛らしい。

「わかったわかった。ちゃんとお家うちでれんしゅーしてきてね」

　俺は彼女の頭にそっと触れる。柔やわらかくてふわっとした髪かみ質しつだ。

「女の子の髪だな……」

「お……男の子の髪とちがうの？」

　おや、食いついた。

「俺の髪は太いし硬かたいよ。そんでワックスで固めんの」

「ほんとだ……」

　突とつ然ぜん首筋にくすぐったい感覚が走る。

「一本一本が私の髪より太いね……」

　俺の髪を触さわりつつ、肩につくかつかないかくらいの自分の髪と見比べているが、珍めずらしいものを見た子どものように純粋な瞳ひとみだ。自分が何をしているかわかっていないだろう。

「あ、あの、清藤さん？」

「わぁ！」

　彼女は慌てて俺から距きよ離りを置いた。

「ち、ちかい！」

　そこかよ。

「……もしかして天然？」

「そんなことないけど……」

　噓つけ。彼女は少し驚いている俺をじっと見上げる。そしてじっとりした声でつぶやいた。

「……琴乃」

「あ……」

　不覚。動どう揺ようして苗みよう字じで呼んでしまった。彼女は真っ赤な顔で勢いをつけて言う。

「しゅ、瞬、くんも、お家でれんしゅうしてきてねっ」

　俺は思わず自分の顔を押さえる。

　やばい、思わぬところで反はん撃げきが来た。

　顔が熱い。
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　本当に練習したのかどうかはわからないが、二カ月くらいすると、彼女は俺のことを「瞬くん」と照れずに言えるようになった。

「琴乃」

　教室で本を読んでいた彼女は、ゆっくり俺の顔を見上げる。肩を跳ねさせることもなくなった。成長したなぁ。

「どうしたの？　瞬くん」

「髪、撥はねてる」

　彼女の後ろ頭はぴょんと撥ねていた。

「え？　うそ！」

　彼女は慌てて髪を搔かき回す。

「そのまま」

　俺は彼女の手を外して、ワックスで彼女の撥ねた髪を落ち着けてやった。

「男用のワックスだけど、今日はいいだろ？」

「う、うん……」

　肩かた越ごしの声の緊きん張ちよう具合がおもしろい。

「できましたよ。お姫ひめ様さま」

　冗じよう談だんめかしてささやくと、耳まで真っ赤にした彼女がぎこちなく振ふり向く。

「……ほ、ほめて……つかわす……ます！」

　結局言えんのかい。

「……うん」

　俺は慌あわてて席に戻もどり、机に突つっ伏ぷす。

　……日に日に、可愛かわいさが増している。

　俺が髪を直している間カチコチになってるのも、恥じらいながらも冗談に乗っかろうとするのも、超ちよう可愛い。

　なんとかヨユーこいた態度取ってるけど、バレたら超カッコ悪い。

「なんばちゃーん、見てたよー。ラブラブじゃーん」

　友人の小こ堺さかいが俺の頭を小突く。

「……俺のカノジョが可愛すぎる件」

　こんなはずじゃなかったのに。

「はいはい、自じ慢まん乙おつ。しかし、お前と清藤さんかー。めずらしい取り合わせだよなー、お前が脅おどしてつきあってるようにしか見えん」

「脅してねーよ」

　俺は小堺の顔も見ずに反論する。

「……ところでお前、清藤さんに手を出したのか？」

　小堺のまさかの暴言に、俺はガバリと顔を上げる。

「は？　出せるわけないだろ！」

「だってお前、昔の彼女とはさっさとよろしくやってたじゃん」

「そんなこと……」

　いや、あるわ。

「可愛がってるなぁ。キスもしてないなんて」

　たしかに、二カ月つきあってるのにこの進展のなさは俺にとって異常だ。俺は向こうの席で彼女が友達と話しているのを眺ながめる。

　いや、俺にはあんな無む垢くでキレイな瞳をしている少女に手を出せない。

「かわいーよなー清藤さん。お前がしないなら俺がしたいくれーだ」

「ふざけんな俺のだぞ」

「冗談冗談。でもお前らあんまり『お似合い』の関係には見えねーし、ちょっと面めん倒どうかもな？」

「うるせーよ」

　俺は小堺にパンチを入れ、トイレに行くため席を立った。




　その日の放課後、俺は彼女と帰るべく席まで迎むかえにいった。

「琴乃ー」

　彼女は俺に気づくと、少し顔を引きつらせた。

「あっ瞬くん、ごめんね。今日は用事があって……先に帰っていてくれる？」

「そうなのか？　朝は帰れるって言ってただろ」

「う、うん、急に言われたの」

　ちょっとばつの悪そうな顔だ。何かあったのだろうか。

「……おー、じゃあ明日あしたな」

「ごめんね」

　彼女は申しわけなさそうな笑え顔がおを作りながら、俺に手を振り教室を出ていった。

　俺は首を捻ひねる。なぜカバンを置いていったのだろう。




　悪いとは思ったが、俺はこっそり彼女の後を尾つける。何か、面倒ごとでもあったのかもしれない。

　彼女は先生が面談などで使う空き教室に入っていった。ノックをしたから中ではもう人が待っていたらしい。「どうぞ」と声がした。神経質な女の声。うちのクラスの担任だ。

　この先生、どうやら俺がとにかく嫌きらいらしく、シャツのボタンを留めろと注意してきたり、数学の教師のくせに化学の成績について難なん癖くせつけてきたりと面倒くさい。化学は苦手なんだよすいませんねぇ。

　彼女が放課後、担任に呼びだされるようなことをするはずがないのに。俺は壁かべにはりついて会話を盗ぬすみ聞きする。

「清藤さん、あなた、難波くんと交際してるって本当？」

　厳しい詰きつ問もんの口調だ。

「……はい」

　彼女が重々しく口を開くと、担任のため息が聞こえる。

「本当なのね。……こういうことを言うのはよくないけれど、難波くんは見ためも派手だし、あなたの相手には不ふ釣つり合いではないかしら」

　このババァ！　何かお前に迷めい惑わくをかけたわけでもないのに！

「え……」

「あなたのイメージが悪くなるでしょう？」

　俺は俺で彼女は彼女だろ？　先生のくせに頭の悪いことを言う。俺は教室のドアに手をかけた。

「今回の期末テスト、清藤さん、順位が五十番ほど下がってる。周りの先生たちが心配していたわよ？　難波くんが悪い影えい響きようを与あたえているんじゃないかって」

　その言葉で、俺はドアを開けることができなくなった。

　彼女は成績が落ちたことなんて俺に一言も言わなかった。

「それは……私の勉強不足です」

「あのね清藤さん、成績の話だけをしているのではないの。あなたのために言っておくわ。つきあう人間はよく考えなさい。あなたの評価を下げる人間は、あなたにとっていい人間だと言えるかしら？」

　俺はドアから手を離はなす。話の続きを聞いてはいられなかった。

　頭が悪いのは……俺じゃないか。

　たしかに俺は、勉強が嫌いだ。まじめに勉強をしたのは受験のときくらいだし、定期テストの点数もお世辞にもいいとは言えない。

　服装も校則なんか守っちゃいない。制服のネクタイを締しめたら首が苦しいし、第一似合っていないから入学早々着き崩くずした。そうするとなんかモテはじめたから、寄ってきた女子とつきあったりしたけど、迷惑をかけたなんて思ったことはない。

　でも彼女は違ちがう。成績は優ゆう秀しゆうだし、スカートの長さも膝ひざ丈たけだしヘアアクセの一つもつけない。生活態度もいたって控ひかえめで、そりゃあ先生も気に入るだろう。世界史のジジイなんてデレデレ鼻の下伸のばしてる。

　真逆じゃないか。俺は彼女に、ふさわしくない。

「あれ!?　瞬くん？」

　下げ駄た箱ばこの前で彼女が驚おどろいた声を出す。どうやら俺はずっと靴くつを出したままボーっとしていたらしい。

「もしかして、待っててくれたの？」

　透とう明めいな瞳ひとみ。今までつきあったどんな女より綺き麗れいだ。

　俺なんかには、もったいない子だった。

「……いいや、ヤボ用。俺、帰るわ」

「いっ……いっしょに、帰らない？」

　上うわ目め遣づかいで見上げられて揺ゆらぎそうになる。彼女からの初めての誘さそい。本当は、ふたつ返事で受けたいけれど。

「……ごめんな。俺はお前と一いつ緒しよにいちゃいけないみたいだから」

　彼女が明らかに傷ついた顔をした。

　違うんだ！　と叫さけびたい。けど俺はくるりと背を向けてそのまま走り去った。

[image: ]

　次の日の気分は最悪だった。せっかく伸ばしてきてくれた手を振ふり払はらうなんて。本心では、むしろ引き寄せて抱だきしめてしまいたかったのに。

「難波くん！　やる気がないなら帰りなさい！」

　数学の時間、無意識に窓の向こうを見ていたらしく担任に怒おこられた。ノートが真っ白だ。いや、帰りたいよ本当に。




　放課後、俺は誰だれかに当たり散らす前に教室を出ようとする。すると入り口で何かが引っかかる感覚がして振り返る。

「瞬くん！」

　俺のシャツの裾すそを摑つかむ彼女が俺の名を呼んだ。

「……ちょっとついてきて」

　いつもに輪をかけてまじめな顔だ。なんだろう、別れ話でもするんだろうか？　今日の俺はたいがいカッコ悪かったしな。聞きたくないけど聞いてみる。

「どこに行くの？」

　彼女の横顔は赤い。

「ふ……ふたりきりに、なれるとこ！」




　連れてこられたのは、なんと理数科の教室だった。うちの理数科はそもそも高校受験で合格した者の中でも選ばれし四十人しか入れないエリートクラスで、俺には縁えんのない場所である。

「こ、琴乃、ここどこかわかってる？」

　まさか乱心して気づいてないのだろうか。

「理数科の教室でしょう？　ここは部活で使わないから放課後はいつも空いてるの」

「へ、へぇー、そっかぁ……」

　にしても、ほかにも場所はあるだろうに。

　彼女の後ろから教室に入ると、彼女はくるりとこちらに赤い顔を向けた。

「えっと……まだ、私からちゃんと言ってなかったから」

　何を？　別れたいって？　不安すぎて血を吐はきそうだ。

　彼女が深呼吸をしてから口を開く。

「私は……瞬くんが好きです」

「えっ……」

　俺の間ま抜ぬけた声が静かな教室に響ひびいた。

「な、なんで今？」

　嬉うれしい、より先に俺は戸と惑まどっている。

「言わないと……瞬くんが私から離れていっちゃいそうだったから」

　たぶん、俺が盗ぬすみ聞きをしていたことに勘かんづいているのだろう。こんな怪あやしい彼氏でいいのか君は。

「離れちゃ嫌いやなの？」

　俺の声が上ずる。

「いや」

　その声に彼女の感情が見えた。この子「いや」とか言うのか。

「……ガッコの先生に嫌きらわれてるし、俺とつきあってたら琴乃も誤解されるよ。チャラ男に騙だまされてる、なんて」

　言ってて悲しくなる。

「好きに思えばいいじゃない。私が好きで瞬くんといる。それだけのことでしょ？」

　……感無量ってこのことを言うんだろうな。やっぱり、この子を手放したくない。

「……髪かみ、染め直そうかな」

　せめて、もう少しまじめそうに見えたら先生も多少静かになるだろうか。

「そ、そのまんまでいいよ！」

　彼女が慌あわてて叫ぶ。ちょっと大きな声なのでびっくりだ。

「しゅ、瞬くんはそのままが一番カッコいい」

　その瞬しゆん間かん倒たおれるかと思った。

　俺は嬉しすぎて死ぬんじゃないか。とりあえず話を逸そらそう。

「ってか俺もちゃんと言ってなかったけどね。琴乃のこと、好きだって」

　まだ大だい丈じよう夫ぶ。余よ裕ゆうでカッコいい、俺。

　彼女は上目遣いで俺に尋たずねる。

「……好きになった？」

　そういえばそんなこと言ってたな俺。上から目線にもほどがあるだろ、恥はずかしい。

「なったなった」

　彼女の小さな頭を撫なでる。

「……？」

　俺は気づいた。なぜか彼女は少し不満そうに頰ほおを膨ふくらませている。

「どうした？」

　その返事は聞けなかった。




「忘れ物した！」

「もー、ばっかじゃねーの？」

　遠くのほうから男たちのブシツケな声がする。そして足音がどんどん近づいてきた。

　彼女が近くの机に目を向ける。

「忘れ物……これかな」

　机の上にぽつんとメガネケースが置いてあった。

　やばい。こんなところに二人でいるのが見つかったら、また変な誤解される。

「瞬くん、こっち！」

　彼女がベランダのほうを指し、俺は慌てて引き戸を開けた。

「あったー」

　安あん堵どの声が窓越ごしに聞こえる。間かん一いつ髪ぱつ、俺たちはベランダに身を隠かくすことに成功した。

「間に合った……」

　俺は小声でつぶやく。

「瞬くん、しゃがまないと見えちゃう」

「あっ」

　彼女に指し摘てきされて、俺は急いで窓の下まで屈かがんだ。

　床ゆかに尻しりをつけて足を軽く伸のばすと、彼女のくりくりした目が光る。

「え」

　彼女の小さな手が俺の顔の横に勢いよく置かれる。扉とびらを叩たたく音が鳴らないように気を払はらってはいるようだ。いかめしい顔の彼女が俺を見下ろしながら腰こしを落とす。

「ど、どしたの？」

　彼女は答えず、そのまま俺に身体からだを近づけてくる。

　やばいやばい俺の心の準備ができてない！

「ちょ！　琴乃！　タンマ！」

「……騒さわぐと聞こえちゃうよ」

　低い声が俺の身体を金かな縛しばりにする。彼女はゆっくりと俺に体重をかけていき、柔やわらかい身体を惜おしげもなく押しつけて俺の呼吸を乱した。

　バニラが混じったような甘い香かおりが鼻を掠かすめる。石けんみたいな清せい楚そな香りを好むのかと思ったら、どうやら違ちがうらしい。

　口を引き結んだ彼女が、俺の顔をがっしりと挟はさんで唇くちびるを奪うばった。

　やけに力いっぱい押しつけるので、俺の思考は完全停止。なすがままだ。

　唇が離はなれたと思ったら、彼女はむくりと起きあがり、俺の胸にペタリと両手を置いた。

「あの……琴乃、さん？」

　彼女は真っ赤な顔で息を切らしながら、俺を見下ろして強い口調で言う。

「えっと……あ、あんまり私を……あまく見ないで、よねっ！」

　何してくれるんだ。鼻血を吹ふいたらどうしてくれるんだろう。

　俺は自分の顔に手をやった。信じられないくらい熱い。

「もう、好きにしてくれよ……」

　情けない声が二人きりのベランダに響く。なんだこのハニーテロは。

　可愛かわいすぎるだろこんなの……。

　目の前で一いつ生しよう懸けん命めい強気に出ている彼女を見て、俺は悟さとる。




　俺の完敗だ。

　どうやら彼女は、そう簡単には俺を手放してはくれないらしい。
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「春日かすが井い、あんたまだ練習中なんじゃないの？　吉よし永ながとかまだグラウンド走ってんじゃん」

「俺はもう終わったもんねー！　走ってるのは紅白戦に負けた奴やつらだよ！」

　泥どろのついた白のユニフォーム姿で、王様のようにふんぞり返って椅い子すに座る男。

　短い黒くろ髪かみに、くりっとした猫ねこ目めが特とく徴ちよう。百七十センチと少し小こ柄がらながらも野球部のエースピッチャーで、去年甲こう子し園えんでも投げた経験を持つ春日井湊みなとは、ペットボトルをくわえながらこちらを見上げて誇ほこらしげに笑う。

「６─１で圧勝！　今日だいぶ暑いから７回で交代になったけど、俺が投げ続けてたらきっと完かん封ぷうしてたね」

「あっそ」

　ペラペラとしゃべり続ける春日井を横目に、私は担かついでいたトランペットのケースと譜ふ面めん立てを下ろしながら、空いている椅子に座る。

　すると彼は驚おどろいたように目をくるりと丸めた。

「え？　真ま中なか、今から練習すんの？　部活は？」

「野球部以外はテスト前は活動停止でしょーが」

「あっそか。一いつ般ぱんクラスは大変だねえ」

　外に面しており、野球部のグラウンドが望めるこの三階の広い踊おどり場ばは、私のお気に入りの練習場所だ。

　テスト前で部活が一週間休みに入ったため、所属している吹すい奏そう楽がく部の練習はしばらくない。ただ、テストが終わればすぐに野球部の甲子園予選の応おう援えんが始まる。それに向けて、少しでも練習したいという気持ちに駆かられて、テスト勉強の息いき抜ぬきがてら、トランペットを吹きに来るのがここ数日の日課であった。

「野球部はほとんど推すい薦せんで大学決まるもんね」

「まぁ去年は甲子園ベスト４だしね。浜はま先せん輩ぱいとかプロ確定っしょ。まっ俺目当てで来るスカウトもたくさんいるけどー！」

　へへーんっとさらに春日井はふんぞり返る。

　たしかに目の前の彼は、数々の野球雑誌に注目選手として掲けい載さいされているほどの有名人だ。校内はもちろん他校にもたくさんのファンがいる。

　主に『彼の中身を知らない人間』に限るが。

　甲子園常連校のエースピッチャーという肩かた書がきに端たん整せいな顔立ち。女の子が寄りつかないわけがない。

　ただ、中身がガキなのだ。好き嫌きらいがハッキリしているし、尊敬している人以外、他人の指示はきかない。







　そんな彼に宣戦布告されたのは、一年前の夏の甲子園のあとだ。

　一年生ながらにマウンドに立った彼。同じく一年生ながら、先輩が熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれたことにより代理でトランペットソロを吹くことになった私。

　滴したたり落ちる汗あせを拭ぬぐいながら必死にトランペットを奏かなでている姿に惚ほれたと、ベスト４で敗退したあとに突とつ然ぜん告げられたのだ。

『俺、真中のこと好きなんだけど』

　呼びだされた屋上で、彼は自信満々にそう告げてきた。たいていの女の子ならふたつ返事で快かい諾だくしただろう。

　いかんせん、私は落ち着いた年上が好きだし、身長ももう少し高いほうが好みだ。

『で？　真中はどう？』

『どう、って？』

『俺の彼女としてやってく根こん性じようある？』

　中学のときの彼女は俺のファンにいじめられて、泣いて別れるってことが多かったから、と言う春日井は、本当に王様だ。

　こちらはＹＥＳなんて一言も言ってない。

　まだ残暑を思わせる九月の太陽を背負いながら、私はただ一言『ごめんなさい。春日井に興味がありません』と頭を下げた。

『絶対俺のこと好きにさせてやる！』

　顔を真っ赤にしてそう叫さけんだ春日井は、その後有言実行と言わんばかりに毎日私につきまとうようになったというわけだ。







「真中は今年もソロ吹くの？」

「うん。今年は代理じゃなくて、ちゃんと正パートもらえたよ」

「ほんと？　すげーじゃん！　俺もがんばんねーとな」

　そう告げる春日井の瞳ひとみはギラギラと輝かがやく。

　甲子園に優勝という忘れ物をしてきた彼は、この一年、血が滲にじむような努力を重ねてきた。暑い夏も、寒い冬も、泥だらけになりながら、必死でもがいていた。

　全部、全部知ってる。

　彼が努力している姿を見て、自分ももっとうまくなりたい、そう強く思うようになった。

「春日井～！　浜先輩が呼んでんぞー！　クールダウンちゃんとしろってー！」

「げっバレてる！　山やま根ねのヤツ、ここにいることチクったな！」

　グラウンドから投げられる声に、春日井は一気に顔をゆがめ、ため息をつく。やはりまだ部活はきっちりと終わっていなかったようだ。

　降参したように立ち上がった彼は、座ったままの私の顔を覗のぞきこんだ。

「今年は甲子園優勝して、応援席の真中に向かって、くそほどデカイ声でもっかい告白してやるから楽しみにしとけよ！」

　新たな宣戦布告。

　にっかりと余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべながらそう言うと、春日井はこちらの返答を聞きもしないで、満足したように踊り場を後にした。




　彼の後ろ姿を見送ってから、私は楽器ケースからトランペットを取りだし、スッと楽器に息を吹ふきこむ。

　軽快な音が鳴り響ひびくと、まるで初めてトランペットを吹いたときのような、そんな高こう揚よう感かんに包まれた。




「負けるな、春日井」




　この胸の高鳴りの理由を、私はもう知っている。
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「沙さ枝えってさぁ」

「んー？」

「悠ゆう木きくんとつきあってるって本当？」

　唐とう突とつな質問に、私は飲んでいたアイスティーで盛せい大だいにむせてしまった。

　もちろん、そんな事実など皆かい無むだ。

「けほっ……なにそれ」

「あ、ちがうんだ。なーんだデマだったかぁ」

　高校での生活にも慣れて新しい友達と打ち解けてくると、久しぶりに中学で仲のよかった友達と遊びたくなるものだ。

　別の高校へ行っていた葉は奈なとそういった理由で遊んでいる途と中ちゆう、彼女からいきなりそんなことを聞かれたものだから驚おどろいた。

「なんでそんな噂うわさが」

「駅で一いつ緒しよにいるところを見かけたとかなんとか」

「同じ高校だからだよ」

　誰だれだそんな噂を流したやつは。思わず眉まゆ根ねを寄せてしまい、そんな私を見た葉奈が「しかめっ面つらしてると眉み間けんにしわができるよ」と人差し指で眉間をぐりぐりと押してきた。

「葉奈がデマなんて信じるから」

「ごめんってー」

　そもそも、つきあってるとか以前に悠木くんとは特別仲がよいわけではない。かといって悪くもないのだけれど。

　同じ小学校で、互たがいにお受験とは無む縁えんだったから同じ中学へ行き、たまたま同じ高校になっただけ。

　私がいた中学から同じ高校へ行ったのは悠木くんだけだったから、単純に帰り道が同じで時間が被かぶることも多く、電車に揺ゆられている間の暇ひまつぶしにちょっとだけ話す程度。高校になるまで話したことは数える程度だったくらいだ。

　それに話すといっても私が一方的に話しかけることが大半だった。悠木くんは口数が少ない人で、彼から話題を振ふることはめったにない。

　愛あい想そはないが態度は意外と悪くない、そんな悠木くんは聞き役としてかなり優ゆう秀しゆう。だから私は暇つぶしに話しかける。知人と友人の間くらいの関係。
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　葉奈とそんな会話をしたのが一昨日おととい、土曜日のこと。

　これまで意識したことがなかったといっても、あんな話をされたら少しはデマを気にしてしまうものだ。だから私は月曜となった今朝、地元の駅のホームで電車を待ちながら悠木くんと会いませんようにとひたすら願っていた。

　いつもより早めに家を出ればいいだけなのだけれど、生活習慣というものは恐おそろしい。三十分早く設定していたアラームを寝ねぼけたまま止めてしまった私は、いつも起きる時間に自然と目覚めて急ぐべきか悩なやむという貴重な体験をしてしまった。

　悠木くんとの間に何かがあったわけではないのに、この気まずさはなんだろう。挙動不ふ審しんだと思われないよう、会ったとき何を話そうかと頭の中でちょっとだけシミュレーションをしてみる。が、その必要はなかったらしい。

　今朝は通勤、通学ラッシュで混雑するホームで彼の姿を見つけることはなかった。




　安心してばかりはいられない。問題は朝よりも帰りなのだ。

　高校で素す敵てきな彼氏を見つけたいと思っているため、せめてデマが消えるまで悠木くんと登下校をともにしたくない私は、帰りのＨホームＲルームが終わるとクラスメイトと話すことなくすぐに教室をあとにして、足早に駅へと向かう。この調子ならいつもより数本早い電車に乗れそうだ──その行動が裏目に出るとは思わなかった。

　定期入れを取り出しながら改札へと近づいた私の目が、見慣れた背中を捉とらえる。

「えっ」

　しまったと口を閉とざすも遅おそく、改札を通った悠木くんが私の素っ頓とん狂きような声を聞いて振り返った。

「あ、仲なか矢やさん」

　せめて声を出さずに隠かくれるなりすればよかったのにと悔くいても遅い、目が合ってしまってはどうしようもない。

　私はこっそりと息を吐はいた。

「悠木くん早いね、どうしたの」

「バイト始めた」

「ふぅん」

「そっちこそ」

「ん？」

「早い」

　悠木くんと一緒に帰りたくなかったからとは言えるはずもない。

「お母さんが早く帰ってきなさいって言うからさー」

　とっさについた噓うそだったが、悠木くんは特に不審がることはなかったようで胸を撫なで下ろす。あれだけ気にしていたくせに、いざ話してみれば普ふ段だんどおりの会話ができている、そんな自分に対しての安あん堵どもあった。

　それにしても、彼はいつの間に駅に着いていたのだろう。昇しよう降こう口や校門付近では見かけなかったはずなのだけれど。

「そんな急いで学校出るくらいなら、もうすこし遅い時間にバイトのシフト入れればよかったのに」

　そんな私の言葉に、悠木くんが頭ひとつぶん上の位置からこちらを見下ろし、首をかしげた。

「べつに……急いでないけど」

　今度はこちらが首をかしげる番だった。

「だって、私すごく急いで学校出たよ」

「近道がある」

「えっ、なにそれ知りたい。教えて」

　それを知ることができれば、今度こそ同時刻の下校を回かい避ひできるとかそういった考えではなくて、ただ興味が湧わいて私は少々前のめりに訊たずねる。

　が、悠木くんはそのときホームに滑すべり込んで停とまった電車に乗り込みながら、視線だけをこちらへと向けて予想外の返答を口にした。

「だめ」

　また今度とか、気が向いたらとかいうよくあるあしらい方ではなく、明確な拒きよ絶ぜつ。

　私はむっと唇くちびるを尖とがらせて悠木くんの背中を追うように電車に乗り込んだ。だめって、何それ。

　しつこく訊ねるのも嫌いやだし、だからといって知りたいことを教えてもらえなかった苛いら立だちが簡単に消えることはない。不ふ機き嫌げんを顔に出しながら腕うで組ぐみをして窓の外を眺ながめている私の胸中では、こうした態度を取っていれば向こうが折れて教えてくれるんじゃないかって子どもじみた考えがひっそりと存在していたりする。

　近道を教えてくれなかった悠木くんよりも、こういった考え方をする私のほうが何倍も嫌な奴やつだ。自覚がさらに私を不機嫌にして、空気は悪くなるばかり。

　そんな私と悠木くんの間に当然会話はないまま、電車は地元の駅に着いてしまった。




　そしてその週の間、私が悠木くんと顔を合わせることはなかった。

　理由はもちろん、私が避さけていたからだ。もうデマ問題以前に、あんな態度を取ってしまったものだから本当に顔を合わせづらくなってしまい、徹てつ底てい的に避け続けた。

　偶ぐう然ぜん彼の背中を見つけてしまっても、間ま抜ぬけな声を出すことはなかった。こっそり隠れて距きよ離りを取ってから、もう一本あとの電車に乗ってみたり。そこまでする必要があるのかと考えなかったわけではないが、きっと今の私には必要だった。

　しかし、どれだけ避けていてもどうしようもないときはある。




　翌月曜日の朝、いつもより遅い時間ではあるが、念のため駅のホームに悠木くんがいないことを確かく認にんしてから電車に乗り込む。その日は雨で、自転車で通勤や通学をする人が乗っているためか車内は混雑していた。

　雨の湿しつ気けと混雑の熱気で少々不快な気分になるが、それは私だけではないのだから我が慢まんしなければならない。できるだけ新しん鮮せんな空気を確保しようと、列の最さい後こう尾びから乗り込んでドアの前に立つ。

　やがて短い笛の音がドアを閉める合図として響ひびき、同時に慌あわてた様子で乗り込んできた人ひと影かげに私は驚おどろいて後ろへとたたらを踏ふんだ。

　かかとが、誰だれかが床ゆかに置いた荷物に引っかかる。背中から倒たおれる──そう思った瞬しゆん間かん、先ほど乗り込んできた人に腕を摑つかまれた。

「……ごめん、びっくりさせた」

　息を切らせた悠木くんに腕を引かれて体勢を戻もどした私は、驚きながらも大だい丈じよう夫ぶだよ、と言おうとした。が、

「押すなよ痛いってえな」

　背後から舌打ちまじりにぼそりと言われ、背中を軽く押されてしまった。肩かた越ごしに振ふり返ると、知らないサラリーマンがするどく睨にらんでくる。

　謝るべきかと考えたが、悠木くんが「すいません」と言いながら私の腕をさらに引いて、閉まったドアの前へと連れてこられてしまった。入れ替かわるように悠木くんが先ほど私がいた場所に立つ。

　これは、庇かばってくれたのだろうか。

「ありがとう」

　小声でお礼を言うと「押したの俺だし……」と歯切れの悪い返事をされて少し笑ってしまった。

「いつもより遅いね、寝ね坊ぼうしたの？」

「うん」

「バイト疲づかれとか？」

「そんなとこ」

　久しぶりにそんな会話で暇ひまつぶしをする。悠木くんの肩越しに見えるさっきのサラリーマンがたまに睨んでくるものだから、気を紛まぎらわせるのにちょうどよかった。

　学校の最も寄より駅に着き、だらだらと会話を続けながらホームから続く階段を降りる。以前と変わらない、大半が私から話題を振るだけの会話だ。

　たった一週間とはいえずいぶんと久しぶりに感じて、この会話が私にとって心ここ地ち良い部類のものだったと気づいた。

「なんのバイトしてるの」

「ラーメン屋」

「へえ、どこ？」

「……言わない」

「えーなんで」

「来る気でしょ」

「ばれたかぁ」

　そんな中身のない会話がこれほど落ち着くものだとは知らなかった。勝手に不機嫌になって勝手に気まずくなって、勝手に避けていたことを今さらながら申しわけなく思ってしまう。

　階段の半ばにさしかかったところで、謝ろうと決意した。しかし、そのときふいに肩に強い衝しよう撃げきがあった。誰かが追い越しざまにぶつかったのだ。

　視界が斜ななめに傾かたむいていくのがやけにゆっくりと感じられて、自分にぶつかったのが電車で舌打ちしてきたサラリーマンだと気づいても、私は眼前に階段が迫せまるのをどこか冷静に見ていた。

「仲矢さん！」

　腕を強く摑まれて、落下していた身体からだと視界ががくんと止まる。一方で、ゆっくりだった時間が一気に流れだし、どっと冷や汗あせをかいた。

　現実に追いつかない頭で、電車の中で摑まれたときは気づかなかったけれど悠木くんの手はこんなにしっかりしていたんだなどと考えながら、のろのろと顔を上げる。

「悠木くん……」

　無愛想な彼にしては珍めずらしく焦あせった表情を浮うかべていて少しどきりとしたのもつかの間、ぐいと引かれた私の身体はたやすく悠木くんの腕に収まってしまう。

「怪け我がは」

「だ、大丈夫」

　なんとか声を振り絞しぼって返事をすると、頭の上で悠木くんが深く息を吐はいた。

　突とつ然ぜんの出来事が立て続けに起こるものだから、私は何も考えられなくなってしまう。心臓がうるさいのは階段から落ちかけたからか、それとも──

　答えを知るために、私は悠木くんの制服のシャツを握にぎろうとした、けれど。

「……そう、それならよかった」

　悠木くんはすぐに私を離はなして、何事もなかったかのように先に改札へと行ってしまった。

　その場に取り残された私は、時おり周りから邪じや魔まそうな視線を向けられながら、立ちつくしていた。

[image: ]

　それから数日間、今度は私が避けられ続ける番となった。

　最初はタイミングが悪いだけだと思っていた。しかし、ある日乗り込んだ電車で悠木くんを見つけて話しかけようとした私と目が合うと、彼は隣となりの車両へと移動してしまった。

　なんてあからさまな。

　先週まで似たようなことをしていた私が言うのもおかしな話ではあるが、私は目が合ってから逃にげるなんてことはしなかったのに。




　週末になって、ふと冷静になった。

　私はなんでこんなに必死になっているのだろう。

　避けられているのなら、デマをなくすいい機会だ。むしろ私にとっては都合がいいはずなのに。

「……そっか」

　答えは簡単だった。

　悠木くんとの会話が、心地良いものだったから。彼と話したいと思っているから。

　いつの間にか、私は。







　気持ちに気づいてから、私の行動に迷いはなかった。

　今までどおりに話しかけるだけだ。

　狙ねらうのは、朝の電車。人が多い朝なら、ほかの車両に逃げることは困難だろう。

「おはよ、悠木くん」

「……おはよう」

　月曜日になって、私は悠木くんが乗った車両にあとから乗り込んで声をかけた。

「昨日もバイトだったの？」

「まぁ」

「そっか、お疲つかれさま」

「うん」

　少しばかり返答がそっけないことを除けば、いつもと変わらない会話。

　それでも充じゆう分ぶんだと思った。元から知人以上友達未満の関係だ。

　ただ、それにしては──目が、合わない。

　悠木くんはいつも私の目を見て話を聞いてくれたものだから、口数が少なくても反応が薄うすくても「聞いてくれている」という安心感があった。

　けれど今は、まったく目が合わない。

　私はじっと悠木くんの目を見ながら話し続けるけれど、次し第だいにむなしくなって口を閉じた。

　ああ、嫌いやだなぁ。

　好きだと気づいた途と端たんにこんな高望みをしてしまうなんて。

　この距きよ離りがいきなり変わったりはしないというのに。

　話しかけられなくなったことを不思議に思ったのだろう、悠木くんは私をちらと見てからぎょっとした。

　その理由は私にもわかる。

　だって、視界がぼやけて揺ゆれているのだから。

　なんて言い訳しようと考えていると運よく電車は学校の最寄り駅に着いて、私は電車を降りるタイミングでこっそりと涙なみだを拭ぬぐう。

「仲矢さん」

　逃げるように階段を降りて改札を出たところで、珍しく悠木くんから声をかけてきた。

　聞こえないふりをしようか悩なやんだが、声をかけてくれたことを嬉うれしく思ってしまった私は振ふり返る。

「ちょっと来て」

　そう言って私の手を取った悠木くんが歩き出した先は、学校とは少し違ちがう方向だった。私は慌あわてて彼の背中に声をかける。

「ちょ、学校は？」

「大だい丈じよう夫ぶ」




　悠木くんが向かったのは駅の近くにある公園で、彼はそのベンチに腰こしかけて隣のスペースを手で叩たたく。座れということらしい。

　おとなしく座ると、途端に沈ちん黙もくが流れて気まずくなってしまった。

「あの……」

「ごめん」

　何か言うべきかと私が口を開いた瞬しゆん間かん、悠木くんが遮さえぎるように頭を下げたものだから驚おどろいて口を閉じる。

「嫌な態度取った、ごめん」

「そんな、違うよ。私が」

　私が、距離を縮めようとしてしまったから。

　欲張りな感情で、心ここ地ち良かったはずの関係を崩くずそうとしてしまったから。

　階段から落ちそうになったあの日、彼のシャツを摑つかもうとしたことから間違っていたのだ。

　膝ひざの上で、あのときの自分の手を恨うらむように拳こぶしを握りしめる。

「私が、自分勝手なだけで」

「違う」

　強い声で反論されて、私はうつむいていた顔を上げた。

　悠木くんは公園の前を歩いていく人々を見てから、ゆっくり私と目を合わせる。

「仲矢さん、たぶん勘かん違ちがいしてる。自分勝手なの、俺だから」

「え？」

「友達に満たない関係を保とうとしたの、俺のほう。友達になったら望みが薄くなると思ったから」

　久しぶりにまっすぐ見つめてくる彼の瞳ひとみから目が離はなせない。

　無愛想だなんてとんでもなかった。彼の瞳はこんなにも感情豊かだったのかと思ってしまうほど、熱のこもった視線だった。

「仲矢さん、葉奈からデマの話聞いたろ。あいつ幼なじみで、俺が仲矢さんのことを相談したら協力してくれるって言ったんだ。協力がまさかそんな話だとは思わなくて、申しわけなくてつい避さけてた」

「と、いうことは……？」

「デマなんて流れてない。葉奈が仲矢さんに俺を意識させようとして噓うそついただけ」

　頭の中が次第に混乱してくる。

　だっておかしいじゃないか、知人以上友達未満で、私が彼を好きになって、追いかけようとして。

「追いかけてたのは、最初から俺のほう」

　その言葉を聞いた瞬間、ずっと見ていたいくらいまっすぐな視線を向けてくれていた悠木くんの顔がぼやけて、私の中で何かが決けつ壊かいしたかのように涙がぼろぼろとこぼれてしまった。

「ええ、なんで泣くの……」

「だ、だって、じゃあ、なんでいじわる言ったの」

「いじわる？」

「近道、だめって」

　しゃくりあげる私はしゃべり方を忘れてしまったようなつたない話し方になってしまったが、悠木くんにはしっかりと伝わったようだ。

　彼は「ああ」と納なつ得とくした様子を見せた。

「あまり治安がよくなさそうだったから、危ないと思って」

「それならそう言ってよ……」

「ごめん」

　悠木くんは短く謝ってから立ち上がって、私に手を差しだす。

「でも、俺と一いつ緒しよなら大丈夫じゃないかな。近道で行けばまだ学校間に合うよ」

　最初、なんで手を差しだされているのかわからず首をかしげていた私だったけれど、その言葉を聞いて迷わず手を重ねた。

　そのとき悠木くんが見せた笑え顔がおの柔やわらかさは、忘れられそうもない。




　惚ほれたもん負けという言葉は私にぴったりだ。しかし悠木くんからしたら惚れたもん勝ちなのだろう。




　追いかけたつもりがすべて葉奈の思おも惑わくどおりだったのがなんとも悔くやしいけれど、この笑顔が見れたからいいか。

　そう思いながら、私は彼の手のぬくもりを確かく認にんするようにそっと握にぎりしめた。
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「翔しよう子こ先せん輩ぱい。明日あした一日だけ、俺の後輩になってくれませんか？」

　それは、今日で十七歳になった私の年下彼氏・悠ゆう太たをお祝いすべく、学生にしてはちょっとおしゃれなレストランでディナーをした、その帰り道。

「……はい？」

　唐とう突とつで意味不明なお願いに、首をかしげる。

　後輩になるも何も、私は悠太の高校の先輩なんだけど。

　……とはいえ、悠太の表情は真しん剣けんそのもので、じっと私の返事を待っていた。

「ダメですか？」と、不安そうに私を見つめてくるその姿はまるで仔こ犬いぬのよう。

　こんなときは────。

「……プレゼントの時計、気に入らなかった？」

「えっ!?」

　──つい、からかいたくなる。

「予約したお店も、気に入らなかった？」

「いやいやいや！　違ちがいます違います！　時計もめっちゃ嬉うれしいですしあのお店もご飯すごいうまかったです！　本当に！　ホントありがとうございます！」

　わざと落ち込んだ顔をしてみせた私に、悠太はあからさまに慌あわてだした。

「どっちも本当ですよ翔子先輩！　信じてくださいって！」

「──ふふっ」

　その見事な慌てっぷりに、我が慢まんしていたのについ噴ふきだしてしまった。

「あはは！　わかってる！　冗じよう談だんだよ冗談！」

「～～っ……本当に焦あせるんでそういう冗談は言わんでください……」

　悠太は口を尖とがらせて、からかわれたことへの不満を思いっきり顕あらわにしている。

　そうそう、この顔がカワイイんだよなあ。

　悪いとは思うけど、こういう拗すねた反応をすると知っているもんで、ついつい意地悪をしてしまう。本当に、カワイイ彼氏だ。

「ふふっごめんごめん。そんなカワイイ顔して怒おこらないで？」

「……で？　どうですか？　後輩になってくれます？」

　私にわしゃわしゃと頭を撫なでくり回されながらも、悠太の顔はいまだ真剣なものだった。

「ん？　んーよくわからないけど……いいよ？」

　というより、そんな仔犬みたいな瞳めでお願いされては断れません。

「本当ですか!?」

「うん、悠太の誕生日だしね」

「翔子先輩のおかげで人生最高の誕生日です！」

　悠太の不ふ機き嫌げんな顔が一変、満面の笑みとなり、そんな嬉しいことを言ってくれるもんだから、私も舞まい上がってすっかり聞き忘れていたんだ。




　後輩になるってどういうこと？　と。
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　次の日。

　今日は平日だけど大学にもバイトにも行かなくていい、完全なるオフデーだ。

　さて今日という日をどう過ごそうかと、朝食のパンをかじりながら考えていると。




　ピンポーン




　──こんな早くから誰だれだろう？

　朝っぱらからチャイムが鳴るなんて、我が家ではめったにない。

　が、無視するわけにもいかず、残りのパンを頰ほお張ばって玄げん関かんへと向かった。

「はい、どちら様で──」

　そろりとドアを開けて、チャイムを鳴らしたであろう人を確認すると。

「え、悠太!?」

　ドアの前に立っていたのは、高校の制服姿の悠太だった。

「あ、おはよう！　き、昨日はどうもありがとう！」

「……こちらこそ」

　驚おどろきのせいで声が上ずった私の挨あい拶さつに返ってきたのは、少しそっけない返事だった。

　何か今日は雰ふん囲い気きが違うな……朝だから？　悠太って低血圧だったっけ？

　悠太の態度に違い和わ感かんを感じて、もう一度話しかけた。

「どうしたの悠太？　今から学校でしょ？　もう八時過ぎてるんだから早く──」

「翔子」

「──え？」

　ドクリと心臓が跳はねた。

　今、私の名前……。

「え……ゆゆ、ゆう……た？」

「翔子。先輩に向かってその態度はダメだろ？　あと悠太先輩、な？」

「っ!?」

　や、やっぱり名前……呼び捨て……。

　そう思ったと同時に、胸がきゅうんっと甘く締しめつけられた。

「なっ!?　ゆ、ゆゆ悠太!?　どうし」

「俺のお願い、聞いてくれるんじゃねーの？」

　覚えのある真剣な目で悠太は私を見つめてくる。

「……あ」

　コレか!!

　そこでようやく、昨日の悠太のお願いを思い出した。

『今日一日だけ、後輩になること』

　そして、同時に理解した。

　要するに私は今日一日悠太を先輩と呼び、敬語で話せばいい!!

「失礼しました!!　おはようございます悠太先輩」

　しっかりと頭を下げ、本当に先輩にするような礼れい儀ぎ正しい挨拶をしてやる。

「……おう、おはよう。翔子」

　顔は背そむけられてしまったが、少し口元が緩ゆるんでいるのがわかる。

　──思ったより素す直なおに挨拶されて照れた？　カワイイな、それ。

　たしかに、私たちはつきあって半年以上が経たっていたが、悠太はいまだに敬語を使う。

　だから、たまには逆もおもしろいかもしれない。

　悠太も嬉しそうだし、せっかくだから私もこの一日だけの逆転を楽しんでしまおう。

　とはいえ。

「でも悠太先せん輩ぱい、学校は行かなくていいんですか？」

　そう、いくら立場逆転ごっこをしても悠太は高校生で、今日も学校があるはず。

　だから今はちゃんと学校に行ってもらって、放課後にでもこの続きを──。

「おう。だから行くぞ、翔子」

「……はい？」

「俺と一いつ緒しよに高校行くぞ、翔子」

「は!?　はああああああ!?」

　何かすっごい爽さわやかな笑え顔がおで言っているけれど、冗談じゃない!!

「バカ悠太！　私はもう高校は卒業し」

「悠太先輩、だろ？　翔子」

「……!!」

　あ、また心臓が跳ねた。

「お願い、聞いてくれないのか？」

「……」

　いつもなら、こんなバカげた話は突つっぱねる（そもそも普ふ段だんの悠太はこんなバカげたことは言わない）。

　でも今日の悠太には、なんでだろう。なんだか身体からだが熱くなって抵てい抗こうできない。

「早く制服に着き替がえて準備して、翔子。もちろん化け粧しようはすんなよ？　校則違い反はんだからな？」

　断固拒きよ否ひすればいい。絶対に嫌いやだ！　って言えば、悠太はきっとあきらめてくれる。

　わかっているのに。

　私は胸の動どう悸きを抑おさえながら、セーラー服を引っ張りだしていた。
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「本当に来ちゃった……」

　懐なつかしの学び舎やを後ろめたい気持ちで歩く。

　ほんの数カ月前までは、制服を着て毎日通うのが当たり前だった場所なのに。

　今は校門をくぐるのでさえ、罪の意識が芽生える。

　ああ、周りの高校生たちがキラキラして見える……。

「当たり前だろ？　俺たちは高校生なんだから」

　私が大学生であることなんて、本気で忘れているかのように平然と言ってのける悠太。

　なんとまぁ憎にくたらしい。

　気づかれずに下げ駄た箱ばこまでたどり着き、「俺は体育館シューズ履はくから」と、悠太のブカブカの上履きを履かせられた。

「じゃ、俺は授業出るから」

「は!?」

　さっさと行こうとする悠太の腕うでをとっさに摑つかむ。

「ななななんで!?」

「なんでってなんで？　翔子」

「私は!?　私はどうすればいいの!?」

「何言ってんだ？　お前も授業あるだろ？」

「え？　いやいや……え？」

　逃にがすまいとしがみついていた私をあっけなく引きはがし、悠太は背を向ける。

「じゃあ昼休みに食堂でな？」

「ちょ、悠……」

「翔子」

　顔だけをこちらに向け、口角を上げてニヤリと笑って、

「逃げんなよ？」

「……!!」

　それだけ言って、悠太は人込みへ消えていった。

　また甘い締めつけが胸を襲おそっていた。







　一時間目開始のチャイムから十分ほど経てば、廊ろう下かにはもう生徒が一人もいない。

　なんてまじめなんだ、後輩たち。

　そんなことよりもまずい。授業中に廊下で突っ立っている生徒なんて見つかったら、そもそも現げん役えき生じゃないとバレたら非常にまずい。

　とりあえず人目につかない場所への移動を試みる。人通りの少ない廊下を選ぶなんてのは朝飯前だ。伊達だてに三年間ここに通ってはいない──!!

「おい。そこの生徒」

　得意げになっていた私に釘くぎを刺さしたのは、背後から響ひびく男の声。

　この声には覚えがある。

　その正体は、鬼おにの生活指導の異名を持つ倉くら賀が野の先生だ。

　──よりによって倉賀野先生に見つかるなんて……!!

　面と向き合えば、私が高校生でないということがバレてしまうかもしれない。

　なんとかこのままやりすごさねば……。

「す、すみません！　すぐに教室に向かいますので……!!」

「お前、なんだその髪かみは!!」

　髪？　言われて、自分の栗くり色いろの髪を摘つまんでみる。

　あ、そういえばうちの高校って……。

「ウチは髪染め禁止だ！　お前、何年だ!?」

　ズンズンと倉賀野先生の怒ど気きが迫せまってくるのを感じる。

　ゾクリと全身に悪お寒かんが走った。

　まずい!!　このままだと確実にバレる！　私が卒業生だと！　あとすごい怒おこられる!!

　身の危険を感じて思わず、全力で廊下を蹴けった。

「おい待て！　廊下を走るな!!」

　案の定、鬼の形相で追ってくる倉賀野先生。

　ブカブカの上履きに苦戦しながらも、がむしゃらに足を動かして逃げる。

「おい、コラぁ！　靴くつがカポカポ鳴ってるじゃないか！　自分のサイズに合った上靴を履け！　……ってお前、ピアスまで開けてるな!?　逃がさあん！」

「ヒィィィィ！！！」

　覚えてろよ、悠太……!!

　今となっては憎たらしい後輩の顔を思い浮うかべながら、全速力で母校を駆かけ抜ぬけた。
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「あっははは！　そりゃ災難だったな！」

　食堂で倉賀野先生との命がけの追いかけっこ話にお腹なかを抱かかえて笑う、そもそもの元げん凶きよう。

「誰だれのせいだと思ってるんだ！　バカ悠太！」

　頰ほおを思いっきりつねってやったが、私の怒いかりはこんなもんじゃ収まらない。

「悪い悪い。でもさ、俺は翔子が『助けて』って連れん絡らくくれるの待ってたんだけど？」

　実はそれは何度も頭に浮かんだが、結局できなかった。

　だって、悠太の授業の邪じや魔まにはなりたくない。

「……は？」

「言ってくれれば、俺はすぐにでも飛んでいくつもりだったのに」

　私が言えば助けた？　こんなことをしたのは悠太なのに？

　意味がわからない。

　なんで、そんな寂さびしそうな顔をしているの？

「なんで……なんでこんなことがしたかったの……？」

　怒りが収まって、ふと疑問に思っていたことが口を衝ついて出た。

　悠太は寂しそうな表情のまま、ふっと口角だけを上げて、

「だって、普ふ段だんはこういうこと、できないから」

　私の頭にポンっと手を載のせて、言葉を続ける。

「ごめんな、翔子。でも今日だけ、今日だけだから」

　小さい子をあやすみたいに、載せられた手でそのまま頭を撫なでられた。

　触さわられているところから、全身に熱が広がっていくのがわかる。

「だから俺のこと、まだ悠太先せん輩ぱいって呼んで？」

「バカ悠太！　トイレ行ってきます!!」

　ハッと我に返ると、載せられていた手を振ふり払はらって逃げるようにその場をあとにした。

　やっぱり、今日の悠太は可愛かわいくない!!




　鏡に映る自分をじっと見つめる。

　まだ身体からだの熱は引かず、顔も赤い。

　それは先ほど悠太に言われた言葉のせいだった。




『普段はこういうこと、できないから』




　たしかに、今日の悠太は違ちがう。

　普段の彼は優やさしくて可愛くて、でもどこか遠えん慮りよがちだった。

　あんなに強気な態度は見せないし、私をからかったりなんてしない。

　──頭を撫でたりも、しない。

　どれも、後輩の悠太がしないこと、してくれないこと。

「……別に、いつもしてくれても、いいのに」

　私が今、後輩だから？

　私が、可愛い後輩だったら、年下だったら、こういうことができるってこと？

　私が────────

「……考えすぎだよね!!」

　浮かんだ悪い考えを追いだすように、バシャっと顔面に水を叩たたきつけた。




　食堂に戻もどると、悠太が誰かと話しているのが見えた。

「悠太先輩、食堂でひとりで食べてるんですかあ？」

「え～？　じゃあ私たちがご一いつ緒しよしてあげますね！」

　食事のプレートは片づけてしまったから、ひとりでいるように見えたのだろう。悠太に話しかける女の子が二人。悠太とどういう関係かはわからないが、どうやら後輩のようだ。

　あんまりほかの生徒とも会うべきではないと思い、少し離はなれた位置から出ていくタイミングをうかがった。

「ほらほら先輩、遠慮しないで～」

「いらねぇって。ちゃんと連れがいるっての」

　そこにいたのは、さっきまで私に接していたのと同じ、強めの口調と態度の悠太。

　本当の『悠太先輩』の姿だった。

「え!?　連れって彼女ですか!?」

「でも先輩、大学生の彼女さんいるんじゃ……えー!?　浮うわ気きー!?」

「あ～うるさいわ！　早はよ教室戻れ！」

　片方の女の子の頭に、悠太がポンと手を載せた。

　胸がズキリと痛んだ。そして先ほどの懸け念ねんが確信に変わった。

　やっぱり、悠太は──。




「お。翔子、遅おそかったな」

　女の子たちがやっといなくなって、フラフラと悠太へ歩み寄る。

　悠太が本当のことを隠かくして、私に笑いかける姿にどうしようもなくツラくなる。

　でも、それと同じくらい腹も立っていた。

「……ない」

「え？　──ってぇ!?」

　気がつくと、悠太の左頰に思いっきり平手打ちをかましていた。

「そんなに年下の子がいいならそう言えばいいじゃない!!」

　なりふりかまわず声をあげる私に、悠太はただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　まだとぼけている目の前の男に、いよいよ我が慢まんも限界を迎むかえる。

「こんなことしなくても、悠太がそう言えば、私は……私は……」

「!?　待って！　翔子！」

　今にもあふれそうな涙なみだを見られたくなくて、騒そう然ぜんとする周囲の生徒も呼び止める悠太の声も無視して、食堂から飛びだした。
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　食堂を出て人がめったに来ない体育館裏に身を潜ひそめていた。

　あふれ続ける涙を袖そでで拭ぬぐう。

　朝、一緒に登校している間もずっと考えていた。この逆転ごっこの意味を。そこである可能性を考えたけれど、それは怖こわくてとても聞けなかった。

　でも後輩の女の子たちと話す悠太を見て、確信した。

　それは、悠太が本当は年下の女の子とつきあいたいということ。

　本当は年下で可愛くて、守ってあげたくなるような子が好きだということ。

　私が、年上で、可愛げがない、先輩だから。悠太は……。




「翔子先輩」

　背後からかけられた声にハッとする。この声は悠太だ。

　捜さがしにきてくれたんだろうけど、こんな涙でグチャグチャの顔なんて見せられない。

「翔子先輩……すみません。俺が調子に乗りました」

　口調も雰ふん囲い気きも、いつもの後輩の悠太に戻っていた。

　それが、たまらなく寂さびしい。

「いや……謝るのは私のほう。今まで気づかなくてごめん、悠太」

　声が震ふるえる。

　でも、ちゃんと言わなくては。先輩らしく、私から。

「嫌いやになったんでしょ？　こんな可愛げのない年上の彼女が」

「え？」

「隠さなくていいよ。それが言えなくて私に後輩になってもらおうなんて考えたんでしょ？」

　そう。この立場逆転ごっこはきっと彼なりの『終わらせたい』というメッセージ。

　理想の女になれないのなら別れてくれ、と。

「ごめん。せめて可愛げのある女の子ならよかったんだけど……」

「翔子先輩？　何言って」

「でも、いいから。そんな無理して私とつきあってくれなくていいよ。悠太が、年下の女の子のほうがいいって言うなら、私は──」

「翔子先輩!!」

　突とつ然ぜん、身体からだがそのまま後ろにグンっと引っ張られる。

　私が紡つむごうとした別れの言葉は、後ろから抱だきしめてきた悠太に遮さえぎられてしまった。

「翔子先せん輩ぱい。ちゃんと、俺の気持ち話さなくてすみません」

「……私のこと、嫌になったんじゃ」

「違います！　嫌になったのは……その、俺自身、っていうか」

「？」

　私を抱きしめたまま、悠太は言葉を続ける。

「先輩、高校卒業してからどんどんキレイな大人の女性になっていって……でも、俺はまだ高校生で……すごい焦あせって……」

　焦る？　どういうこと？

「こんなガキのままじゃすぐに愛あい想そ尽つかされると思って……だから、こんなことして困らせたら嫌でも俺を頼たよってくれるんじゃないかと……アホですよね、こんなんで本当に大好きな翔子先輩より大人になれるわけないのに……ホントすみません……」

　私を抱きしめる腕うでの力が強まった。

　──どうしようもないくらい、胸が高鳴っていた。身体が熱い。

　いつもの『後輩の悠太』なのに、後ろから抱きしめて『大好きな翔子先輩』だなんて。そう思ってくれていたなんて、本当に嬉うれしい。

　私もこの気持ちを伝えなくては。自分のせいでと落ち込んでいる悠太に。

「悠──」

「だから翔子先輩。誕生日のお願い、変へん更こうさせてください」

　肩かたを摑つかまれて身体の向きを変えさせられ、悠太と真正面から向き合う。

「翔子先輩。まだまだガキな俺ですが、すぐに翔子先輩に釣つり合うような頼れる男になりますから！　それまで愛想尽かさずに待っていてください……!!」

　そう言うと、悠太は肩を引き寄せて今度は正面から私を抱き止めた。

　悠太の高鳴る心臓の音がはっきりと伝わる。

「……ふふ」

「ちょっと……なに笑ってんですか……」

　だっておかしい。

　釣り合うも何も、悠太は私にとって、すでにもったいないくらいの彼氏なのに。

「ふふ、内ない緒しよ！」

　でも、今日は散々振ふり回されたから教えてなんてやらない。

「えぇぇ……ちょ……本気で気になるんですけど……」

　何も言わない私に、悠太は真っ赤な顔のまま不満げに口元を尖とがらせていた。

　あー、やっぱり私の彼氏はまだまだ可愛かわいい後輩くんだな！
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「あ、でも今回いいこと気づきました」

「なに？」

「意外と攻せめられると弱いんだよな？　翔子？」

「!!」




　まだまだカワイイ後輩くん……で、いてください！
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　一限目終しゆう了りようの鐘かねが鳴ってしばらくしてから、ガラッと教室の扉とびらが開いた。松まつ井いくんだ。百八十センチ以上ある長身なので、姿を見せるだけでかなり目立つ。

　遅おそい登校にもかかわらず眠ねむそうにしてて、欠伸あくびまでしてる。

　学校規定のネクタイはせず、ブレザーにシャツのボタンも外れてるし、ズボンは腰こし穿ばきだし、だらしない。少し明るめの茶ちや髪ぱつはあちこちに撥はねていて、おしゃれっぽく見えるけど、私には単に寝ね癖ぐせのようにも思える。

　松井くんはのんびりと自分の席にカバンを置くと、隣となりで呆あきれて見ている私に顔を向けた。

「あ、みみりんおはよー」

「みみりんじゃありません！　私の名前は蒼あお井い美み々みです。松井くん、また遅ち刻こくですか？　高校生としての自覚が足りませんよ。ネクタイはどこにいったんですか？　シャツのボタンはきちんと上まで留めてください！　ズボンから、し……下着が見えてますよっっ」

「うん、大だい丈じよう夫ぶー。これ見せパンだからー」

「み、見せパ……」

「じゃ、おやすみー」

「ま、松井くん!!」

　松井くんはカバンを横に掛かけると、机に突つっ伏ぷして寝ねてしまった。細身だけど脚あしが長いから、寝ている姿はかなり窮きゆう屈くつそう。

　私は彼が寝ているところか食べているところか、ボーッと歩いているところしか見たことがない。成績はいつも赤点ギリギリだし、授業をサボって保健室で寝ていることもあるらしい。

　やる気がなくて、だるそうにしていて、面めん倒どうくさがりで……何事もきっちりまじめに取り組んできた私にとって松井くんは正直苦手なタイプで、関かかわりたくないと思うのに、どうしても気になってついつい声をかけてしまう。けど、私の声なんてまるで届いてない。




　六限目のホームルームは、一カ月後に迫せまった文化祭の話し合いに充あてられた。

　クラス委員である私は教きよう壇だんに立ち、もう一人の委員である白しろ田たくんが黒板に『模も擬ぎ店候補』と書く。

　眼鏡をクイッと持ちあげ、小さく咳せきをして声を整えてから、大きく息を吸って声を張りあげる。

「文化祭で、うちのクラスは模擬店を出店することになりました。誰だれか、模擬店について意見はありませんか」

　そう言った途と端たん、次々に意見というか、ヤジが飛んできた。

「ポテトフライとか楽そうじゃね？　揚あげればいいだけじゃん」

「焼きそば食いてぇ!!」

「がっつり唐から揚あげー」

「豚とん汁じるは？　用意したら、あとは簡単そうじゃない？」

「だったら、カレーライスとか!!」

「うわー、めんどくせぇ、フランクフルトでいいじゃん」

　そんな中、横よこ川かわくんが「ハイハーイ！」と手を大きく横に振って叫さけんだ。

「松井んとこのじいちゃん、露店でたこ焼き売ってるから、たこ焼きでいいんじゃね？」

　え。松井くん……？

　言われて松井くんを見てみると、安定の伏せ寝だ。いったいこの人は、学校に何しに来てるんだろう。

「松井！　松井、起きろ!!　委員長が睨にらんでるぞっ!!」

　横川くんが、前の席にいる松井くんの背中を揺ゆさぶった。

　いや、私は睨んでない。見つめているだけだ。でも目が悪いので、遠くを見ようとすると眉まゆを寄せて目を細めてしまって、人から睨んでいるように思われてしまう。

「んぅ……なにー？」

　ヌボーッとでかい図ずう体たいが起きあがる姿は、ダイダラボッチを彷ほう彿ふつとさせる。

「模擬店、たこ焼きやろうぜ。お前んとこのじいちゃんに器具借りてさ。そしたら安くつくじゃん！」

　松井くんは目をしょぼしょぼさせてから、ボーッと黒板を見つめている。

「え、マジで!?　それいいじゃーん！　金が浮ういた分、打ち上げに回せそうだし」

「たこ焼きだったら、確実に売れそうじゃね？」

　みんな乗り気になっていて、模擬店候補は急激にたこ焼きへと傾かたむいていた。

　何が起こっているのか把は握あくしようとしているらしい松井くん。

　それから数秒経過……あちこち撥ねてる髪かみは寝癖なのかおしゃれなのかと考えながら眺ながめていると、松井くんがボソッとつぶやいた。

「いいよー」

　みんながワーッと歓かん声せいと拍はく手しゆでもって歓かん迎げいする。

　ほんとにいいのだろうか。

　不安……かなり、不安だ。




　次は係を決めるのだが、当然のように責任者を任され、衣い装しよう係は演劇部、宣伝用のポスター係は美術部、会計係は数学部、設営係は柔じゆう道どう部や空手部の力のありそうな男子……と、次々に担当を割り振っていく。

　部活との掛け持ちになる演劇部や美術部の子たちには負担になって申しわけなかったけど、当日は手伝いに入れないからと快く引き受けてくれた。

　みんな文化祭に向けて気合が入っていて、団結力もあって、頼たのもしいかぎりだ。

　肝かん心じんの調理器具係の松井くん、なんだけど……。

「ま、松井くん？　ホームルーム、終わってますよ……」

　恐おそる恐る松井くんを指でつつく。すると、横川くんがハハッと笑った。

「そんな優やさしい起こし方じゃ、松井は起きねーよ。おら、松井！　起きろっっ!!」

　足で椅い子すをガンガン蹴けっている。かなり乱暴な起こし方だ。

「ねむ……」

「おい、松井。今からじいちゃん家ち行って、委員長と調理器具、揃そろえてきて」

　な、なんで私も!?

　動どう揺ようしていると、松井くんがのそーっと起きあがって、重たい瞼まぶたで私を見下ろした。

「んー、じゃ、みみりん行こっかぁ……」

「蒼井美々ですっ!!」

　二年になって初めて同じクラスになった松井くんは、誰も呼ばない『みみりん』という愛あい称しようで私を呼ぶ。

　高校生で今時おさげでメガネを掛けていて、いかにもまじめな私には似合わない。松井くんがほかの女子を愛称で呼んだところなんて聞いたことがなく、なんで私だけそんなふうに呼ぶのか非常に謎なぞだ。

　松井くんはカバンを右みぎ肩かたに掛けると、ゆっくり歩きだした。追いかけようとして扉とびらを出たところでカバンを持っていないことに気づき、慌あわてて取りにいく。

　もう、いないかな……。

　そう思いながら扉を出ると、松井くんが壁かべに寄りかかっていて、私が来たのを確かく認にんしてから歩きだした。

　待っててくれたんだ。

　すごくマイペースで、他人なんか気にしないイメージがあったから意外だった。




　電車に乗ると端はしっこの席に松井くんが座り、仕切板に体を預けた。

「俺寝ねるから、三駅目で起こしてねー」

　三駅目って、すぐじゃん！　それなのに、寝るの？　もう十分育ってるけど、それ以上大きくなりたい野望でもあるの？

　心の中で思いっきり突っ込んで、隣となりに座った。松井くんはすでに瞼を閉じて、寝息を立てている。

　三秒で寝れるってこれ、履り歴れき書に書いてもいいぐらいの特技だよね……。

　思わずマジマジと松井くんの顔を見つめてしまう。

　いつも隣の席からしか見たことなかったけど、近くで見ると瞼の線がくっきりした二重ふたえで、女子がうらやむぐらい睫まつ毛げが長い。頰ほおはシャープで全然肉がついてなくて、卵形よりも逆三角形に近いかも。

　髪の毛はふわふわの猫ねこっ毛で、寝ね癖ぐせやパーマではなく、どうやら天然っぽい。

　触さわって、みたくなる……。

　と、いきなり松井くんの睫毛がピクッと動いて瞼が開いた。

「次、もう着くってアナウンスで言ってた」

「え。そう、でした？」

「……ずっと起きてたのに、聞こえなかったんだ」

　ほ、ほんと私……松井くんを起こすはずが、逆に教えられるなんて……抜ぬけてる。




「じいちゃん、来たー」

　ガラガラと引き戸を開けると、松井くんはさっさと三和土たたきで靴くつを脱ぬぐ。

「上がって」

　躊ちゆう躇ちよしていると襖ふすまが開き、子泣き爺じじいそっくりのおじいちゃんがちょこんと顔を出したのでぎょっとする。

「おぉ、よぉ来たなぁ。ギャールフレンドかぁ、渉わたるぅ？」

　ギャ、ギャールフレンド……。

　絶句していると、松井くんは「じいちゃん、みみりんだよ」と、まるで私の本当の名前が『みみりん』であるかのような、つまりは彼女であることは肯こう定ていするかのような微び妙みような返しをした。

「初めまして。突とつ然ぜんお邪じや魔まして申しわけありません。私、松井くんのクラスメイトの蒼井と申します。今日は、私たちの高校の文化祭で出す模も擬ぎ店で使うたこやき屋の器材を借りに伺うかがいました」

　深くお辞じ儀ぎして顔を上げると、おじいちゃんが襖から出てきて、よれよれの長なが袖そでシャツに腹巻、ステテコ姿で私の前に立ち、首をかしげた。

「ギャールフレンドでないのかぇ？」

「い、いえ……ギャールフレンドでは、ありません」

　おじいちゃんは縁えん側がわにまわって外に出ると、物置をガラッと開けた。

「必要なもん、こっから好きなだけ持ってけー」

「んー。あんがとー」

　松井くんのゆったりした動きとか、いつでもどこでも寝ちゃうのとか、もしかしておじいちゃん譲ゆずりなんじゃ……なんか話し方もそれっぽく聞こえてきた。

　そんなことを考えている間に松井くんはサンダルをつっかけ、のっそりと物置へ向かった。

「あ、待ってください！　私も手伝います!!」

　慌てて玄げん関かんに戻もどってローファーを摑つかむと、縁側へと駆かけだした。




　物置を覗のぞくと、狭せまいスペースにいろんな物がみっしり詰つまっている。松井くんはブレザーを脱いでシャツ姿になっていて、すでに必要な物をいくつか取りだして並べていた。

「えっと、どれ運べばいいですか？」

「じゃ、まず縁側に新聞紙敷しいて、それが終わったらここに置いたの少しずつでいいから運んで」

　普ふ段だんの眠ねむそうで気け怠だるげな松井くんからは想像できないようなテキパキした指示に、思わずうぇっ！　と二度見しつつ、慌てて新聞紙を敷きに縁側へと向かった。

　松井くんのキリッとした表情、初めて見た……。

　新聞紙を広げた上に並べた器材を、松井くんがチェックする。

「えーっとたこ焼き器とステンレス台が二台と生き地じ入れる用のバケツ、千ミリリットルの計量カップ、粉つぎ、薬味入れ、ソース入れ、泡あわ立だて器、キリ二本、マヨネーズ容器、ハケ、油あぶら壺つぼと油引き、ザル、軍手、ガスホースと着火ライター……あ！　じいちゃん！」

　背中を向けて爪つめを切っていたおじいちゃんが振ふり返った。その足の下には先ほど渡わたしてくれた新聞紙の残りが敷いてある。

「なんだぁ、渉ぅ？」

「プロパンガス、どこ？」

「あぁ、今切らしちまってんなぁ。週末までに、仕入れといてやるよ。お、そのたこ焼き器はダメだ」

「なんで？」

「素人しろうとには扱あつかいにくいからな。もう一個、七十二穴のやつがあっただろ。あれ、持ってけ」

「うん、わかった」

　ここに来るまでは松井くんに器材を任せて大だい丈じよう夫ぶなのか不安だったけど、ふたりの会話を聞いていたら申しわけなくなるほど頼たより甲が斐いがある。たこ焼き屋にしたのは正解だったかもしれない。器材をレンタルせずに使えるなんて、本当に助かる。

「んじゃ、プロパン来たら試ためし焼きするから」

「えっ、試し焼き？」

「うん。だって、火加減とか焼き時間とかわかんないでしょ？」

　そ、そっか……当日いきなり焼いてパニックになったらいけないし、把は握あくしといたほうがいいよね。松井くんがこんなしっかりした発言をするなんて……すごい。







　その週末、松井くんのおじいちゃんの家に召しよう集しゆうがかかり、焼き担当である男女各ふたりと私に加えて、担当でない横川くんもたこ焼き食べたさについてきた。

「よっしゃー、たこ焼き焼くぞーっ!!」

　そして、一番気合が入っていた。

　縁側に向かうと、おじいちゃんがひょいと顔を出した。

「おぉ、渉のギャ……」

「ギャールフレンドではっ、ありま、せんっっ!!」

　この前用意しておいたたこ焼き器にはすでにホースがセットされていて、その先にはプロパンガスがくっついている。

「んじゃ、今から俺ん家ちのやり方で作るから、見てて」

　松井くんがコンロの火をつける。

「生地を流し入れる前は強火ね」

　鉄板が温まったのを確かく認にんすると、油壺に油引きを浸ひたし、サーッと鉄板に油を敷いていく。普段のボーッとした松井くんからは想像できない、機き敏びんさだ。粉つぎに生地を入れると、鉄板に均等に生地を注いでいく。

「最初から穴に全部生地を流し込む人もいるけど、うちはまずは半分まで入れてる。生地を流し込んだら中火に変えて」

　大きなゆでダコを一個ずつ素す早ばやく入れ、天かすを大量にばらまき、ネギ、紅べに生しよう姜がと手て際ぎわよく載のせていく。それから、再び生地を流し込む。

「わわっ、松井くん！　あふれてますよ!!」

「うん、これでいいの。ある程度火が通ったら強火に戻してね。油を多くするとこもあるけど、そうすると油っこくなって重いたこ焼きになるから、うちではやってない」

　一個一個の型がわからないほどに、鉄板すべてが生地で埋うめ尽つくされた。

「生地が固まってきたら、周囲の生地を穴の中にかき寄せて、少しずつずらすようにひっくり返すと綺き麗れいな丸になる」

　松井くんが両手でキリを使って周囲の生地を巻き込みながらたこ焼きを丸め、ひっくり返していく。

　しょ、職人芸……!!

　さっきまでタプタプだった水たまりの生地が、あっという間に七十二個の丸いボールに変化していた。

「ここでまたひっくり返して終わるのが普ふ通つうだけど、うちはこれにまた生地を追加してる」

　松井くんが粉つぎを手に取り、たこ焼きの間に生地が流し込まれていく。再びキリで鮮あざやかに生地が丸め込まれながらコロコロと転がされていく。

　なんて、なんて流麗な手さばきなんだろう。思わず目が釘くぎ付づけになる。丸めてもう一度返したら、たこ焼きの出来上がりだ。

　キリの先でコロンと皿に載せられていくたこ焼き。ソース、マヨネーズ、青のり、かつおぶしがかけられ、湯気とともにかつおぶしが踊おどっている。見ているだけで、唾つばが湧わきでてくる。

「はい、どうぞ」

　松井くんにお皿を渡されて微笑ほほえまれ、ドクンと心臓が鳴った。

「あ、ありが……とう」

　爪つま楊よう枝じでたこ焼きを口にすると。

「ふはぁっ、あふっ!!」

　あまりの熱さに口の中がはふはふする。

「あーあ、みみりん。火傷やけどした？　ほら、これ飲んで」

　松井くんの飲みかけのペットボトルを渡され、少し躊ちゆう躇ちよしたものの、ジンジンと熱くなった口の中を落ち着かせるためゴクゴクと水を流し込んだ。改めてたこ焼きを手にし、今度は慎しん重ちように口元に運ぶ。

　うわっ!!　外はカリッとしてて、中はふわトロッ……めちゃめちゃおいしいっっ!!

「うまい？」

　松井くんに見つめられて、慌あわててコクコクとうなずいた。

　たこ焼きの熱が、顔まで来てる……。

　みんなで松井くんのたこ焼きを味わって幸せに浸ったところで、声がかかった。

「じゃ、みんなやってみよっか。はい、みみりん来てー」

「うぇっ、私ですか？」

　恐おそる恐る鉄板の前に立ち、油壺を取った途と端たん、こぼしてしまう。

「うわわ、ごめんなさいっ！」

　油を鉄板に引いて、粉つぎを手に取り、鉄板に入れようとするけど……。

「わわわー、生き地じが──っっ!!」

　勢いをつけすぎて、穴の半分どころかすべて流し込んでしまい、しかも下まで垂れている。

　ゆでダコを慎重に一個ずつ入れていると、「そんなに時間かけてたら、生地が焼けちゃうよ」と指し摘てきされ、天かすはうまくばらまけず、紅生姜、ネギも均等に入れようとすると時間がかかってしまう。

「適当でいいよ。ほら、もう返さないと」

　キリを二本使おうとしたら、それは難しいから一本でやってみてと取りあげられた。周りの生地をなんとか入れ込んで丸めようとするのに、松井くんがやったみたいにうまくできない。

「みみりんって不器用だね」

　はっきりと言われ、グサッと胸に突つき刺ささる。




　その後、私以外の子も練習したのだけど、松井くんのような職人技わざは無理にしても、みんなそれなりに丸いたこ焼きを作れている。しかも、焼き担当じゃないはずの横川くんにいたってはキリ二本を使って丸めるという上級テクまで習得した。

　そう、私は不器用なのだ……昔から。

　裁さい縫ほうも料理も不得意だし、工作だって苦手。でも、クラス委員で成績優ゆう秀しゆうな私が苦手とか言っていられない。いつだってその不器用さを練習を積み重ねて努力することによって補ってきたのだ。

　私だけ一人、不ぶ恰かつ好こうなたこ焼きを売りつけてクラスの評判を下げるなんて不ふ名めい誉よは、どうしても避さけなければ。

「んじゃま、こんなとこでいっかー。あとは、文化祭近づいたらたこ焼きの材料用意すればいいよねー」

　みんなが終しゆう了りようモードの中、私はゴクリと唾を飲み込むと、たこ焼きを頰ほお張ばる松井くんの前に立ち、深くお辞じ儀ぎをした。

「松井くん……私に、たこ焼きの焼き方を特訓してください!!」







　それから、私のたこ焼きの特訓が始まった。

「生地入れるときに一気にドボッと入れずに、スーッと流してみて」

「は、はい!!」

「キリで回すのに、そんなに力入れなくて大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、軽くコロッと」

「はいっ!!」

　たこ焼きを指導しているときの松井くんは、学校での彼とは全然違ちがう。いつもは私のほうが優位に立ってあれこれ指導しているのに、まるで立場が逆だ。

　今までの私だったら松井くんに何か教えてもらうなんてありえないし、関かかわりたくないって思っていたはずなのに……。

「うん。みみりん、いい感じー。良くできたんじゃない？」

　松井くんに褒ほめられると嬉うれしくなって、その笑顔をもっと見たいと思うのに、見つめられると恥はずかしくなって目を逸そらしてしまう。

　学校にいても松井くんを意識するようになって、気づくと彼を見ている。

　私、どうしちゃったんだろ。




　いよいよ文化祭当日。十時から十六時を二時間ずつで三班に分け、ふたりでたこ焼きを焼く。松井くんはセッティングをするために朝イチ担当になっていて、一番へたな私がペアを組むことになった。私たちのほかには、まだ誰だれも来てない。

　松井くんはおじいちゃんが貸してくれたという『世界一おいしいたこ焼き』（海外にたこ焼きがあるのかという疑問はあるけど）と書かれたのぼりを立て、タコの絵が描かかれた暖簾のれんを飾かざりながら鼻歌を歌い、緊きん張ちようする私とは対照的に、ご機き嫌げんだった。

「みみりん、今日はたくさん売ろうねー」

「よ、よろしくお願いします」

　私のだけ売れなかったら、どうしよう……。

　そんな不安を抱かかえていると、頭をポンポンと軽く撫なでられた。

「みみりんはこれまでがんばってきたんだから、大丈夫」

　ふわっと笑顔で言われ、胸に熱いものが一気に広がった。

「どうして松井くんは、私のことをみみりんって呼ぶんですか。私、そんなキャラじゃないのに……」

　松井くんがクスッと笑った。

「しっかりしててまじめで責任感強くて一いつ生しよう懸けん命めいで世話焼きだけど、ドジっ子で、不器用で、可愛かわいいから」

「なっ！」

「それに、本当は緊張しぃだし、人前に出るの苦手なのに、それ隠かくすためにメガネで気合入れたり、わざと敬語使って壁かべ作ったりしてるとこも、なんかほっとけない」

　う、噓うそっっ……ぜ、全部バレてる。

「どうして、そんなに私のこと……知ってる、の？」

　動どう揺ようして、声が上ずってしまう。

「一年ん時、外で寝ねてたら『こんなところで寝てたら風邪かぜひきますよ！』って声かけられて。なんかまじめで堅かたい子だなーって思った。でもそれから、何もないとこですっ転んだり、ガラスに激げき突とつしてたり、一人家庭科室に残ってミシン踏ふんでるのとか見かけて、興味が湧わいてきて……気づいたら、みみりんのこと目で捜さがすようになってた」

　顔にボッと火がつく。そんなとこ、見られてたなんて。

「二年で同じクラスで隣となりの席になって、みみりんがだらしない俺の世話を焼いてくれるようになって、嬉しかった。でもさー、みみりん全然恋れん愛あい感情ないから、どうしたら俺のこと見てくれるかなーって考えて、たこ焼きなら誰にも負けないから、模も擬ぎ店で推おしてもらうように横川に頼たのんだんだよね」

「うえぇっっ!!」

　み、見事に謀はかられたー!!

「少しは俺のこと、意識してくれた？」

　松井くんが一歩近づいて、思わず後あと退ずさりして背を向けようとしたら、腕うでを摑つかまれた。綺き麗れいなブラウンの瞳ひとみがしっかりと私を見つめていて、吸い込まれそう。

　い、意識……めちゃめちゃしてる。松井くんの術中に、嵌はまってる……。

「俺、本気出したらすごいから。今日はみみりん惚ほれさせるつもりでがんばるから、覚かく悟ごしてて」

　グイッと松井くんの綺麗な顔が寄せられて、呼吸できない。心臓がバクバクして、全身が熱い。身体からだが……震ふるえる。

「んじゃ、学祭がんばろっかー」

　くるりと背を向けて背せ伸のびした松井くんに、まだバクバクが収まらない。




　──今年の学祭は、一生忘れられない思い出になりそう。







[image: きみの一番　蒼井　栞]




「ねぇねぇ、くるみは何が好き？」

　まだ桜がわずかに残る四月初め、高校二年になったばかりの私は、席が前後になった瑠る奈なと少しずつ話せるようになった。

「私？　えっと、あのね……」

　考えていると、私の頭上から聞き慣れた声。

「こいつが好きなのは、いちごオレとメロンパン」

　その声とともに、私の頭に載のせられた大きな手のひら。

　心臓が一気に爆ばく発はつしそうになって思わず目をぎゅっとつむる。

　北きた見みくん。

　私がずっと片思いしている、幼なじみだ。

「そう、なの……くるみ？」

　突とつ如じよ現れたぶっきらぼうで無愛想な存在に、驚おどろいた瑠奈が若じやつ干かん引きつった笑いを見せ、私へと視線を送る。

「う、うん。そうなの！　北見くんとはね、幼なじみで、家も隣なの。だから私のことよく知ってるんだ。ビックリさせちゃって、ごめんね」

　謝る私に対し、なぜ謝っているのかまったくわからないという様子の北見くん。

　そんな私たちを交こう互ごに見つめる瑠奈。

「なんだ、そういうことね！　それにしても、こんなにイケメンな幼なじみがいるなんてうらやましいなぁ」

「おいおい、悪かったな彼氏の俺がイケメンじゃなくて」

　会話に入ってきたのは、瑠奈の彼氏で北見くんの友達、西にし田だくん。

　野球部の西田くんは、人見知り全開の私にも人なつっこく笑いかけてくれる。

　北見くんとは大おお違ちがいだ。

　ほら、こうしている今だって。

　北見くんは、西田くんと話している私を不ふ機き嫌げんそうに見下ろしている。

「仕方ないじゃない、北見くんはイケメンなんだから。ね、北見くん？」

　瑠奈に話を振ふられ、いったいなんと答える気なんだろうと私のほうがソワソワしてしまう。

　何を隠そう、北見くんはこんなイケメンに生まれたにもかかわらず、私に負けず劣おとらず残念なまでに人見知りなのだ。

　新しくできたばかりの友達を、新学期早々北見くんのせいで失うことだけは絶対に避さけたい。

「あの。こいつのことなら、俺に聞いて。くるみ、見たとおりトロいからさ、俺に聞いたほうが早いよ」

　視線を合わせるでもなく、ぼそりとつぶやいた北見くんに、呆あつ気けに取られる瑠奈。

　しかしその数秒後、瑠奈は西田くんと顔を見合わせてニヤニヤする。

「へぇー、そうなんだぁ。改めてこれからよろしくね、北見くん、くるみ！」
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「北見くんってさ、くるみの保護者みたいだね」

　初夏のまぶしい陽ひ射ざしに目を細め、移動教室からの帰りにきょろきょろと辺りを見回したあと、瑠奈が私に耳打ちする。

「うーん、まぁ近いものがあるよね」

　瑠奈の言葉にうなずきながらも、そっか彼氏には見えないんだ、なんて軽くショックを受けつつ自じ販はん機きに向かう。

　小こ銭ぜにを入れ、いつものボタンへと手を伸のばす。

「くるみ、たまには違うのにしたら？　北見くんがいないときぐらい……」

「そうだね、じゃあ……」

「俺がなんだって？」

　いかにも不機嫌そうな、聞き慣れた声に振り返る。

「き、北見くん……いつの間に」

　私の背後から自販機に手をつき、壁かべドンならぬ自販機ドン。

　あまりの距きよ離りの近さに動けず瑠奈に助けを求めるも、すでにひらひらと手を振りながら去ったあとだった。

「……なんでもないの、北見くんいつも優やさしいよね、って」

「噓うそつけ」

「う、噓じゃないって！」

「じゃあどうしてこっち見ないんだよ」

　そんなの、言えるわけないでしょう……。

　このうるさいほどの胸の鼓こ動どうが、北見くんのせいだということ。

　北見くんが好きだから、恥はずかしすぎて顔を見られないんです、なんて。

　私は目を泳がせ、次の言葉を探した。

　でも、出てこない。北見くんの薄うす茶ちや色いろの瞳が私を見つめているから。

　北見くんって、人見知りなくせに、私にだけは悲しくなるほどに強気。

「くるみ？」

　まるで誘ゆう導どう尋じん問もん。その声にとりあえず口を開く。

「ん？　何？」

　徐じよ々じよに近づいてくる北見くん。

　近い近い近い！　ここまで近いと逆に嬉うれしくない。

　なんとか逃にげる方法はないものか。

　視力の弱い北見くんだけど、授業中以外は眼鏡を外してる。

　だから、私の唇くちびるの動きをなんとか読もうと必要以上に近づいてくる。

　ぼんやり見える視界をなんとかクリアにしたいんだろう。

　眉まゆ根ねを寄せ私を捉とらえようとする表情から無む駄だに色気が放出されまくっている。

　無自覚の色気ほど、罪なものはない。

　首筋にかかる吐と息いきや、北見くんのほのかな香かおりに思考は完全停止。

　逃げられないと観念して正直に瑠奈に言われたことを話そうと口を開いた瞬しゆん間かん……。




　ゴトン。




　自販機から聞こえた音にはっとする。

「ほら、いちごオレ」

「……ありがと」

　お前がほしいのはコレだろ？

　そんな自信満々のドヤ顔で私の火ほ照てった頰ほおにそれをぴたっとつける。

　ドキドキしすぎた私を冷やすには最適な冷たさ。

　でも、でもね北見くん？

　たまには違うのだって飲んでみたいよ。

　そんな思いを込めて北見くんを見上げたのに。

「身長、もっと伸びるといいな」

「……うん」

　ねぇ、ズルすぎませんか？

　そんなときにかぎって、普ふ段だんめったに見せない笑え顔がおを私に向けてくるなんて。

　私の心をくすぐるような、優しい声で言うなんて。

　私もう、この先の人生で摂とらなきゃいけない水分、全部いちごオレでいいって思えてくる。
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　一学期の期末テストが終わり、ほっとしたのもつかの間。

　今日はその結果が返ってくる、私には憂ゆう鬱うつな日。

　ある意味期待を裏切らず、全教科赤点スレスレだった私は、夏休みの補習をまぬがれた喜びを嚙かみしめながらも、緊きん張ちよう感かんが途と切ぎれないよう細心の注意を払はらっていた。

　それはなぜか？

　運が良かったのか悪かったのか、偶ぐう然ぜん席せき替がえで隣となりになってしまった北見くんに、私のテストの点数を見られたくないからだ。

　見られたら、どうなるのか。恐おそろしすぎて考えたくもない。

「くるみ、消しゴム落ちたぞ」

「え、どこ？」

　テスト返へん却きやくで騒さわがしい中、北見くんの指差す方向を探す。けれど、見当たらない。

　そもそも私、消しゴムをペンケースから出した記き憶おくがない……？

「……うわ、マジかお前」

　深いため息とともに憐あわれむようなその声。

「ちょっと！　勝手に見ないでよ！」

　一瞬の隙すき、採点結果を奪うばった北見くんが頰ほお杖づえをついて半笑いで私を見る。

「なぁ逆にどうやったらこんな点、取れんの？　教えてみ、俺に」

「……うるさいな。ちょっと勉強できるからって。だいたいね、幼よう稚ち園えんのときにひらがな教えてあげたの私なんだからね？　背だって私より全然ちっちゃかったクセに……」

　思わず小声で反論すると、わざわざ机をくっつけてくる。

「くるみ？」

「……またバカにするつもり？」

「違うよ。こっち向いて、くるみ」

　否定の言葉に少しだけ心を許す。

　だからそんな哀かなしげな顔しないでよ。変な期待、しそうになっちゃうから。

「何、北見くん」

　完全に警けい戒かいは解かずに、けれどもできるだけ柔やわらかい声のトーンで聞いてみる。

　じっと私を見つめる北見くん。

　私、ちょっと首なんかかしげてみたりして。

　すると北見くんがようやく口を開いた。

「ひらがな？　そんな昔の話、今持ち出すな。それから俺の身長がお前より伸のびたのは成長期が来たからだ。今俺がため息をついたのは成績についてだ、ひらがなでも身長のことでもない。いいか、文句があるなら俺の成績を抜ぬかしてから言え」

　そうでした。あなたに一瞬でも期待した私がバカでした。

　安定の不ふ機き嫌げんさに、言い返す言葉もない。

「はい……」

　身長と比例して、イケメン度も急きゆう上じよう昇しようした北見くん。女子のファンも急増した。

　それだけならまだよかったのに。なぜ私への俺様度まで急上昇するんですか？

　私の淡あわい期待を返せ。

　私、どうしてこの人を好きになっちゃったんだろう。
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　散々だったテスト結果はさておき、待ちに待った終業式。

　まじめに部活に出た西田くんの帰りを待ちたい瑠奈のため、私と北見くんも教室に残った。大好物のメロンパンを頰張りながら、瑠奈といろんな雑誌を開いては夏休みに遊ぶ計画を立てる。

　夏祭りに花火大会。

　海に行くなら新しい水着が必要だし、そのためにはバイトもしなきゃ。

　あぁもう、楽しみすぎる。

「ねぇ北見くん、くるみにどんな水着、着てほしい？」

「ちょっと瑠奈？　いきなり何言ってんの？」

　サッカー部がお休みで、男ひとり暇ひまそうにゲームをしていた北見くん。

「知らねぇ」

　画面から目を離はなすことなくつぶやいた北見くんに、なぜかちょっとだけ寂さびしさを覚えた。

「珍めずらしいね、くるみのことなのに答えないなんて」

「どうでもいいよ。それよりくるみ、補習はまぬがれたけど夏休みの課題、俺らの三倍くらい出されてたよな？」

「……そうでした」

　一気に現実に引き戻もどされ、肩かたを落としてため息をつく。

　去年買ったお気に入りの浴衣ゆかた。

　さっき雑誌で見て、いくつも候補に挙げた可愛かわいい水着たち。

　夜空に咲さく、大輪の花火にかき氷。

　まぶしい太陽の下、広がる碧あおい海の冷たさ。

　そのひとつひとつが、ため息をつくたびに消えていくようで。

　涙なみだがあふれそうになって、瞼まぶたを閉じた。

「そんなに落ち込まなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、くるみ。ほら、北見くんも何か言ってあげなよ」

　聞こえてきたのは、北見くんのため息。

「わかったよ、俺が課題全部終わるまでつきあってやる。ただし終わるまで花火も海もなしだ、覚かく悟ごしとけよ」

「だって！　よかったね、くるみ」

　瑠奈がニヤニヤして私を抱だきしめてくれるけれど。瑠奈は北見くんを知らなすぎる。良いいことが待っているわけがない。




　結局少しでも課題を減らそうと、西田くんが戻ってくるまで三人で今すぐ取り組むことになった。もっといろいろ計画立てたかったのに、あーあ。

「くるみ、サボってんじゃねぇよ。そこ、さっき教えたよな？　どうして間ま違ちがえる？　姉ちゃんちの小二の甥おいっ子のほうがよっぽど理解力あるぞ。なぁ、お前大丈夫か？」

　ほらね、うるさいし嫌いや味みだし、言い方キツイし。でも私だって、負けないんだから。

「大丈夫でーす」

　花火、海、水着。

　花火、海、水着。

　呪じゆ文もんのように繰くり返して、北見くんの暴言を聞き流す。

　それに、呆あきれながらも私がわかるまで説明してくれる北見くんは、なんだかんだ言って優やさしいのかもしれない。

　気づけば窓の外は薄うす暗ぐらく、グラウンドに響ひびいていた声も、吹すい奏そう楽がく部がパート練習や合奏をする音も聞こえなくなっていた。







「お待たせ！」

　部活でめいっぱい声を出したらしく嗄かれた西田くんの声に、みんな振ふり向き口々にお帰り、と声をかける。中でも瑠奈からの「お帰り」に、ひときわ顔をほころばせ、嬉うれしそうに「ただいま」と答えている。

　それがすごくうらやましくて、なんだか胸の奥が締しめつけられた。

　北見くんも、あんなふうに笑ってくれたらいいのに。私がもっと勉強できたら、北見くんとの関係は変わっていたのかな。西田くんと瑠奈みたいに、仲良く笑いあったりできたかな。やっぱり私と北見くんじゃ、不ふ釣つり合いなのかなぁ。

　西田くんと瑠奈の幸せそうな姿に、笑え顔がおを返しながら少しだけ、唇くちびるを嚙かんだ。




「なぁ、ヤバイ動画観みる人！」

「お前って彼女とエロ動画観る趣しゆ味みあんの？」

　だるそうにノートを閉じ、背せ伸のびする北見くん。

　それに対し、真っ赤になって否定する西田くん。

「違うって！　オカルトだよオカルト！　先せん輩ぱいから聞いてきたんだよ」

「え、おもしろそうじゃない？　観ようよ」

　目を輝かがやかせた瑠奈。西田くんが北見くんの机の上にタブレットを置く。

「くるみも、早く！」

「えっ、私は……」

「大丈夫だって、ほら、北見くんの隣となりね」

　戸と惑まどう私は北見くんに助けを求める。けれど。

「早く座れよ」

　あぁ、もう。勉強教えてくれて優しいだなんて、思わなければよかった。

　わざと大きなため息をつきながら、私は北見くんの隣に座った。

　西田くんが教室のカーテンをすべて閉めきると、タブレットの画面だけが明るく浮うきあがった。

「あった、これだ」

「ねぇ、本当にこれ、観るの？」

　暗くら闇やみの中、私の言葉を鼻で笑う北見くん。

「ビビってんのかよ」

「うーん、なんていうか……」

「ほら、北見くんもくるみも！　始まるよ」
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　動画が始まった。誰だれ一人ひとり、言葉を発することなく観ている。

　その動画は、劇団員たちが自主制作した短編映画だった。

　内容は、男女四人が有名な心しん霊れいスポットに肝きも試だめしに行き、次々と不可解な出来事に巻き込まれる、というものだ。

　映画だから、完全に作り物である。しかし、これを観た多くの視し聴ちよう者から反はん響きようがあった。

　理り屈くつでは説明できないものが、いくつも映り込んでいると。

　そして、この映画に出演している劇団員のひとりの行方ゆくえがわからなくなっている、なんて噂うわさまであるのだ。

　噂はたちまち広がり、ここまでやってきた、というわけだ。

「えっ、今のじゃない？　やだ怖こわい！」

「大丈夫だよ、瑠奈ビビりすぎだって」

「やだぁ、もう私観れない……」

　西田くんにしっかりとしがみつく瑠奈。そんな瑠奈の頭を優しく撫なでる西田くん。

　……結局、二人でイチャつきたいだけなんじゃ……。

　いけないいけない、私の黒い本心が出てきちゃってる。

　動画に集中しなきゃ。




　初めのうちは「どこが怖いんだよ」とあざ笑っていた北見くんだったが、中ちゆう盤ばんにさしかかると無言になった。

　腕うで組ぐみして、怖いシーンにも完全ノーリアクション。

　すごいな、北見くん全然怖くないのかな。

　暗闇の中、動画よりも北見くんが気になってこっそり盗ぬすみ見る。暗くてもかっこよさは健在だな、と若じやつ干かんにやけていると、北見くんが動画を観るために掛かけていた眼鏡を外した。

　ゆっくりと外すその仕草にどきりとする。

　やばい、全然動画が頭に入ってこない。

「嫌いやぁあ!!」

　ひときわ大きな瑠奈の声にビクッとした北見くん。

　盗み見ていたのがバレそうになり、慌あわてて視線を動画へと移す。よりによって、クライマックス。得体の知れない何かが画面いっぱいに映った瞬しゆん間かんだった。

　うわ、最悪……。気味の悪い何かから目を逸そらした直後。

「北見くん？」

　机の下、ぎゅっと繫つながれた私の左手と北見くんの右手。

「怖いんだろ？　手、握にぎっててやるよ」

　どうして？

　今、私に何が起こってるの？

「ありがと……北見くん」

　キャーキャー騒さわぐ瑠奈の声に搔かき消された私の言葉は、北見くんには聞こえなかったかもしれない。

　それでも、繫がれた手だけは確かだ。北見くんのひんやりとした温度が、私の急きゆう上じよう昇しようした熱を冷ましてくれるようだ。

　残念ながらまったく恐きよう怖ふを感じる余よ裕ゆうもなく、エンディングを迎むかえようとしていた。

　ようやく終わる。私はほっとして北見くんに話しかけた。

「北見くん、説明できない何か、見つかった？」

　あれ？　反応がない。

　隣を見ると、北見くんは机に伏ふせていた。

　え、寝ねてる？　噓うそでしょ？

　あんなに不気味な動画を観たのに？　あんなに瑠奈が怖がって叫さけんでいたのに？

　私と、手を繫いだままなのに？　こんな状じよう況きようで眠ねむれちゃうものなの？

　ありえない、北見くんありえないよ。







「怖かったよー」

　教室の電気を西田くんがつけると、ぴったりとくっついてタオルで顔を覆おおい洟はなをすする瑠奈の姿。




　……コン、コン、コン。




「きゃあ!!　もぉー誰？　誰よ？」

　突とつ然ぜん聞こえてきた、ドアをノックする音にパニックになる瑠奈。

「おーい、早く帰れよ！」

「なんだ先生かよ。驚おどろかせんなって……」

「あ、でも本当だ！　もう鍵かぎ締しまる時間だから帰らなきゃね」

　時計を見ながら慌てて帰り支じ度たくをする瑠奈と西田くん。

「北見、寝てんの？」

　呆あきれたように西田くんが北見くんを揺ゆするけれど、起きる気配もない。

「私たち先に帰るから。あとよろしくね、くるみ」

「えっ？　待ってよ」

「北見がいれば大だい丈じよう夫ぶだって。じゃあね、くるみちゃん」

　二人が帰り、北見くんと私だけになった教室。

　さすがに不気味だ。

「私、先に帰るよ」

　今走れば、瑠奈たちに追いつく。

　あの動画観みながら爆ばく睡すいできちゃうぐらいなんだから、きっと北見くん、ひとりで帰れるよね？

　そう思い、椅い子すから立ち上がろうとすると、強い力が私を椅子に引き戻もどす。

「何っ？」

「待て、くるみ」

　私を引き止めたのは、爆睡していたはずの北見くんだった。

「行くなって言ってんだろ、先に」

　怒いかりを含ふくんだ強い口調。顔を上げた北見くん。

　また文句を言われる……身構える私。

「何見てんだよ」

　口調こそ、かなり強気だけれど……。その瞳ひとみは、真っ赤に潤うるんでいた。

　私の左手は、まだ強く繫がれたまま。

　これは、寝起きだから？　それとも……。

　いや、まさかね。

　ちょっとだけからかうつもりで、北見くんの顔を覗のぞき込む。

「……なっちゃん？」

　自分で発しておきながら、恥はずかしくなる。

　なっちゃん。

　北見七なな惺せ、彼の幼少時代の呼び名だ。

　思春期を迎えたころ、もう絶対にその呼び名はやめろと言われてから一度も口にしたことがなかった。

　でも、どうしてだろう。目の前にいる北見くんの潤んだ眼まな差ざしが、幼いころを思い出させた。背がちっちゃくて、泣き虫で、暗くら闇やみとオバケが大だい嫌きらいだったなっちゃん。

　私の手をぎゅっと握り背中に隠かくれ、絶対に離はなれないでねって言った、あの日の。

「怖こわいの？　なっちゃん」

　さすがに二度も呼んだら怒おこられるかな。

　私を置いて先に帰っちゃったりして。

「そうだよ。……悪いか」

　今にも消え入りそうな、か弱い声でなっちゃんは悪態をついた。

「そっか。じゃ、帰ろっか」

　私の言葉に素す直なおにうなずいたなっちゃんが立ち上がる。

　あぁ可愛かわいい。可愛すぎるよ、なっちゃん。

　先に教室を出ようとする私の背後から、突とつ如じよ静せい寂じやくを突つき破る、なっちゃんの怒ど声せい。

「くるみ！　待てよ。お前何考えてんだよ？　俺より先に行くなって！」

「あ、ごめん」

「だからって俺を先に行かせんじゃねぇよ！　何か出てきたらどうすんだよ！」

　どっちだよ。

　いつの間にか私の背を追い越こしたなっちゃんは、やっぱり長身でイケメンで、そしてやっぱり毒どく舌ぜつだったけれど。

　でも、なっちゃんの潤んだ瞳を見た瞬しゆん間かん、思ったんだ。

　私がなっちゃんを守りたい、って強く思ったように、なっちゃんもきっと、私を今まで不器用すぎる優やさしさで守ろうとしてくれていたのかもしれないって。

　なんだか嬉うれしくなってきて、思わずスキップする私。

　普ふ段だん言えないなっちゃんへの文句も、今なら言える気がする。

「なっちゃん、うるさいよ。あんまり騒ぐとオバケ出るよ」

「ごめん！　悪かった、くるみ！　だから俺を置いていくな！」

「嫌いやでーす！」
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「なぁ、くるみ？」

　夏休みも中ちゆう盤ばん。課題がすべて終わったご褒ほう美びに、北見くんにおごってもらったいちごオレを飲みながら歩く、図書館からの帰り道。

　夕暮れ、二人の影かげが重なってはまた離れる。

「お前、あの動画全然怖がってなかったよな？」

「うん、だって急に手を繫つながれたから、それどころじゃなかったし。それに……」

「それに？」

　ふいに、北見くんが立ち止まる。

　あの日からちょっとだけ優しくなった北見くんを、夕ゆう陽ひが柔やわらかく包む。

「私、北見くんには言ってなかったけどオカルト大好きなんだよね。だからあの動画も、飽あきるほど観たの。私、あのとき言ったじゃない？　本当にこれ、観るの？　って。それって、見飽きたから私はもういいよ、って意味だったんだよね」

「そうだったのか……へぇ」

　北見くんの笑えみが引きつる。

「そういえばさ、あの日。私たちに声かけたのって、誰だれだったんだろね？　なっちゃん、あの人の足音聞いた？」

　大好きな大好きななっちゃんの口元が、さらに引きつり。

　そして繫がれた手に、ぎゅっと力がこもった。
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「まことさん！」




　突とつ然ぜん自分の名前を呼ばれた。声の主を確かく認にんすると、校門からこちらに走ってくる。たしか隣となりのクラスの女の子だ。

（名前はなんだったっけな……？）

　などと考えていると、その子は近づくなり声を張った。

「あのっ！　……こないだのサッカーの試合、とってもかっこよかったです！　ロスタイムからの逆転ゴール……もう、さいっこうでした！」

「お、おう……」

　女の子の勢いに圧あつ倒とうされていると、彼女はさらに勢いを増して言ってきた。

「これからもがんばってください！　応おう援えんしてます！」

「あっ……はい……」

　すると、その子は頭がもげてしまうのではないかというくらい勢いよくお辞じ儀ぎをし、走り去った。

　びっくりしたのは、それからすぐその子が引き返してきたことだ。

（えっ……なんだ、なんだ？）

　身構えていると、次の瞬しゆん間かん紙かみ袋ぶくろを渡わたされた。

「あのっ……手作りじゃないんですけど……もしよければっ」

　その子は紙袋をこちらに押しつけ、今度こそ走り去っていった。紙袋の中身を見てみると、バレンタイン限定のお菓か子しの詰つめ合わせと、色ペンでデコレーションされた手紙が入っていた。




（あぁ……今日はそういう日か）




　二月十四日。

　おそらく、自分にとって今年一番忙せわしない一日が始まる。
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「まこと先せん輩ぱい！」

　今度は昼休みに名前を呼ばれた。声の主を確認すると、教室の入り口にかじりついてこちらを見ている。たしか一年生の子だ。

（こういうスタンプあるよな……）

　などと余計なことを考えながら近づくと、可愛かわいい袋を差しだされた。

「これっ！　一いつ生しよう懸けん命めい作ったので受け取ってください！」

「ありがと」

　受け取ると、女の子は顔を赤らめて何も言わずに立ち去った。袋を開けると、これまた……お店で出されてもおかしくないようなクッキーである。

（女子ってすげーな。自分には絶対できないわ……）

　そんなことを考えながら、一枚一枚をじっくり眺ながめていた。
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　あれからも、休み時間はチョコレートラッシュだった。

（今年もたくさんもらってしまったな……）

　まぁ、わずらわしいことはない。

　自分は毎日体を動かす人種なので、チョコレートは大事な糖分だ。だから、『バレンタイン』はそんなに嫌きらいなものでもない。







「まこっちゃん！」

　声をかけられたのは、部活が終わって着き替がえに戻もどろうとしたときだった。グラウンドの片かた隅すみで手招きする人ひと影かげが見える。

　あれは……昨年引退したマネージャーの先輩だ。グラウンドの中央から駆かけ足で近づくと、「はいっ」とでかい紙袋を渡された。

「日ひ頃ごろの感謝を込めて。みんなに配って」

　見ると、個包装されたチョコレートが何袋も入っている。

「すみません……受験でお忙いそがしいのに……」

「いいの、いいの！　だって、今日はバレンタインでしょ？　気持ちが素す直なおになれる魔ま法ほうの日！」

　ぼうっと先輩を眺めていると、むにっとほっぺを摘つままれた。

「まこっちゃんもさ、素直になったら？　年に一回くらい」

「……へ？」

　先輩はにっこり笑った。そして、間ま抜ぬけな顔をしている自分を残して走り去って行った。
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　私は制服に着替え、スカートをひらひらとさせてみた。

　やっぱりユニフォームのほうがしっくりくるや……などと思いながら。

　昔っから男っぽいところがあって、教室よりグラウンド、お人形よりボールが好きだった。中でもサッカーが大好きで小学校からずっと練習してきた。高校でも女子サッカー部に入り、今も部活命でやってきている。

　バレンタインは、私にとってチョコレートを『もらう』イベントだ。

　男っぽい自分に『あげる』ほうは似合わない。

　手作りなんてもってのほかだし……。

　でも……。




『まこっちゃんもさ、素直になったら？　年に一回くらい』




　さっきの先輩の言葉が浮うかぶ。

　自分に『気になってる人がまったくいない』というと噓うそになる。でも、それが恋れん愛あい系の『好き』かはわからない。

　男子サッカー部の子で……。

『サッカーのフォームかっこいいな』とか『ゴールを決めたときの笑え顔がおが素敵だな』とか思うだけで……。

　どっちかというと『憧あこがれ』のはずだ……うん……。

　時計を見る。

　そろそろ男子サッカーの子たちも練習を終え、帰る時間だ。

　どうしよう、と思った。

　首をかしげる。

　どうしよう……？

　何が『どうしよう』……？

　頭がパンクしそうだ。







「お疲つかれさまでしたー!!」

　グラウンドのほうから聞こえてくる男子サッカー部員たちの声が私を急せかす。

　でも、どうだ？

　私は自分に問いかけた。

　マネージャーの先輩が言うように、今日が『気持ちが素直になれる魔法の日』だとしたら……もったいなくないか？

　今日一日を振ふり返る。

　女の子はみんな自分の気持ちに向き合って……自分に正直になって、私にチョコレートを渡わたしていた気がする。

『愛の告白』とかじゃなくて、とりあえず少し話してみないか？　あんまり彼と話したこともないし。

　私はスクールバッグのポケットを探さぐった。今日が『バレンタイン』だと忘れてたから、いつもの癖くせでチョコレートを一箱持ってきてしまったのである。もちろん未み開かい封ふう。

　私はそれを握にぎりしめた。

　これを逃のがしたらまた来年……。

　私は制せい汗かん剤ざいをもう一度自分に吹ふきかけて、顔を叩たたいた。




　一日くらい女の子しようじゃないか！

　私は拳こぶしを作って胸をとんとん叩はたいた。

　試合前に必ずやるおまじないだ。




　バレンタインに甘えようじゃないか！

　私は気合を入れて、部室を飛び出した。

　鼓こ動どうが試合前と似ている。

〝ドキドキ〟とも〝ワクワク〟とも取れる、癖になるこの感じが。

　そして、彼を見つけた。

　ゴールが決まらなくてもいい。

　そこにボールがあるから突つき進むだけだ。

　私は、思いきり彼の名前を呼んだ。




　今年は『バレンタイン』がもっと好きになれそうな予感がする。
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「あの、何か間ま違ちがえてない？」

　クラスで優等生な委員長ポジションにいる私は、知ったかぶりをしてまで賢かしこいふりをしてしまう見み栄えっ張りな人間だ。

　だって、優ゆう秀しゆうに見られるのも、人から頼たよりにされるのも気分がいいから。

　だけど、そのツケはいつか支し払はらわされるのかもしれない。

　これはクラスメイトを欺あざむいてきたせいで与あたえられた、神様からの試練なのだろうか。

　だから私は、しゃがみこんで机の上にちょこんと顔を乗せてきたクラスメイトに確かく認にんをした。

　何か間違えていないか、と。

「何が？」

　その返事がこれ。

　いろいろと間違っているでしょうが。

　なのに、相手は純真な眼まな差ざしで首をかしげるだけで、不自然なことは何もないと主張してくる。

「悪いけど、自分が何を言ったのか、今一度考えてみてくれないかな」

「いいけど、考える必要ある？　恋れん愛あい相談にのってほしいって言っただけなのに」

　どれほど信じられなくても、二回も聞いてしまったのなら認めざるをえない。

　このクラスメイトは、あろうことか、この私に恋愛相談を持ちかけてきたのだ。

　見る目がないにもほどがある。

　私はこれまで、様々な悩なやみや愚ぐ痴ちを聞いてきた。その自負があるのは確かだ。

　ありがちな友人関係や試験対策だけでなく、先生への不満や部活での上下関係、果ては複雑な家庭環かん境きようまで対応したこともある。

　だけど、恋愛関係についてだけは経験値が皆かい無む。

　キャラ的に、そういった相談相手にふさわしいかは、たいてい向こうから察するものだ。

　なのに！

　目の前の人物は、放課後とはいえ、それなりに居残っている人がいる時間帯に堂々と相談してきた。

　そんな奇き天て烈れつ相談をかましてくれたのは、同じクラスの堂どう島じま和かず成なり。

　正しよう真しん正しよう銘めいの男子なんだから、どうかしている。

「俺って、なんでか男らしく見られないんだよね。どうしたら、男らしくなれると思う？」

　知るか！

　と、本当なら即そつ刻こく突つっ返してやりたいのが正直なところだけれど、何も聞かないで放ほうりだすのは優等生な相談役としてのポリシーに反する。

「ねえ、堂島くん。どうして、私に相談しようって思ったの」

「だって、後ろの席の仲だから。それに、委員長って頭いいから、男らしさとは何か、みたいの、冷静に分ぶん析せきしてくれそうだと思って」

　むむ、可愛かわいい顔をして、しっかりした理由じゃないですか。

　本人も自覚しているとおり、堂島くんは可愛い系としてクラスに確固たる地位を確保している。

　背が高いわけでも運動に突とつ出しゆつしているわけでもない彼は、人なつっこい性格によって、わんこみたいに可愛がられているイメージだ。

「たしかに、ごついとか、筋肉質ってタイプじゃないとは思うけど、私から見れば、堂島くんは普ふ通つうに男子だよ」

　とりあえず、いつものように相談者の気持ちを否定せず、だけど、個人的な感想だと断りを入れながら、さりげなくフォローをしてみる。

　どんな内容だろうと、聞き役の鉄則は有効なはず。

「ほんと、それは嬉うれしいな」

　うっ、前言を撤てつ回かいしたくなるほどまぶしい笑え顔がおだ。

　前の席でプリントを回すくらいのつきあいだから、あんまり意識したことがなかったけど、並の女の子より可愛らしいかもしれない。

「じゃあさ、委員長から見て、俺のいいところって、どこだと思う？」

「堂島くんのいいところ？」

　うーん、これまた難題を。

　ここは、ぜひとも深みのある答えを返さなくては。

「誰だれとでも気楽に話せるところは、いいところだと思うな。交遊関係が広いって、誰からも好かれる性格だってことでしょ」

「ただの八方美人って思われない？」

「そんなことないよ。この前だって、一人で委員仕事してたら、声かけてくれたよね。ああいう、さりげない親切ができる人って、私的にはポイントが高いと思うな」

　おお。

　我ながら、なかなかいい意見かも。

「でも、それだといい人止まりで、異性として見られなそう。てか、今、そんな感じなんだよね」

「そうなの？　でも、無理して男らしさにこだわるよりも、堂島くんのよさを生かしたほうがいいと思うけど」

「んー、言ってることはわかるけど、何かアピールしないと意識してもらうのは厳しそう」

「だったら、友達関係から始めてみたら？　堂島くんの気さくさなら、すぐに仲よくなれそう」

「じゃあ、話せる仲になっても、ただのお友達にしか見られてなさそうな場合は？」

　ふむ、そりゃそうか。

　私なんかを頼って相談してくるくらいだから、堂島くんの性格的にも、友達としてのポジションくらいは確保してるか。

「だったら、ちょっとずつ、特別なんですってアピールをしてみたらどうかな」

「たとえば？」

「いいと思ったところを言葉にして褒ほめるとか、じっと見つめて熱い視線を送ってみるとか」

「なるほど。さすがは委員長、いいとこついてくる。ね、ほかには？」

「ほかは……話すときの距きよ離りを縮めてドキッとさせてみたり、あえて意地悪なことを言ってみるのも意識が変わるきっかけになるかも」

　後半のアドバイスは自分でもどうかと思わなくもないけど、堂島くんなら、あんまり強ごう引いんなことはしなそうだから大だい丈じよう夫ぶか。

　何より、専門外のジャンルなわりには、意外と相談にのれている気がする。

　堂島くんも、ちょっと変わった人かもって思ったりしたけど、素す直なおに聞いてくれてるみたいだから、純じゆん粋すいに藁わらにもすがる気持ちだったんだろうな──って、ん？

「あ、あのー、なんかちょっと……」

「ねえ、委員長。褒めて、見つめて、近づいて、それでも気持ちが伝わらないみたいなんだけど、どうしたらいいと思う？」

　いつの間にか立ち上がっていた堂島くんは、机に手をついて、ずいっと至近距離でアドバイスを、いや、私の個人的反応を求めてくる。

「……堂島くん。一応、確かく認にんするけど、冗じよう談だんとかドッキリだったりしない？」

「あはは、するわけないじゃん」

　答えながら、なおさら、覆おおいかぶさるように迫せまってくる。

　にっこり天使みたいな笑顔のくせに、やってることは悪あく魔まの所業って、どういうことだ。

　いや、そういえば、あえての意地悪を提案したのは私か。

　まったくもって、調子に乗りすぎた。

　……ていうか、ほんとに本気なのだろうか。

　自分で言うのもなんだけど、私は人からよく思われたいだけのつまらない人間だ。

　それに、たいして可愛くない。

「やっぱり、どこが好きなのかを伝えるべきだと、私は思うな」

　いったい、何がお気に召めしたのかを聞いてみたい。

　聞いてみたら、何かの間ま違ちがいだったりするかもしれないし。

「うん、それはたしかに大事だよね。まあ、ぶっちゃけ全部が好きなんだけど、あえて言うなら、あわあわしてるとこかな。人にはまじめで落ち着きあるふうに見せてるけど、結構ドジで不器用なんだよね」

　あ然としている私に構わず、容よう赦しやのない堂島くんはぺらぺらと語ってくれる。

「頼たよられると断れないお人ひと好よしで、この間なんか、ぶつぶつ文句を言いながらも一人で居残ってがんばってるとことか、たまらなく可愛くって。でも、手伝うってアピールしたのに、さっぱり気づいてもらえないし、すました顔で大丈夫だからって断られちゃってさ。これってやっぱり、男として相手にされてないんだって思わない？」

　何か言われてる気がしないでもないけど、なんにも頭に入ってこない。

　え、どういう状じよう況きよう？

　顔近いし、可愛いとか聞こえたのは幻げん聴ちよう!?

「ねえ、委員長。アドバイスどおりにしてみたんだけど、少しは効果があったかな」

「……」

　不覚にも、ゾクッとしてしまった。

　ここで問われて、誰がいいえと答えられるだろうか。

　いろんな意味でできるわけがない。

　なんだか、とんでもなく凄すご腕うでのハンターに追いつめられた珍ちん獣じゆうの気分だ。

　私に残された道は、こっくりと黙だまってうなずくくらいしかない。

「あー、よかった。やっぱり、委員長に相談して正解だったな」

　晴れやかな顔で言われても、ちっともちょっとも嬉しくない。

「あとは告白だけだけど……さすがにそれは、ふたりきりのときにするからお楽しみに」

　ようやく離はなれてくれたので開けた視界には、暇ひまなクラスメイトの興きよう味み津しん々しんな視線が痛い。

　何これ。

　どんな公開処しよ刑けいですか。

「あ、そうそう。これからもお人好しで可愛かわいい委員長でいてほしいけど、野や郎ろうの恋れん愛あい相談は、もう相手にしたらダメだからね」

「!?」

　油断してるところに耳打ちとかって、なんのスペシャリストですか。

「～～もう無理っ!!」

　かばんを乱暴に摑つかんで、教室から逃にげだすしか対策が浮うかばない。

　それより何より、明日あしたから私は、どうやってすごしたらいいのか、まったくもってわからない。
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　名前も知らない後こう輩はい女子に呼びだされて、心を躍おどらせない高校生男子がいたら教えてほしい。

「いや、そういうの間に合ってるんで。マジで勘かん弁べん」

　……などとぬかす鼻持ちならない野郎がいたら、俺は「気取ってんじゃねえ」とそいつのドテっ腹に一発お見み舞まいしてやりたい。

　噓うそだけど。他人のことはどうでもいいし、一発お見舞いしようとして返り討うちに遭あうのも怖こわい。暴力はいけない。

　だがその日、一いつ瞬しゆんといえども俺の心が躍り、鼻息で舞いあがる綿ぼこりみたいに、浅はかに浮き足立ったのは事実だ。




「高たか部べ、彼女来てるよ」

　同じクラスの仲なか川がわカエデにそう言われて、俺は「ふぁへ？」と日本語に翻ほん訳やくできない声を発してしまった。

　第一に、カエデに話しかけられるのは初めてだったし、第二に、俺に彼女はいない。いたこともない。第三に、カエデ以外の女子に話しかけられたこともない。以上の理由から、今回の不本意な「ふぁへ？」となってしまった。

　カエデは役目を終えたとばかりに淡たん々たんと自分の席へ戻もどっていく。廊ろう下か側の一番前の席。つまり廊下から教室にアクセスする引き戸のすぐ傍そばだ。その出入り口の向こうに立って、こちらをまっすぐに見る一人の女子がいた。




「一年の馬ば場ば由ゆ利り恵えって言います」

　その娘こは廊下に出た俺に名乗ると、「ちょっと」と声と目で合図するなり踵きびすを返して、すたすた歩きはじめた。強ごう引いん。俺は黙ってついていくしかない。手を伸のばせば届きそうな距きよ離りで、ポニーテールが揺ゆれる。

　もしや、これはあれか？　噂うわさに聞く〈告白〉ってヤツなのか？　俺は俺の人生が暗黒からバラ色へと変わる、歴史の転てん換かん点に立っているのか？

　まさか。顔も名前も知らない後輩が、実は先輩のコトずっと見てました……なんて話、陳ちん腐ぷなＷＥＢ小説でもなければあるはずがない。俺は結構好きだけど。そういう手て垢あかのついた展開。むしろ大好物。

　馬場由利恵は一つ上の階へ通じる階段の踊おどり場で、いきなり歩みを止めて振ふり返った。前につんのめりそうになりながら、俺も彼女に正対して止まる。

　大きな窓が由利恵の顔を白く照らす。可愛い……かどうかは微び妙みようだとしても、意志の強さがまっすぐな視線から伝わる。本人の緊きん張ちようのせいなのかもしれないが、ちょっと怖い。顔が。

　息を吸った由利恵の肩かたが少しせりあがる。彼女はゆっくり口を開き、俺にとっての記念すべきひと言を発した。




「ごめん、ちょっと意味わかんない。もう一回言ってくれる？」

　森もり沢さわ達たつ郎ろうは爽さわやかに白い歯を見せて薄うす笑わらいしながら、俺に聞き返した。

「だからさ、馬場由利恵っていう一年生から頼たのまれたんだよ。お前に告白してほしいって」

「告白って。人に頼むようなことか？」

「森沢センパイ……私とつきあってください！」

　俺は馬場由利恵の口調を真ま似ねてみたが、思ったより気持ち悪かった。

「……それで？」

「もしＯＫなら今日の放課後、裏門に来てほしいってさ」

「つまりその娘に『裏門で待ってます』って伝言を頼まれただけだろ？　ならそう説明しろよ」

　椅い子すに浅く腰こしかけ、背もたれに身体からだを預けた達郎は、やけに体たい脂し肪ぼう率の低い腕うでを組んだ。肉体美を誇ほこりたいのか、衣ころも替がえの時期を過ぎても半はん袖そでシャツ。イケメンのくせに、なぜいつも非モテの権ごん化げのようなこの俺とつるんでるのかが不思議だ。

「それだけじゃないんだよ。もしお前が告白なんてお断りだってことになれば、俺が放課後、その娘に伝えに行かなきゃなんない。ダメだったってね。つまりお前には今この場で、その一年生の告白を受けるかどうかを決めてほしいんだよ」

　俺の説明がようやく腑ふに落ちたのか、達郎は少し考え込んだ。

　サッカー部主将で女子の憧あこがれの的であるこいつには、さっきの俺の落らく胆たんなど想像もつかないだろう。

『高部先輩って、サッカー部の森沢さんと仲いいですよね？　頼みがあるんです』

　踊り場で由利恵にそう告げられたとき、俺の身体から抜ぬけでた半はん透とう明めいの俺が、膝ひざから崩くずれ落ちたのは言うまでもない。俺のときめきを返せ。




「おもしろいじゃん、その由利恵って娘」

　達郎はふいに腕組みを解いて、身を乗りだしてきた。俺は思わず「ん？」と聞き返す。

「本人の代わりに、誰だれかに告白してもらうってアイディアがさ。だって、お前に頼むことで直接告白するより勇気が少なくて済むし、もし断られたとしても、お前というワンクッションを経て伝わるからダメージも少ない。考えたよね」

　そうだろうか。伝言役を任される俺のヒューマニティーはどこへ。

「俺、会ってみるよその娘。放課後、裏門だよな」

　達郎が興味を示すのは、いつも風変わりな女子なのだ。

「うん。だったら断る手間が省けるから助かる」

　俺は本心を漏もらした。




　ところが、この出来事が後日、思わぬ展開を見せるのだった。







　多くの女子にとって憧れの王子様である達郎が彼女を作った、というトピックは校内を席せつ巻けんした。

　特に、我こそはと自負していたハイスペック系女子たちのやっかみはすさまじく、「なんであのダサい娘が？」「どんな汚きたない手を使ったの？」などと心ない言葉も飛び交かった。

　そこまでひどくはないにしろ、地味な一年生女子が金的を射止めたからくりに、人々の興味は集中する。

　なぜか俺が馬場由利恵の告白を手伝った経いき緯さつが知られていて、無理めの恋れん愛あいを成じよう就じゆさせるキューピッド的な存在として、噂にのぼる事態となってしまった。




「お客さんだよ」

　俺が顔を上げると、俺の机の斜ななめ前で仲川カエデが笑っていた。利発さの漂ただよう目元が涼すずしげだ。俺はとっさに椅子から立ち上がる。

「あ、あのさ。こないだの女の子、彼女じゃないから」

　自分でもなぜ唐とう突とつにそんなことを弁解したのかわからない。ただその誤解を解かなければならない気が、ずっとしていたのだ。

「知ってるって。それより、お客さん待たせちゃ悪いよ」

　手を短くひらひらと振って、カエデは自分の席へあっさり退場していく。瑣さ末まつ事にこだわらない性格なのか、彼女の態度はいつもそっけないのだが、不思議と冷たさは感じなかった。




　やたらに背の高い男子生徒が、俺を廊下で出で迎むかえた。

「俺、三年の小こ早ばや川かわ。キミがキューピッドの高部くん？」

　俺は「んええ」とあいまいに返事をする。名前は高部で合っているが、キューピッドではない。

「時間ある？　ちょっとつきあって」

　小早川先輩は俺の返事を聞かず歩きだした。馬場由利恵といい、呼びだした相手は行き先も告げずに連れまわせ、というルールでもあるんだろうか。

　購こう買ばい部の前の廊ろう下かまで来ると、小早川先せん輩ぱいはジュースの自じ動どう販はん売ばい機きに手をついて寄りかかった。

「どれでも好きなの選んで」

「いや……えーと。どういうことでしょう？」

　初対面の人に理由もなくおごられるジュースは、きっと味がしない。

「俺の告白、手伝ってほしいんだよね」

　そう言いながら小早川先輩は自販機にコインを投入し、いかにも無む作さく為いという感じでボタンを押した。ガタコンという音とともに取り出し口へ落ちてきたりんごジュースの四角いパックを、俺に差しだす。

　そんなことだろうと思っていた。やっぱり噂のキューピッドとやらのご利り益やくにあずかろうという話か。

「そんで、相手っていうのが同じクラスの……」

　小早川先輩は俺の手に無理やりりんごジュースのパックを握にぎらせながら、早くもミッションの概がい要ようについて説明を始めている。俺に選せん択たくの余地はないらしい。

　段取りは馬場由利恵のケースと同じ。俺が小早川先輩の意中の女生徒に会い、彼の想おもいを告げる。彼女に異存がなければ、待ち合わせ場所で小早川先輩に会ってもらう。ダメなら、待っている先輩に俺が残念な報告をしなければならない。




　その日の放課後、俺は校門の脇わきに立っていた。雨の中、傘かさを差してまで俺は何をやってるんだろうと四十回ほど自問したところで、ターゲットであるピンク色の傘が目の前を通り過ぎた。俺はその前に回り込む。ピンクの傘を差した女生徒は頓とん狂きような顔を見せ、俺は何度も説明してやっと趣しゆ旨しを伝えることができた。

　かくして小早川先輩の恋こいは成就した。翌日、教室にやってきた彼は上じよう機き嫌げんで、俺をまた自販機前に誘さそうと、勝手にボタンを押してりんごジュースを渡わたしてきた。

「これ、成功報ほう酬しゆう。いやあ、本当にうまくいくとは正直思わなかったよ。高部くんのこと、いろんなところで宣伝しとくから」

「宣伝？　いや、そんなことされても……」

「がんばれよ、キューピッド」

　慌あわてる俺を振ふり返ることもなく、小早川先輩は豪ごう快かいに手を振りながらその場を離はなれる。好きでも嫌きらいでもないりんごジュースを手に、俺はぽつんと取り残された。

　困ったことに、小早川先輩はいたく優ゆう秀しゆうな宣伝マンだった。翌日から、俺に〈告白代行〉の依い頼らいが殺さつ到とうしはじめたのだ。




「キューピッド、今日は依頼者が三人お待ちです」

　仲川カエデはやけに楽しそうに、教室の外で待つ訪問者たちを俺に取り次いだ。噂うわさは当然彼女の耳にも入っているらしい。

　カエデは用件が済むとすぐに自席に戻もどり、読みかけの本を開く。横顔がショートヘアの向こうに隠かくれる。彼女が暇ひまさえあれば文庫本を読んでいることを俺は知っていた。しょっちゅうその姿をチラ見するからだ。

　だからといって彼女が教室で浮ういているというわけではない。女子生徒たちの輪に入っている彼女もしばしば見るし、そのさっぱりした性格やハキハキした口調に好感を持つ者は俺一人じゃないはずだ。変に周囲に媚こびず、読書が好きだという姿勢を貫つらぬくカエデを、俺はひそかにカッコいいとさえ思っている。

　できることなら隣となりに座り、時おり指で髪かみを耳にかけるその仕草をずっと見ていたいほどだ。




　俺はキューピッドとして、日々奔ほん走そうすることになった。

　不本意だが、わざわざ訪ねてきた依頼者を無下にもできない。俺は見ず知らずの男女に代わって「つきあってください」と繰くり返す。

　ほとんどの場合、告白は成功した。もはや、俺を介かいした告白が校内のトレンドとなっていて、このビッグウエーブに乗るしかないと考える連中がこぞってサービスを利用する。

　キューピッドが目の前に現れてくれるだけで、告白してきた相手が誰だれであろうと無条件に嬉うれしい、という妙みようなノリが彼らからは感じられた。芸人に一発芸のネタを目の前で披ひ露ろうされると、どんなにつまらなくても笑ってしまう現象に近い気がする。

　やっかいなことはそれだけではない。小早川先輩が自分の体験談をつぶさに広めたと見えて、依頼者たちは決まってりんごジュースを持参するのだ。それも依頼の〈手付け〉のために最初に一本と、うまく事が運んだ場合にはお礼として事後に一本。

　おかげで俺は毎日おびただしい量のりんごジュースを家に持って帰るはめになった。家ではふたりの妹たちが旺おう盛せいに消費してくれるので、無む駄だになるわけではないのだが。

　──そもそも告白って何なんだよ。恋れん愛あい経験皆かい無むな俺が言うのも変だけど、告白って必要か？

　親しい男女がなんとなく頻ひん繁ぱんに会ううち、気がついたら恋こい人びと同士だったっていうのが理想的な気がするけどな。まあそれはぼっちの妄もう想そうだから笑ってくれてもいいが、連中の考える〈告白〉って、「さあ、これから恋愛スタートです！」と高らかに宣言するための手続きというか、お約束めいた意味合いが感じられてどうも抵てい抗こうがある。それって恋愛を単なるイベントだと捉とらえてる証しよう拠こじゃないのか。

　連日、俺はそんな毒を吐はきながら、りんごジュースを満まん載さいした重いカバンを引きずって帰宅した。




「ごめんなさい、ほかに好きな人がいるので」

　ぺこりと頭を下げてから、その女生徒は駆かけだした。

　ごくたまにだが、こうしてはっきり自分の意志を示して断る者もいる。廊下の奥に消えていく彼女の姿を見ながら、俺は深くため息をついて肩かたを落とした。イベント的だなんだと非難してはみても、キューピッドの使命をまっとうできないのは後味が悪い。それに他人ひと事ごととはいえ、依頼者を落らく胆たんさせるのは結構良心にこたえるのだ。

「りんごジュース、一本もらいそこねちゃったね」

　振り返ると、カエデがいた。

　カエデは図書館で借りたとおぼしき文庫本を数冊、脇に抱かかえている。背筋をまっすぐに伸のばしてきりりと立つ姿が、昼休みの埃ほこりっぽい廊下からくっきりと浮きあがっていた。

「これから依頼人に『ダメでした』って伝えにいくんでしょ？　キューピッドも大変ね。他人のストレスまで抱え込んじゃって」

　カエデの言葉に、俺はどう返していいのかしばらく迷った。

　正直、カエデがここまで俺の心情を気にかけてくれていたことが驚おどろきだ。これまでキューピッド側の都合などいちいち酌しやく量りようしてくれる人間は、一人もいなかったのだから。嬉しさと気き恥はずかしさと、そしてカエデに対するざわついた感情が俺の中で主張しあう。

「……でもまあ必要とされるのは、悪い気はしないよ」

　間を空けるのを怖おそれた口が、勝手に言葉を編む。なんだその負け惜おしみみたいな発言は。何に対する強がりだ？

「お人ひと好よしすぎるんじゃない？　君」

　少しだけ心配そうに、カエデの眉まゆ根ねが寄る。

「それしか、取り得がないからね」

　ああ、なんという卑ひ屈くつな俺。

「ふうん。じゃがんばって」

　カエデはさらりと言って、その場を離れようとする。いつもそうだ。勢いよく向こうから飛んできたボールのように、手元でバウンドしたと思うと素す早ばやく遠ざかる。

「あのさ……」

　カエデを引き止めようと、口がまた暴走する。

　だが、その先に手札はない。くるりとこちらへ身体からだの向きを変えたカエデに何を言えば、ずっと会話が続けられるのだろう。俺はしゃべる意志があることを示すために、池の鯉こいみたいに口をぱくぱくさせるが、言葉は一向に出てこない。

　ぷっ、とカエデが噴ふきだした。俺の見ための滑こつ稽けいさに笑ったのか、それとも女子の前で度を越こして緊きん張ちようする姿に憐れん憫びんを感じたのか。だが、カエデの言葉はそんな俺の想像の斜ななめ上に突つき刺ささった。

「ねえ、私の依頼も聞いてくれない？　告白をお願いしたいんだけど」

「ふんごぬぁ？」

　聞いたことのない言葉でリアクションを取ってしまう俺。俺の故郷は本当に地球なのか？

「くわしい話は放課後に。お願いね、キューピッドさん」

　ボールはやっぱり勢いよく弾はずみ、目の前から消えていく。




　──カエデには、想おもいを寄せている男がいる。

　その事実を突きつけられて初めて、今さらながら胸のざわつきの正体に気づいた。いや、とっくに気づいていたことを認めさせられた。

　俺は、その男にどんな顔で会えばいいんだろう。そいつの前で〈仲川カエデ〉という名前を告げることが、俺にできるだろうか。彼女の告白が成功し、想いを遂とげられるように心から祈いのることなんて、本当にできるんだろうか。

　苦しい。こんなことならもっと早く、カエデに想いを伝えるべきだったんだ。恋愛がなんとなくぼんやりと始まる、なんてやっぱりぼっちの妄想だ。その想いに気づいた瞬しゆん間かんに、人間は安らかではいられなくなる。




「ほい。じゃあ自じ販はん機きの前でりんごジュース買って待ってるから」

　ふいにカエデの声がして、俺の脳に現実世界の刺し激げきが流れ込んできた。あれこれ悩なやむ間に午後の授業は終わっていたらしい。

　カエデは帰り支じ度たくを整えて、こっちに手を振ふりながら教室を出ていくところだった。

「あ……ああ」

　むなしく宙に手を伸ばしながら俺は声を振り絞しぼったが、カエデには届かない。

　鉛なまりのような足取りで購こう買ばい部へ向かうと、カエデは自販機の脇わきでストローをくわえ、りんごジュースを飲んでいた。

「たまに飲むとおいしいね」

　そう言うと俺のほうへ腕うでを真一文字に伸ばし、もうひとパックのりんごジュースを差しだす。反射的に俺はそれを受け取った。カエデの妙にリラックスした様子に、俺の緊張も少しほぐれる。

「今日暑いからかな。冷たくておいしい。高部も早く飲みなよ」

　言われるままに俺はストローをパックに突き立て、口に運ぶ。

「本当だ、うまい」

　俺は思わず手元の紙パックを見返した。さっきから緊張で喉のどがカラカラだったのだ。少し精気の戻もどった俺の顔を見て、カエデが口を開く。

「私の依い頼らいっていうのはね、ちょっと変則的なんだ。依頼の依頼っていうかさ」

「んへ？」

　俺の変な相あい槌づちは気にせず、カエデは言う。

「まず、告白したいのは私じゃないの。告白するのは高部くん、君です」

　俺は口を半開きにしたまま、混乱する。構わずカエデは続ける。

「そして君が告白する相手は私。仲川カエデです。キューピッドさん、高部が私に告白できるよう、力を貸してあげてください。彼、少し口下手だから、勇気を与あたえてあげて。これが私の依頼」

　俺の頭は真っ白になる。

「あの……くゅ、キューピッドはもう、辞やめようとおも、思ってて……」

　しどろもどろに弁明する俺。カエデはかぶりを振る。

「そのジュースを飲んだ以上、契けい約やくは成立してます。キャンセルは無効です」

　全身から汗あせが吹ふきでる。カエデは俺の言葉を待つように、小さくうなずきながらこちらを見守っている。

「あぅぐ……ほぇ……めゃぶ」

　舌が回らない。考えがまとまらず、気ばかりがはやって変な声が出てしまう。

　カエデは俺の緊張を半分引き受けるかのように脇を締しめ、拳こぶしを固めて一意専心に俺を見ている。彼女の唇くちびるが音もなく「がんばれ」の形に動く。

「……すきです。つきあってください」

　押しだすように俺は言う。抑よく揚ようもなく、ロボットのような一本調子になってしまった。

「お願いします」

　ダメ押しで、俺は腰こしを九十度に曲げた。カエデの顔をまともに見られない。

「こちらこそ。よろしくお願いします」

　カエデの声が、耳のすぐ傍そばで聞こえた。顔を上げると、彼女も九十度にお辞じ儀ぎしていた。

「あと、依頼を受けてくれてありがとう。私って、自意識過か剰じようかな？」

　カエデはお辞儀のまま、顔だけを俺に向けて言った。俺は首をぶんぶんと横に振る。彼女には俺の気持ちがすべてお見通しだったわけで。

「あのさ……」

　俺は頰ほおを紅潮させたまま、カエデに尋たずねる。

「このあと、どうすればいいのかな？」

　ここまでの過程にいっぱいいっぱいで、告白がうまくいったあとのことなんて俺は想像すらしていなかったのだ。カエデは瞬しゆん時じにそれを悟さとったらしく、顔をほころばせた。

「とりあえず、一いつ緒しよに帰ろっか」

　俺は今度は首をちぎれるほど縦に振った。「じゃ、下げ駄た箱ばこで待ってる」と身を翻ひるがえし、カエデはつかつかと歩いていく。あいかわらず、弾むボールのような軽かろやかなフットワークで。







　俺は駆かけだしたい気持ちをぐっとこらえて、カバンを取りに教室へ向かう。うずうずと喜びがこみあげて爆ばく発はつしそうだ。告白すごい。告白最高。

「ぐふぇう」

　いかんいかん。嬉うれしさのあまり変な声が漏もれた。人に見られていないかと辺りを見回す。ふと背後の自販機が目に入り、俺は足を止めた。その場所へ戻り、初めて自分でコインを入れてボタンを押す。




　ガタコン。

　俺は自分への成功報ほう酬しゆうを手に取った。

　おめでとう俺。
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「亀かめ和わ田だ大だい智ちです。どうぞよろしくお願いします！」

　教室内が一気に色めきたった。イケメン、高身長、インテリ眼鏡の教育実習生の登場に。でも私の心臓は、違ちがう意味で今にも爆発しそうだった。

「伶れ奈な、ヤバいヤバいヤバい」

「え、何、何」

　たまらず、前の席に座る伶奈の背中をつつく。

「あの実習生、前話したバイトの残念イケメン！」

「マジ？　全然残念じゃないじゃん。イケてんじゃん」

「うん、なんかめっちゃイメチェンしてる。やけに爽さわやかだし、やる気に満ちあふれてるし」

「結ゆう花かのこと、気づいてる感じ？」

「わかんない」

　動どう揺ようが止まらない。なんで、亀ちゃんがココに？　あの、ドジでのろまな亀ちゃんがどうして!?







　私が取り乱している理由を説明するために、時計を半年ほど戻そうと思う。レッツ・タイムワープ。




「綿わた谷やさーん、ちょっとお願い聞いてくれる？」

　その日バイトに行くと、店長の天あま野のさんに呼び止められた。

「はい、なんでしょう」

「亀和田くんのバイト指導なんだけど、綿谷さんにお願いできるかな」

「私がですか!?」

　高校に入学して、すぐにバイトを始めたこのファミレスに、新しく大学生のバイトさんが入った。人手不足で忙いそがしい毎日だったので、みんな大だい歓かん迎げいだったのだけれど、これがなかなかに天然系の男子で、スタッフの間でも話題になっていた。

　その問題の大学生バイトさんが、『亀ちゃん』こと『亀和田大智』さんだった。ひょろりとした高身長の、まじめでおとなしそうな青年だったけれど。

『声が小さすぎてオーダーが通らない』

『呼んでも返事が聞こえない』

『皿割りすぎ』

『とにかく覇は気きがない』

　耳にする評判はいいとこなしで、『かえって仕事が増えて忙しくなった』なんてことまで陰かげで言われてしまっていた。

「岩いわ崎さきくんに頼たのんでいたんだけど、相あい性しようがよくないみたいでね」

　岩さんこと岩崎さんは、自じ称しよう舞ぶ台たい俳優のフリーターで、明るくて仕事もできるバイト・リーダーさんなのだけど、亀和田さんにはずいぶんと手こずっている様子だった。

『亀！　料理上がったの気づいたら運んで！』

『ぼーっとしてないで皿下げに行くぞ、亀！』

『亀ぇー!!』

　陽気な岩さんらしからぬイラついた声を、幾いく度どとなく耳にしたっけ。

「亀和田くんに対して、嫉しつ妬とっぽい感情があるのかもねぇ。あ、知ってた？　亀和田くんって、Ｔ工大生なのよ。すごいわよねぇ」

『店長は、顔と学歴だけでアイツを採用した』だなんて、岩さんがボヤいていたことを、天野さんはきっと知らない。

「私みたいな年下の女子高生に『指導』されるのなんて、イヤじゃないですかね？」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ。綿谷さんは岩崎くんに次ぐベテランだし、亀和田くんと年ねん齢れいも近いし」

　個人的に、誰だれかが誰かに怒ど鳴なられたり怒おこられたりしているのを見るのが、大の苦手だったので、私が引き受ければ岩さんもあんなにカリカリしなくても済むのではないか、そんな安易な気持ちで、恐おそれ多くも指導役を引き受けることにした。

「亀和田さん！　和定食はそのお盆ぼんじゃないって！」

「亀和田さんっ！　七番卓たくの追加オーダー、通してないでしょ！」

「亀和田さーん!!」

　岩さんの代わりに、私が叫さけびまくることになったけれど。




「はぁぁぁー」

『人に何かを教える』といういつもとは違う作業にどっと疲つかれて、休きゆう憩けい室で思わずため息をついてしまったら。

「……すみません。ホントなんかいろいろ」

　ため息の原因の本人がやってきて、慌あわててそれを吞のみこんだ。

「あ、いえ、亀和田さんのことでは」

　みえみえの噓うそになってしまったけれど、『マジ物覚え悪すぎですよ！　それでも名門大学生ですか！』なんて本音を言えちゃうキャラじゃない。それに、薄うすく笑って背中を丸め、申しわけなさそうに休憩室の端はしっこに座る亀和田さんが、なんだか憎にくめなくて。

「飲食業のバイト、初めてなんですか？」

　積極的に話しかけてみることにした。

「えぇ」

「今まではどんなバイトを？」

「通信教育の添てん削さくなんかを……。やっぱり、俺には接客業は向いていないですかね」

「そんなこと、決めるのはまだ早いですよ！　あきらめるのは、全力出してから！」

「……ポジティブだなぁ、綿谷さんは」

「へへ、それしか取り柄えがないもんで」

　ポジティブ。前向き。私を称してよく言われる単語だ。でも、その言葉の裏には『暑苦しい』とか『押しつけがましい』とか、非難めいた意味合いを込めて向けられることも多かった。けれど、亀和田さんの言葉にはそんな含ふくみはなく、ストレートに私に届いてきたのが嬉うれしかった。

「でも、どうしてファミレス？　亀和田さんの大学だったら、家庭教師とかだってひっぱりダコなんじゃ？」

「……人と話すのが苦手だったんですけど、就活に向けてそんなことばっかり言ってられないかなぁって」

「だから接客業を？」

「はい」

　驚おどろいた。亀和田さんもずいぶんと、『前向き』な人種だった。

「亀和田さん、敬語じゃなくっていいですよ。私のほうが年下なんだから」

「いや、綿谷さんのほうがここでは先せん輩ぱいだし、俺は教わる立場なんで」

『前向き』で『まじめ』だ。

「あと、名前も『亀』でいいです。そのほうが呼びやすいだろうし」

「じゃあ、『亀ちゃん』って呼びます。亀ちゃんって。とにかく亀ちゃん！　『自分はダメだ』なんて思わずに、イメージをしながら接客するのがイイと思います！」

「イメージ？」

「そう！　もし自分がお客さんだったら、どんなふうに接客してもらうと嬉しいかとか、もし自分がベテランウェイターさんだったら、ここでどんなふうに動くのかとか、常にイメージしながら接客するんです。そうすると格段に、イイ方向に変わってくるはず！」

「……それ、すごくわかりやすい」

　そう言って亀ちゃんは『にへら』って笑った。眼鏡の奥の目がかまぼこみたいな形になって、歳とし上うえの男の人のはずなのに、すっごく可愛かわいかった。
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　その亀ちゃんが、スーツなんか着ちゃって教きよう壇だんに立っている。岩さんから陰で『ドジでのろまな亀』だとか（なんだかそんな有名なドラマのセリフがあったらしい。昭和に）、『残念イケメン』だなんて悪口言われながらも、なんとか接客業も様になってきてたのに、亀ちゃんは私がテスト期間でバイトをお休みしているうちに、お店からいなくなってしまった。

　その亀ちゃんが、教室にいる。

　すぐにでも話しかけたかったけど。

「先生ー、彼女さんとかいるのぉ？」

「ねぇねぇ、大智センセって呼んでいい？」

「現げん役えきでＴ工大の理学部って、すごくない？」

　亀ちゃんは、クラスのギャル三人衆、真ま美み・那な美み・このみに囲まれて質問攻こう撃げきにあっていて、入り込む隙すきがなかった。それにもしかすると亀ちゃんは、偉えらそうに指導していた私なんかが実習先の生徒にいて、イヤだなって思っているかもしれない。そんなふうに考えてしまうと、声をかける機会を失い、一日が終わった。




　それでも、亀ちゃんと二人きりになる機会はすぐにやってきた。不本意にも。

「綿谷さん」

　翌日の朝のホームルームのあとに、担任の杉すぎ崎さき先生から呼び止められた。

「例の補習の件なんだけど」

「……げぇっ」

　一気に朝から憂ゆう鬱うつな気分になる。中間テストで数学が赤点だった私は、今日の放課後から補習を受けることになっていたのだ。

「亀和田先生にお願いすることにしたから」

「えぇっ!?」

「悪いね、秋季大会間近だし、部員にハッパかけなきゃなんないからさ」

　杉崎先生は、我が校の強きよう豪ごうバドミントン部の鬼おに顧こ問もん。出来の悪い生徒よりも、メダルの獲とれる部員に目をかけたくなるのも当然だろう。ということは……亀ちゃんが補習を担当するってことは、私の壊かい滅めつ的なテストの成績が、バレてしまうってこと？




「……数学、嫌きらい？」

　久しぶりの挨あい拶さつもそこそこに、亀ちゃんは私の資料らしき書類を見て、呆あきれたようにつぶやいた。

　無理もない。高校に入学してからの私の数学の成績は、惨さん憺たんたるものだから。

「……はい、苦手です」

『教師』の亀ちゃんを前にして、自然と敬語が出た。

「……そうか」

「いいんです。三年になったら文系選せん択たくするんで、この苦行もあと少しだから」

「『そんなこと、決めるのはまだ早いですよ。あきらめるのは、全力出してから』」

「へっ？」

「綿谷さんが、そう教えてくれたんだよね？」

「……あ、はい」

「まずは全力を出して向き合って、しっかり理解していこう」

　そう言って亀ちゃんは『にへら』と笑った。すっかりイケメンになって現れた亀ちゃんだけど、眼鏡の奥のかまぼこ目は変わっていなかった。




「そこで『たすきがけ』を使うんだよ」

「……たすき、がけ？　あぁ、あれか！」

　因数分解のプリントに頭を悩なやませながらも、次し第だいにおかしさがこみあげてきた。

「なんだかバイトのときと、まるっきり立場が逆になっちゃいましたね」

「そうだね。俺も物覚えが悪くって使えないバイトで、綿谷さんにずいぶん迷めい惑わくかけたよね」

「それって私が『物覚えが悪くって、使えない生徒』ってことですか？」

「あ、いや、そういう意味では」

「いいんです。自覚してますから」

　冗じよう談だんめかして言う。たしかに数学に関しては、なんとか留年をまぬがれて進級できれば御おんの字というレベルなのだ。お恥はずかしいかぎりだけれど。

「でも数学って、綿谷さんの将来にだって、役立つこと多いと思うよ」

「私の？」

「うん。自分のお店を持つなら、経理に経営に、数字は常についてくる。だから今から数字に対する苦手意識を、少しでもなくしておくのがイイと思うんだ」

『いつか自分で、カフェを開きたい』

　ファミレスの休きゆう憩けい室で、そんなふうに夢を語ったことを、亀ちゃんは覚えてくれていた。

「でも亀ちゃ……、じゃなくて、亀和田先生が教師を目指していただなんて、知りませんでした。就活に向けてって言ってたけど、だから接客業で、人前に立つのに慣れようとしていたんですか？」

「うーん、それもあるけど、バイトは主に実習のためかな」

「実習の？」

「うん。大学院に進んで、ゆくゆくは数学の研究者になりたいんだ。教員免めん許きよは資格として、保険的に取っておければって」

「研究者!?　じゃあいずれは大学教授？　ノーベル賞!?」

「いやいや、それは飛ひ躍やくしすぎだよ」

　必死に否定する姿は、実に謙けん虚きよでまじめな亀ちゃんらしい。

「……綿谷さん、俺さ、ちゃんとお礼を言わずにバイトを辞やめちゃったのが、ずっと心残りだったんだ」

「びっくりしました。休み明けにいきなりいなくなってたから」

「ちゃんと最初から、バイトは半年って決まっていたんだ。実習もあったしね」

「そうだったんですか？　私の指導が厳しすぎて、イヤになっちゃったのかと」

「そんなワケないよ。綿谷さんの指導のおかげで、こうやって今も実習ができているようなもんなんだから」

「私の？」

　もっと二人で話したかったのに、

「あ、もうこんな時間か」

　下校をうながすチャイムに、会話を止められてしまった。

「とりあえず今日は、プリント三枚、いや五枚、宿題ね」

「げぇっ……」

　亀ちゃん先生がなかなかにスパルタなのは、やっぱり私の接客指導が、厳しすぎたせいかもしれない。




『伶奈！　聞いて聞いて!!』

　帰宅した私は、速そつ攻こう伶奈にメッセージを送った。

『どした？』

『亀ちゃん覚えてた！　私のこと！』

『おー、そうかそうか。って、今日二人っきりで補習だったん？　ひゅーひゅー』

『なによ、それw』

『だって亀かめ男おって、結花の思い人でしょ？』

　亀男って何っ!?　思い人ってどういうことっ!?

『結花、ここんとこずっと亀男の話ばっかだったじゃん。バイト辞めちゃったって、めちゃくちゃ落ち込んでたじゃん。どう考えても「好き」ってことじゃん？　Ｙｏｕ、認めちゃいなよ』

　違ちがう、とか、そんなことない、とか、頭では思っているのに、それを書きこむことができずにいた。

『なんで、恋れん愛あいに関してはお得意のポジティブが出ないんかな。のんびりしてると、あっという間に教育実習終わっちゃうよ。連れん絡らく先、ちゃんとＧＥＴしなよ』

　伶奈の言うとおり、実習が終わってしまったら、また亀ちゃんとは会えなくなってしまうんだ。そう思うと、胸が苦しくなった。

　あれ？　やっぱり私、亀ちゃんのこと……？

　また補習の時間、二人きりになれたら、自分の気持ちにちゃんと向き合えるかも。そう思っていたのに……。




「大智センセー、よろしくお願いしまーす！」

　なぜか真美・那美・このみのギャル三人衆まで、翌日の補習の教室に現れた。

「え？　なんで？　みんなも赤点だったっけ？」

「えー、アタシたちだって、数学苦手だもーん」

「結花だけ、大智センセー独どく占せんしようったって、ダメなんだからね」

　亀ちゃんと二人きりにはなれなかったけれど、自分の気持ちには気づくことができた。

「センセー、ココわかんなぁい」

「すごーい、センセー教え方上手ぅ」

　ギャルズが亀ちゃんに近づくのがイヤだった。これは、明らかに嫉しつ妬とだ。

「大智センセー、連絡先教えてよぉ」

「学校から、そういうのは禁止されているんだよ」

「えぇー、じゃあＳＮＳはぁ？」

「やっていないなぁ」

「噓うそぉ、つまんなーい」

　そうだ。今の亀ちゃんは、実習生とはいえ教師なんだ。生徒の私たちとプライベートの連絡先の交こう換かんだなんて、問題になってしまうことはできないんだ。

「綿谷さん、いいね。ポイント、摑つかめてきた感じだね」

　せめてこの補習に真しん剣けんに取り組もうと、私は数字に没ぼつ頭とうした。




　五日間の補習も終わり、亀ちゃんの実習も残り一週間となった。相変わらず、亀ちゃんの周りにはいつもギャルズが群れていて、ほとんど会話もできなかったある日の放課後。

「綿谷さん」

　帰ろうとしていた私に、声をかけてきたのは亀ちゃんだった。

　今日はギャルズはお気に入りのバンドのライブだとかで、早々に下校したのを知っている。廊ろう下かにいるのは、私と亀ちゃんの二人きりだった。

「今日の小テスト、満点だったね。がんばったね」

「……ありがとうございます」

「どこかわからないところとか、難しいところはない？」

　亀ちゃんにそう聞かれて、私はとっさに尋たずねてしまった。

「……亀ちゃんが、私の『先生』なのは、あとどのくらい？」

「え？」

　驚おどろいた声の亀ちゃんに、私は畳たたみかけるように聞いてしまう。

「あと何日？　何時間？　何秒？」

　これじゃまるで小学生の質問だ。でも知りたかった。あとどのくらい一いつ緒しよにいられるのか。『先生』じゃなくなった亀ちゃんとは、もう会うことができないのか。

「教育実習は、あと三日間。正確には二日と七時間二十五分。つまり五十五時間と二十五分。分にすると三千三百二十五分。秒だと十九万九千五百秒」

　驚くほど正確に伝えられたその数字が、はたして短いのか長いのか。私にはわからない。そしていったいどんな表情で、そんな数字を私に伝えているのか。亀ちゃんの顔は、沈しずみかけた夕ゆう陽ひの逆光でよく見えなかった。

「さようなら。亀和田先生」

　その数字がゼロになったとき、私と亀ちゃんの関係が終わりになってしまうのがつらくって、私はそのまま振ふり向かずに、廊下を駆かけだした。




　十九万九千五百秒は、こぼれ落ちる砂のように、またたく間に過ぎていき……。




「二週間、短い間でしたが、お世話になりました」

　あっという間に、亀ちゃんの教育実習は終わりを迎むかえてしまった。

「大智センセー、せめて住所教えてぇ」

「はーい、御お礼れい状とか書きたかったら、私を通しなさーい。ちゃんと転送してあげるから」

「えぇー、杉センだけずるーい」

　最後までギャルズに囲まれていた亀ちゃんを、私は遠くから見送った。

「泣き明かしたかったら、つきあうからね」

　伶奈の言葉が、せめてものなぐさめだった。
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「……オーダー、入りまぁす」

「どうしたどうした？　綿谷ちゃん。最近いつもの元気がないんじゃないの？」

　岩さんの指し摘てきもごもっともだった。亀ちゃんと二度目の別れをしてから、バイトでも学校でも、いつもの『ポジティブ』があふれてこなかった。

「綿谷さーん、また新人さんの指導お願いしてもいいかなぁ？」

　店長の声に、（もしかして？）と、動きが止まったけれど。

「よろしくお願いしまぁす」

　現れたのは亀ちゃんではなく、高校生らしき女の子だった。せめてため息だけはつくまいと、大きくひとつ深呼吸をした。そこへ、

「いらっしゃいませー！　サニーズにようこそ！　何名様ですか？」

　お客さんの入店を告げるチャイムが聞こえてきて、自分を元気づけるように大きな声を出して振り向いた。と、そこには。

「か、亀ちゃん!?」

「一名でお願いします」

　スーツでもない、バイトの制服でもない、普ふ段だん着ぎの亀ちゃんがお客さんとして立っていた。

「ホットコーヒーをひとつと、季節の盛りだくさんパフェをひとつ、お願いします」

「……かしこまりました」

　席についた亀ちゃんのオーダーを聞きながら、ドキドキが止まらなかった。もう会えないってあきらめていた亀ちゃんに、こうやってまた会えただなんて。

「亀ちゃん、甘党なんだ……」

　思わず出た言葉に、

「あたり」

　亀ちゃんが、にへらとかまぼこ目で笑う。ああ、好き。やっぱり私は亀ちゃんのこの笑え顔がおが、ううん、亀ちゃんが好き。

「あのさ、綿谷さん。補習のときに、俺が言いかけた話、覚えてる？」

「……補習のときに？」

「そう、『実習がちゃんとできているのも、綿谷さんのおかげだ』って」

「……はい、覚えてます。でも私は特に何も」

「イメージしたんだ」

「イメージ？」

「うん、綿谷さんが教えてくれたとおりに、『明るい大学生』『優ゆう秀しゆうな教育実習生』『デキる数学教師』、そんなふうに強くイメージして、それに近づけるようにがんばってみた。だからなんとか、二週間乗りきれた」

　そうだ。たしかに私が言ったんだ。『イメージして』って。

「改めて、お礼を言いたかったんだ。『ありがとう』って」

「……そう、だったんですね。それじゃあ私も、これからは『数学ができる生徒』をイメージして、がんばらないといけませんね」

　まじめな亀ちゃんだから、わざわざこうやってお礼を言いに来てくれたんだ。……でもきっとこれが最後。最後の挨あい拶さつ。せめて笑顔で終わろうと、私はにこやかに答えた。

「ねぇ、今度こそ、敬語は終わりにしない？」

「……え？」

「だってもう『先生』と『生徒』じゃないし、バイトの『先せん輩ぱい』と『後輩』でもないよね、俺たち」

「……う、うん、たしかにそうだけど」

「実はね、今日もイメージしてきた、『俺』があるんだ」

「……イメージ？　どんな？」

　一瞬息を吞のんだかに見えた、亀ちゃんが続けた。

「ずっと好きだった女の子に、ちゃんと告白ができる男。それが今日の『俺』のイメージ」

「……え？　……それって？」

　いや、ダメよ結花、早とちりしちゃ。ほかにもバイトの女の子はたくさんいるし、店長だってまだ独身だし。

「亀ー！　ウチの看板娘むすめくどくんなら、ぜってぇ幸せにしろよぉー」

　ホールの向こうから、岩さんがニヤニヤしながら声をかけてくる。店長の天野さんもニコニコしながらこちらを見ている。見み渡わたせば、お店のお客さんがみんなして、私と亀ちゃんの様子を見つめていた。

　それって、つまり……。

「えぇと、私、なんて言ったらいいのか……」

　頰ほおだけでなく耳まで熱を持って、どうやって答えていいかわからずもじもじする私に、

「バイトのあと、どこかでゆっくり話せるかな？」

　私のもじもじが伝でん染せんしたのか、おしぼりを両手でいじりながら、亀ちゃんも照れた様子で尋たずねてきた。

「……うん。えっと、今日は四時で上がりだから……」

「じゃあ、あと一時間四十五分だね」

「……分だと？」

「百五分」

「じゃあ、秒だったら？」

「六千三百秒」

「さすが！」

　亀ちゃんの素す早ばやい返答に、二人して笑顔がこぼれる。




　心弾はずむカウントダウンの始まりに、踊おどりだしたくなる気分だった。
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　竜たつ斗とと千ち夏なつは幼なじみだ。

　歳としは三つ、千夏のほうがお姉さん。そのうえ夏生まれで発育のいい千夏に対し、十二月生まれの竜斗はずっとチビだったものだから、見ためにも内実にも姉と弟のような間あいだ柄がらだった。

　通っていた保育園が一いつ緒しよで家も近く、母同士がいわゆるママ友という関係。お互たがい一人っ子で、子どものころ──それこそ、かたことの日本語しか話せないような幼いころから、まさしく姉きよう弟だいのように育ってきた。

　ランチやおやつやお風ふ呂ろといった日常の生活はもとより、ピクニックに遊園地に映画、いろんなところに一緒に遊びに連れて行ってもらった。

　それから毎年夏になると、甲子園に高校野球を観みに行った。二人の父はそれぞれ学生時代には野球部に所属していて、特に竜斗はおもちゃのバットなどをよく買い与あたえられていた。そのうえ高校球児たちの聖地が地元ということもあり、物心ついたころから、野球は二人にとって馴な染じみの深いスポーツとなっていた。

　暑い熱い日ひ射ざしのなか、黒い土にまみれ泥どろだらけになって真しん剣けん勝負に挑いどむ高校生たちの姿は特に鮮せん烈れつだった。一球一球、ギラつく野生の獣けもののような眼めで次の塁るいを狙ねらう日に焼けた顔。投打ともに、汗あせを散らしながら白球の行方を追うひたむきな彼らに、幼い千夏は深い憧しよう憬けいを覚えていたのだった。

「かっこええなぁ」

「うん。かっこええな」

　同じように、竜斗も目を輝かがやかせて熱波の舞まう球場で、千夏の隣となりに並んで声せい援えんを送っていた。




　小学三年のとき、千夏は地元の少年野球クラブに入った。女子の中では背が高めで足も速く、与えられた守備位置は外野の要かなめのセンター。

　初めての試合で〝８番〟の背番号をもらい、嬉うれしくて嬉しくて真新しいユニフォームの背に縫ぬいつけてもらうや、すぐに竜斗の家に見せびらかしに行った。

「どう？　竜たつちゃん」

「うわっ、かっこええ！」

　竜斗は頰を上気させ、目をぱちぱちとまぶしそうに瞬しばたたかせながら両の手を握にぎった。えへへ、と千夏は笑って帽ぼう子しをかぶりなおす。

「日曜の試合、観にきてね」

「うん、行く。絶対行く！」

　元気よく約束した竜斗は、その言葉を違たがえることなく、朝一から応援に来てくれて、そして千夏の初フライキャッチと初ヒットを見届けてくれた。

　だがもちろん、千夏にとってはまったく初めての試合である。その何倍も空から振ぶりをしたし、エラーもした。試合後には監かん督とくやコーチから、ねぎらわれつつもたくさんダメ出しを受けた。

　見るとやるとでは大おお違ちがい。思ったようにうまく動けない悔くやしさに落ち込みながら帰路についた千夏のもとへ、竜斗が小走りでたたっと駆かけ寄ってきた。

「千ち夏なつちゃん、かっこよかったなぁ！」

「竜ちゃん……。ううん、でもあたしなんか、めっちゃヘタクソやから。いっぱい三さん振しんしたし、ボールも落としちゃったし、ほんま、全然あかんわ」

「そうか？　おれには千夏ちゃんはめっちゃかっこよく見えたで。すごかった！」

「……ほんまに？」

「ほんまに！　おれ、惚ほれてもた！」

　その言葉に、思わず千夏は、ぷっと噴ふきだしてしまう。

「なんそれ。どこで覚えたんよ～」

「こないだ、テレビでやってた。まねっこやけど、ほんまやで。おれ、千夏ちゃんに惚れた！」

　まだ年長のガキんちょのくせにオマセやなぁと笑いながら、千夏は照れくささをごまかすために竜斗の頭をぽすんと叩はたいてやった。

　覚えたての言葉を使ってみたかったのか、なぐさめにしては可愛かわいいことを言う。いつもどおり弟に対するように話をしていた千夏は、ふわふわとそんなことを思っていた。




　の、だが。

「千夏ちゃん、今日のタイムリーヒット、しびれたなぁ～惚れ直したわ！」

「あのセンターゴロ、めっちゃかっこよかった！　俺、また惚れ直した！」

「千夏ちゃんはほんま、スクイズうまいよなぁ。いつ見ても惚れ直すわ」




　翌年には竜斗も小学校に入学した。すぐさま頭を丸まる刈がりにし、ブカブカのユニフォームを着て少年野球クラブに加入。週末になると一緒に練習と試合に明け暮れる日々が始まったというのに。

　竜斗は相も変わらず、ことあるごとに千夏に例の台詞せりふを投げかけてくる。一年、二年と順当に進級し、もうちゃんと言葉の意味もわかっているだろうに、いつも満面の笑えみで恥はずかしげもなく堂々と、言ってくるのだ。

　年々、千夏は対応に困るようになった。

　身体からだの発達こそまだまだだが、千夏はもう十分に思春期にさしかかる年ねん齢れいになっている。クラスの友人たちとは好きな人や憧あこがれのタレントの話題で盛りあがるし、少女漫まん画がや恋れん愛あい映画に夢中になる、れっきとした乙おと女めなのだ。

　──これって、どうやって返したらいいんやろ？　ほったらかしでいいんかなぁ。かといって、告白されたわけでもないのに、こっちから断りを入れるのもなんか恥ずかしいし……。

　もんもんとしたままの千夏にはお構いなしに、二人が六年生と三年生になっても竜斗は変わらない。

　二人の話題は野球のプレーについてのことがほとんど。そのなかで、事あるごとに千夏に惚れ直したと、竜斗は明るく笑うのだった。




　中学に上がると女子は野球部に入りづらくて、千夏はソフトボール部に入った。野球とは少し勝手が違うけれど、基本動作は同じ。前よりも大きなボールにもすぐに慣れた。

　部活の合間に、せがまれて竜斗の練習にもつきあってやっていた。竜斗は相変わらずチビだったが、動きが俊しゆん敏びんで守備がとてもうまかった。ホームランをばんばん放つような強打者スラツガーではないが、ここぞというときにヒットを打てる、チームにかかせない選手に育っていた。

　お互いのオフの日に相手の試合があると、かかさず応援に行ったが、めきめき実力をつけていく竜斗に、千夏も鼻が高かった。




　千夏の中学最後の総体の日、竜斗は少年野球の練習があったのだが、終わり次し第だい、その足で応援に駆けつけてくれた。

　結果は地区予選三位。あと一歩で県大会には出場できなかった。

　一年からともに練習してきたメンバーとめいっぱいがんばった結果に、千夏はめいっぱい泣いた。大好きな甲子園での高校野球に憧れて始めたことがきれいに昇しよう華かされたような気分になって、負けたとはいえ、千夏の心は思いのほか、スッキリとしていた。

　試合会場では、仲間と抱だきあってねぎらいあう千夏の姿を、観客席からじっと見守っていた竜斗だったが、帰宅して夕食も終えたころ、ぴんぽんと軽快なチャイムとともにふらりとやってきた。

　そして、お疲つかれさま、と笑いながら、小さな花束形のキャンディをよこしたのだった。

「竜ちゃん、ありがと……わたしも、いよいよ引退やわ」

「うん。千夏ちゃんの中学最後の勇姿、俺がちゃんと見届けたからな」

「これ、可愛いね。ありがと」

「本物の花束じゃなくてごめん。でも今日の千夏ちゃん、かっこよかったから、なにかプレゼントしたかってん」

　そんな気ぃ遣つかわんでいいのに、と千夏は少しだけ屈かがんで竜斗に目線を合わせた。

「ありがとう。嬉しいわ」

「いや。──ほんまに、かっこよかったわ」

　俺、惚れ直した、ともはやお決まりの台詞を言って。

　それからやっぱり、竜斗はいつものようににかりと笑ってみせた。

　この日ばかりはうるっときてしまい、千夏は照れ隠かくしに竜斗の丸刈り頭をぐしゃぐしゃと乱暴に撫なで回してやったのだった。




　高校では、千夏は野球部のマネージャーになった。ソフトボールを続けることも勧すすめられたのだが、やっぱり、高校野球が好きだったから。千夏の通う高校はいたって普ふ通つうの進学校で、野球部も弱小チームだったが、そのぶんけっして多くはない部員たちはみんな仲がよく、ほがらかで楽しい高校生活を送った。

　かたや、千夏の高校入学と同時に中学に進学した竜斗は、いよいよ野球漬づけの日々を送っているらしかった。部活動ともなれば竜斗も忙いそがしくなり、なかなか会う機会もなくなってきていたが、それでもメッセージのやりとりを続けていたし、近きん況きようを報告しあったり、たまの休みにはお茶を飲んだり映画を観みに行ったりもしていた。もちろん休日に竜斗の試合があれば応おう援えんに行く。

　中学でも小こ柄がらでまだ千夏より背が低い竜斗だったが、そこはやはり成長期の男子である。キャッチボールの相手はもう、千夏では務まらなくなってしまった。




　転機が訪おとずれたのは三年後、竜斗が高校に進学するとき。千夏も大学入学を控ひかえてアルバイトを始めたりと忙しくなってきたころ、竜斗に久しぶりに呼びだされたのだ。

「千夏ちゃん、久しぶりやな」

「うん。久しぶり、竜ちゃん」

　町中が橙だいだい色いろに染まる夕暮れ時、ぷくりとつぼみが膨ふくらみはじめた桜並木の道。とりあえず公園へと歩きながら、二人はお互たがいの近況の話をする。

　千夏は先月、前々から憧れていたカフェでバイトを始めたこと。人気の店だからなかなかの激務だが、まかない付きなところがポイント高いということ。店長は良いい人だけど、少し頼たよりないということ。

　竜斗は県内有数の野球強きよう豪ごう校へ進学を決めたが、そこは全ぜん寮りよう制せいだからその準備で両親とともに走り回っていたこと。寮は先せん輩ぱいと相部屋で、何やらいろいろな決まりごとがあるらしく、慣れるまでは大変そうだということ。でも寮母さんの食事はおいしいらしいこと。

「──なぁ、千夏ちゃん」

「なぁに？」

「俺、明後日あさつてには入寮するんや。練習も、寮の規則も厳しいし、今までみたいにマメに連れん絡らくしたりしょっちゅう遊んだりも、できなくなる」

「ああ、うん。……そうやんね」

　竜斗は、うん、とめずらしくささやかな声でつぶやいた。

　黄昏たそがれ色の風は無む性しようにもの寂さびしさを誘さそう。千夏は、永久とわの別れでもないのに、と小さく頭かぶりを振ふった。

「……ほんでな」

「うん？」

「試合とかも、もう応援に来こんでええから」

「え……？」

　胸が、ちくりと痛んだ。問いただそうとして、見つめ返した竜斗が妙みように大人びていて──まるで他人のように思えて千夏は口をつぐむ。青筋が浮うかぶほどにぼこぼこした男くさい五ご厘りん刈がり。目線も、いつの間にか同じくらいにまで高くなっていたのだ。

「──俺は、甲子園に行くから。だからそのときには、アルプスの応援席のチケット送るから。そのときまで、来んでええから」

　ちくちくと、胸が痛いのはなぜなのだろう。いつも惚ほれた惚れたと言ってくれていた弟みたいに可愛かわいい存在が消えてしまったことへの喪そう失しつ感かんから？

　千夏にはよくわからないまま、たどり着いた公園を一回りして家路につく。

　意識して会話を続けようと試みたが、意に反して言葉は空回りばかり。自然と、口数は少なくなってしまう。いつものように、軽いノリで頭を撫でてやることも、とうとうできずにいた。

　そうして桜の花が咲さき開くよりも早く、竜斗は高校の門をくぐっていったのだった。




　時おり、思い出したように連絡がきた。千夏からも、折に触ふれてメッセージを送った。

　──別にもともと、つきあってたわけやないし。

　千夏は拭ぬぐいきれないもやもやした感情に、自分で繕つくろいごとを探していたように思う。

　──竜ちゃんは竜ちゃんでがんばってるんやから。私は私で大学生活をエンジョイしなくちゃ。彼氏とか作って、いっぱいデートもするんやっ！

　竜斗が本当に、彼自身の青春を燃やして見事に勝って、三年の夏に甲子園のチケットを送ってくれたら。

　そのときは、素す敵てきな彼氏と一いつ緒しよに応援に行ってやるんや、私の青春を爆ばく発はつさせてやるんやと、幾いく度どとなく一人問答を繰くり返した。

　それはもしかしたら、応援に来るなと言った、あの夕焼けの日の竜斗に向けての恨うらみ言だったのかもしれなかった。




　そうしていよいよ、三年後の夏。千夏は新聞で竜斗の所属する野球部のメンバー表を見つけた。背番号は５。今はサードを守り、副キャプテンも務めているらしかった。

　約束だから。

　千夏は竜斗にとって最後となる大会の、県予選にも応援に行かなかった。ネットや新聞の速報を逐ちく一いちチェックして、勝ちあがっていくのをひたすら祈いのるだけ。さすがは強豪校、ベスト４までは順調にコマを進めていく。準決勝は五点も先制され、あわやという展開だったが、後半に一気に攻せめ立てての逆転勝利。

　決勝でも１─０で先制されたまま最終回を迎むかえたが、９回裏に逆転サヨナラの二点タイムリーヒットで見事に優勝した。

　千夏はネット速報で試合経過を見守りながら、最後に竜斗がタイムリーを放ったことを知り、大学の講義中だというのに、よしっと声に出してガッツポーズを取ってしまった。

　それからすぐに、甲子園のアルプス席のチケットが送られてきた。子どものころ、何度も足を運んだ高校球児たちの聖地。二人で憧あこがれて見み渡わたした、熱くて広い夢の球場。

　竜斗は本当に、大願を叶かなえ、そして千夏との約束を果たしてくれたのだ。




　ぴんぽん、と軽快なチャイムの音とともに、やはり夕食後に彼はふらりとやってきた。

　よう、と軽く笑いながら低い声で言った竜斗は、久しぶりに間近で見るともう千夏より頭一つ分も大きくなっていた。一昨日おととい、アルプス席から見たときよりもずっと、胸むな板いたも両りよう腕うでもたくましく、日に焼けた肌はだもずっと浅黒い。

　ただ一つ、昔と変わらないのは、にかりと笑った目元。ただしその位置はずいぶんと上がっていて、千夏が見上げるほどの高さでそれを細めたかと思うと、竜斗はほいこれ、と小さなガラス瓶びんを渡してきた。

「これって……」

「そ。甲子園の土。敗者の土産みやげや。お約束やろ？」

「あ、ありがと……」

　千夏はなぜだか馬ば鹿かみたいに緊きん張ちようしていた。こころなしか震ふるえてしまいそうな声を隠かくすために、受け取った小瓶を振って中の黒土を揺ゆすってみた。

「応援、ありがとな」

「あ、う、ううん。こっちこそ、チケットありがと。夢、叶ったんやもんな、竜ちゃんはすごいなぁ」

「初戦敗退しちゃったけどな」

　竜斗は、ひひ、と頭を搔かいた。

　一昨日、竜斗らの野球部は甲子園での初戦に挑いどみ、そして惜せき敗はいした。

　展開は一進一退の攻こう防ぼう。どちらもよく打ち、よく守り、結果として打だ撃げき戦となったが、最後は竜斗らが一点を追いつけずに延長10回の末に敗退した。

　グラウンドで整列する竜斗の泣き顔を、千夏は実に数年ぶりに見て、自分も思わず感極きわまって号ごう泣きゆうしてしまった。

「あー、めっちゃがんばってきたのに、俺もついに高校野球引退や」

「おめでとうっ……いや、あれ、違ちがうか……えーと、お疲つかれさまっ」

「なんやそれ、どっちでもえーわ」

　ひひひっと、竜斗がおかしそうに笑う。つられて千夏も笑いかけて、だけどうまく表情が緩ゆるんではくれなかった。

　──聖地で躍やく動どうする竜斗はまるで別人のようだった。

　夏の暑さに負けない熱さで、ギラつく瞳ひとみで次の塁るいを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。完全に、男。見事なまでに、あの幼い日に一緒に並んで憧しよう憬けいの念とともに眺ながめていた、高校球児のそれだったのだ。

　胸が高鳴ってしまってどうしようもなかった。もうこの気持ちはごまかしようもなかった。本当はずっと前からわかっていたのだ。だって、何度も彼氏を作ろうとか、いろいろ努力してみたけど、ダメだったのだから。

　竜斗以上に千夏の心に強く焼きついてくれる存在は、どこにもいなかったのだから。

　たとえ、竜斗が、千夏のもとから巣立って離はなれていってしまったのだとしても──。

「……めっちゃ、かっこよかった、よ」

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱい。千夏は伏ふし目がちに、門灯の灯あかりにたたずむ竜斗の足元へ目を落とした。太ふと腿ももも、こんなに太くなったんやなぁ、などと考えながら。

　竜斗も笑うのをやめて、静かに千夏を見下ろした。

「……そっか」

「う、うん」

「ほんなら──」

　ふいに竜斗が身を屈かがめ、千夏の目線をすくいあげるようにして真正面から目と目を合わせた。覗のぞき込まれたら頰ほおが紅あかいのがバレてしまう、ととっさに身を引こうとした千夏の腕は、しかし竜斗の俊しゆん敏びんな動きに捕とらえられた。

「惚れ直したろ？　千夏」

　衝しよう撃げきのあまり、声も出せないで目を見開いている千夏の頭に、ぽん、とその大きな浅黒い手のひらを載のせた竜斗は「逆転タイムリーやな」とうそぶいた。

　そうして昔と同じように、にかりとほがらかに笑ってみせたのだった。
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　どっちが勝者でどっちが敗者だとか。

　どっちが優勢でどっちが劣れつ勢せいだとか。




「──女の子っていろんな意味ですごいよねぇ」

　と、私の彼氏である中なか村むら篤あつし──アツくんがアイスをかじりながら言う。

　帰り道のコンビニの前は同じ学校の子たちがわらわら。

　三十度を超こえる気温が続く毎日では、誰だれもがこうして冷に群がる。

「いろんな意味？」

「レーコさんはクールビューティーでしょー？　そんでー──」

　こんな汗あせだくのクールビューティーがいてたまるか、とレーコさんこと私──今いま井い麗れい子こはソフトクリーム風アイスクリームをかじる。

　アツくんはソーダ味のアイスキャンディーで、青色がもう涼すずしげだ。

　そんなアツくんは暑いというのにくっついてきた。

　人が多いから寄れということか──違う、ひそひそ話だった。

　髪かみを耳にかけて、どうぞ、と頭を傾かたむける。

「隣となりの女子、彼氏の愚ぐ痴ちいっぱい言ってるから」

　たしかに、と私も耳をそばだててみる。最近調子に乗ってるだとか、優やさしくなくなってきただとか、ほかの女の子の話をするだとか。

　そんなにたくさん彼氏のこと知ってるのねぇ、と感心しちゃう私はきっと変だろうな、とアツくんを見ると、アツくんは私を見ていた。

「何？」

「レーコさんも言ってるのかなって」

「言わないわよ」




　だってアツくんの文句なんてないのだ。

　時間を見つけては私にかまってくれて、つきあいたてのころからうっとうしいくらい連れん絡らくもくれる。

　そして毎日こう言ってくれる。

「即そく答とうするとこ、好き」

　ナチュラルにこう言ってくれる。

　一日一回のときもあれば、十回のときもある。

　何かにつけて彼は言う。

「……ありがとっ」

「レーコさんは照れ屋だなぁ、そういうとこも可愛かわいいんだけどねー」

　あーあーあーあーあー、あーっ。

　体温上じよう昇しよう、周りの気温もきっと上昇中。




　狙ってるのかと思いきやそうでもないし、でもそうやって言ってくれるのは嬉うれしいし、かといって毎回こんなふうに困る──ような、困らないような。

　だってアツくんは微笑ほほえんでいるから。

　けっして私を茶ちや化かしているわけではないから。

　外はまだ黄色い。

　黄色くて遠くが揺れてる。

　ソフトクリーム風アイスクリームも早く食べないと溶とけてなくなりそう。

　私、みたいに。




「……アツくんは、私の愚痴とかないの？」

　口下手で、口数が少ない私だ。

　クラスの子が言っているのを聞いたことがある。

　まるで氷の女王とそのしもべって感じだよね、と。

　それを私に教えて何がどうなの、と思ったのだけれど、そう見えるのか、なんて評価が気にならないわけでもなくて──。

「ないよ」

　これまた私並みに即答がきた。

　もう食べ終わりそうなソーダ味のアイスキャンディーが、ぽたり、と一いつ滴てき、垂れている。

「だってわかるもん。レーコさん見てれば」

　そう言われて手の甲こうで口元を隠かくした。

　恥はずかしい。

　だってそれって、顔や態度でバレてるってことだ。

　アツくんはずるい。

　私をわかっていて、知っていて、うまく動く。

　私の立ち位置をそのままに、アツくんがうまくその位置を変える。

　そういう、立場を崩くずさない。

「──でもたまに、言ってくれるかなぁ、とか、思うとき、あるよ」

　ふと、アツくんは言った。

　初めてだ。

　彼が私に何かしてほしいとか、そういう希望を言ったのは。




　じゅるっ、とソーダ味のアイスキャンディーを食べきった彼は、ハズレ、とその棒を見せてきた。

　私のソフトクリーム風のアイスクリームはまだ残っている。

　けれどコーンのところはもう染しみに染みていて、あと一口。

「……なんちゃって。困らせるつもりじゃ──」

「──困らない。でも、これから私、アツくんを困らせるから」

「え？」

　最後の一口を食べて飲み込んだ私はアツくんのシャツを引っ張って、宣言する。

「私、今から盛せい大だいにデレることにしたから覚かく悟ごして」

　いつも言われているように、アツくんのように言い返してやる。

「え、あの……レーコさ──」

「──私のほうが好きだもん。あなたの倍以上、大好きよ」

「えっ、ちょっ、ほ、ほかの人が聞いてるから、ね？」

　にんまり、と私は微笑む。

　本当は恥ずかしいし、どっか行ってって思うけれど、私はいつもアツくんにされているのだ。

　思い知れ、私の想おもい。




「いつも言ってくれるの、嬉しいの。だからやめないでね。私も言うから」

「わ、わかったから……あーっ、ちょ、無理っ！」

　まだまだこんなものじゃない。

　私も暑い、暑くて熱くて、のぼせそう。

　私はクールビューティーなんかじゃない。

　すぐにバグっちゃうくらい、熱がすごいのよ。

　全部全部、アツくんの全部に恋こいしてるから。

「ふふっ、立場逆転ね？」

　真っ赤な顔をしたアツくんの手を握にぎる。

　自分からこんなことをしたこともなくて、でもしてしまえば、アツくんはちょっと驚おどろいて、それから嬉しそうで。

　今までしなかったことを反省した。

　私がやられて嬉しいことは、アツくんも嬉しかったんだと知った。

「……レーコさん、ずるい」

　残念、それはアツくんが教えてくれたこと。

　どっちが勝者でどっちが敗者だとか。

　どっちが優勢でどっちが劣れつ勢せいだとか──そんなの、どっちもどっちでいいんじゃない？

　今日のところはドローってことで、ともう少しアツくんをいじって新しい反応を楽しむのだった。







「もうやめてー……溶けてなくなりそ」

「あは、もう一本アイスキャンディー食べる？」







【ホットビューティー……？】
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　私を導いてくれたのは、いつだってポラリスだった。

　いつも見上げれば、そこにいてくれた。

　夜空に浮うかぶ、力強い光。

　私の目に映って、輝かがやく北極星。




　それでもたった一度、すべてを見失って迷子になった。

　闇やみの中をさまよって、もう見上げることさえやめてしまおうと思っていた。

　私の中から、ポラリスが消えてしまった。




　そんな折の刹せつ那なの出会いに私を導いてくれた存在が、ずっと忘れられない。

　もう一度私の顔を上げさせた言葉。

　泣きそうな顔のポラリスが、いまだに私の記き憶おくの中で、輝いている。
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「はぁー……とうとう、部員は私たちだけになってしまったのね」

「そう、ですね」

　放課後のとある空き教室。ほかの教室からも嫌いやがらせかのように遠く、めったに人も通らない、しん、としている場所。

　ここが、われらが天文部の部室である。

　つい先日、三年の先せん輩ぱいたちが卒部してしまい、部員が二人になってしまったばかりの部活動だ。

　とは言っても、実はあと二人、書類上には存在する。

　いわゆる名前だけの、幽ゆう霊れい部員だ。

　……まあ、そのおかげで廃はい部ぶにならずに済んでいるのだけれど。

「もうこの時期から入部してくる子なんているわけないし、やっぱり春の新入生獲かく得とくをがんばるしかないね！」

「そう、ですね……」

「何。乗り気じゃなさそうだね」

「そ、そんなことないですよ」

　慌あわてて首を振ふる一年生男子。

　素す直なおで真ま面じ目めな、可愛かわいらしくおとなしそうな外見をしっかり反映させたような中身。

　だからこその、この言葉なのだろう。

　そんなことないだなんて、そんなのは噓うそだった。

　彼は本当は、この「私と二人」という状じよう況きように内心では喜んでいるんだ。

　その証しよう拠こに先ほどから動きが挙動不ふ審しんである。

　私は気づいている。気づいてしまっている。

　これは自惚うぬぼれでもなんでもなく、間ま違ちがいなく。

　後輩である彼は、この私のことが好きなのだ──と。

　最初はいやいやまさか。と思っていたのだけれど、どうやら私の勘かん違ちがいではなく。

　引退した先輩たちも、部室に遊びに来た友達も、年に一度来るかどうかの幽霊部員さえも。

　誰だれもが彼の気持ちにはすぐに気づいてしまうくらいに、私へと向けられる想おもいがダダ洩もれなのである。

　これでもし違うなんて言われたら「噓をつくな」と十人が十人、口を揃そろえるだろう。

　そんなバレバレの気持ちを向けられる当の本人である私は、知らないふりをしていた。

　知られているとはきっと思っていないのだろう。

　奥手な彼のことだ。このまま一年が過ぎて私が卒業。その後はもう会うこともないなんてこともありえるかもしれない。

　ただ、だからといって私から何か行動をするとか、そういったことはいっさいない。

　これからもかわいそうだが、残念ながらないだろう。

　私は星が大好きなのだ。かっこいいとさえ思って恋こい焦こがれるくらいに。

　だから、ほかなんて目には入らない。

　なので私は新部長として、部活の将来を考える。

　だってこのまま二人なんてことになれば、私と同学年の幽霊部員たちも来年には卒業。そうすると彼は一人。そして廃部だ。

　ここまで継ついできた歴史に私の代で幕を引くなんて、できればしたくはない。

　やれることはまだまだあるはずだ。

　それに新入部員を確保して、彼にはもっと友達とか仲間とか、もしかしたら彼女とか。

　そういった人を作って、早く謎なぞのフィルターでもかかっていそうな目を覚ましてもらいたいものだ。

　……だいたい、私のどこがいいのだろうか。

　特に好かれるようなことをした覚えもないのだけれど。

「とにかく！　部員確保のためには何をしたらいいと思う？」

「え、えっと、そうですね……」

　まあ、考えたところで簡単にほいほい思い浮かぶものでもない。

　大体のことは今までやってきているのだから。

「そういえばさ、ねえ、どうして入部してくれたの？」

「え？」

「ちゃんと聞いたことなかったなーって思ってさ。だって、一年生一人だけでなんて、悩なやまなかった？」

　机を挟はさんで向かい側に座っている彼は、いつもどおり少しうつむき気味なので、覗のぞくようにして目を見た。

　ちらりと合った刹那、ハッとしたように逸そらされてしまう。

　初めて見たときは嫌きらわれているのかと思っていたのに、これが恥はずかしいからだなんて……。

　どっちが女子だっけ？　と思いながらも黙だまっていると、これまたいつものように間があって小さな声が発された。

「もともと星が好きだったので……なので、その、天文部以外は考えていなかったです」

「そっかー。私たち一いつ緒しよだね」

　そう言うと、少し嬉うれしそうにはにかんだ。

「でもそうなると、星好きな子が入学してくることを願うしかないよねー」

「す、すみません。参考にならなくて」

「いやいや、私もそうだし」

　ここに惹ひかれて！　といったような理由なら、部活アピールに使えると思ったけれど。

　まあ、そんなにうまくいくわけないよね。

「だいたい、活動が制限されすぎだよね」

「それは思います」

「だよね！　星を見る機会がほとんどないんだよ。どうにかならないかなー」

　基本的には屋上は出入り禁止。常に施せ錠じようされている。

　合宿とか観測会とかを学校でやろうと思ったら、いろいろと学校側や親の許可が必要で。

　やっと許可をもらっていざ！　となった日は雨だったり曇くもりだったりで、泣く泣く中止なんてこともある。

　普ふ段だん学校でできることといえば、太陽の黒点の観測だったり星についての勉強だったり、写真の撮とり方だったり。

　あとはもう科学館に出かけていったり、プラネタリウムに行ったりということがほとんどだ。

「ね、また久々に観測会やろうか。先生に聞いてみないとだけど、星を見に来ませんか？って募ぼ集しゆうして。あんまり遅おそい時間まではできないだろうけど、この時期は星がよく見えるし」

　寒いけどねと付け加えると彼は笑っていた。

「そうですね。最近はできていませんでしたし」

「よし！　そうとなれば早さつ速そく先生を捕つかまえにいかなきゃ！　予定はどうしよう？　無理な日とかあれば言って」

「特にはないので大だい丈じよう夫ぶです。天気予報見ておきますね」

「ありがとう」

　そうして私たちは慣れた手順を踏ふんで、観測会の予定を立てた。

　友達に声をかけたり、掲けい示じ物を作って廊ろう下かに貼はりだしたりして。

　そうして迎むかえた当日は、目の覚めるような澄すんだ空だった。
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「よかった、たくさんの人が来てくれて」

「はい。大成功でしたね」

「星もよく見えたし」

「冬の大三角も北極星も見られてよかったですね」

「わりと聞く名前だし、習ったりするから知ってる人もいるし、盛りあがったね」

　私たちは本当に星が好きなのだなと改めて感じる。観測会が終わって来てくれたみんなが帰ったというのに、片づけと称しようしてこうしてまだ二人で星を見ているのだから。

　でもあまり長くなると先生が様子を見にくるから、そろそろ本当に片づけないといけないけれど。

「部長は、どうして北極星が好きなんですか？」

　なんだかむず痒がゆいのは部長と呼ばれ慣れてないからだと思うことにする。

　好きなものを好きになった理由を話すって、少し恥ずかしいものだ。

「かっこいいから」

「いつものかっこいいから、ですか」

「何よ」

「部長らしいですね」

　そう言って笑う彼を見る。

　噓うそではない。ないけれど、それだけじゃない。

　でもそれは、言わない。

「ここからカノープスが見えないのは残念ですよね。きっとあの建物の後ろで光ってるんですかね」

「この時間だとたぶんまだ見えないよ」

「先せん輩ぱい？」

　りゅうこつ座αアルフア星、明るい、白く見える星。

　南の、とても低い位置に見えるために建物などがあるとなかなか見られない。しかも空の低い位置に見える場合は地球の大気が影えい響きようして、少し暗く赤っぽい色に見えるらしい。

　私には、どちらにしろ見られないのだと思う。

「そういえば先輩って、カノープスの話はしないですよね」

「そう？」

「そうですよ。見たいと、思わないんですか？」

「ここからじゃ、無理だよ」

「そうですけど……いつもなら、見える場所に行こう！　って先頭切って計画を立てる先輩が、どうして……」

　カノープスは今の時期が一番見える。普段あまり見られない星ほど、私は燃える。

　それを言っているのだろうけれど……。

　きっといつかはバレることだ。隠かくしておく必要もないか。

「……私ね、赤色があまり見えないの」

「え？」

　突とつ然ぜんこんなことを言うもんだから戸と惑まどっている。無理もない。

「先天性の、色覚異常ってやつ」

　病気になって、とかではない。

　私の世界は、昔からずっとこう。

　人とは色の見え方が、違ちがう。

「それじゃあ、赤い星を視し認にんするのが難しいんですね……」

「私には黒に近い色に見えるから、夜空ではよく見えないの」

　基本的にはそこまで日常生活に問題はない。発覚したのも、ずっと誰だれも、もちろん私も全然気がつかなくて、小学校二年生のときだったし。

「それで、カノープスの話をされなかったんですね。すみません、僕、知らなかったとはいえ……」

「気にしないで。そんなつもりで言ったんじゃない。今まで黙だまっていたみたいになってごめん。隠しておこうと思ってたんじゃないんだ。あまりいろんな人に言っても心配させちゃうと思って……でもね、これから一年を一いつ緒しよにがんばっていく仲間だと思ってるから言ったの。だから、そんな顔しないで」

　そう、だから小さいころからずっと夜空に魅み入いられて、星に、宇宙に憧あこがれていた私は、その事実に夢を打ち砕くだかれてしまった。

「ついでに、聞いてくれる？」

「あ、はい。僕でよければ」

「ありがとう」

　なぜ話そうと思ったのかは、私にもわからない。

　両親以外は誰も知らない叶かなわない夢の話を、本当は誰かに聞いてほしかったのかもしれなかった。

「私、宇宙飛行士になりたかったの」

「……かっこいいです。知識も豊富で、星や宇宙が大好きで、英語も理数も得意な先輩に向いてると思います」

「あはは、褒ほめすぎ。でも、ありがとう。私、宇宙に行きたかったんだ。そのころはそんな単純な理由」

「十分だと思います」

「ありがと。でも、今の技術じゃ私の目は治らない」

「先輩……」

「この目では、なれない仕事だったんだ」

　現時点では、安全上の理由から色を正確に読み取れないと宇宙飛行士にはなれない……それは、狭せまき門に挑いどむ以前の話だった。

「だから、あきらめるしかなかった。まあ、どのみちこの身長じゃ足りないんだけどね」

　もう伸のびそうにない身長。努力じゃどうしようもないものばかりが、立ち塞ふさがる。

「小二にして、夢を砕かれるなんて……そんな経験するとはね……って、ちょっとなんで泣きそうになってんの」

「ごめんなさい、僕……」

「泣かないでよ。私がイジメたみたい」

「ごめんなさい……」

「……優やさしいね。ありがとう」

　涙なみだをこらえる姿が、記き憶おくの片へん鱗りんに引っかかった気がした。

「あれ？」

「先輩？」

「いや、なんでもない」

「おーい、まだかかるのか？」

「ヤバっ、先生来た！」

　気になった光景は、顧こ問もんの登場で吹ふき飛んだ。

　急いで片づけを済ませ、逃にげるように学校を出る。

　私は彼に一言「お疲つかれ」と挨あい拶さつだけをして別れたのだった。
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「まだ来てないか」

　金曜の夜の観測会から休みが明けて、月曜日の放課後。

　いつものように部室へ行くと、彼はまだ来ていなかった。

　鍵かぎを開けて、中へ入る。

　冷たい空気に、吐はいた息が視覚化された。

「寒い寒い」

　カバンを置いて、いつもの場所に鍵をしまう。

　暖だん房ぼう器具をつけて、室内を見み渡わたした。

「さてさて、今日は片づけってところかな」

　部室には観測会で使った道具や資料が乱雑に置かれていた。

　急いで放ほうり込んだから、今日の活動はまず片づけをして、それから観測会のことをまとめて提出しなければ。レポートは面めん倒どうくさいが、今後も観測会を滞とどこおりなく行うために早急に済ませておかなければならない。

　あれは遊びではないのだと、学校側に示すために。

「先に始めておくか」

　レポートはまず部員全員の意見を箇か条じよう書きにして、いくつか出してからまとめるようにしている。

　今まで先せん輩ぱいたちがやってきたとおりに、今回も二人の意見を出そうと思っている。

　そのため先に片づけに手をつけることにしたのだ。

「望遠鏡は、いつもの場所にっと」

　所定の位置に、物を運ぶ。

　大体を移動し終えると、今度は資料に手を伸ばした。

「今回のこれ、よくできてたなあ。使い回ししよ」

　彼の作った資料がとても良いい出来だったので、改めてまじまじと見てしまった。

　こういうことをするから片づけが終わらないのだ。

「ポラリスか……」

　資料に書かれている、北極星の箇所に目が留まる。

「絶対見えるから、好きなんだよなあ」

　どうして北極星が好きなのか。

　そう聞かれていたことを、ふと思い出した。

「もちろんかっこいいからもなんだけど……」

　彼にそう言ったことは、間ま違ちがいではない。噓うそでもない。

　でもそれだけではない。

　ポラリスはいつだって見える。どんなときもそこにいて、原点に立ち返ることができるから好きだ。

「目のことがわかって、一度は星が大だい嫌きらいになったんだよね……」

　それでも、もう一度星を大好きになれた。

　そう。あの出会いがなければ、今の私はいない。

　あの子は私のポラリスだ。

　病院で検査結果を聞いた親が、ちゃんと私にその内容をわかるように話して聞かせてくれた。約束だったからだ。

　それが、私の夢を砕くことも隠かくさずに。

「そのときだったな。プラネタリウムに連れていってほしいって親に頼たのんだの」

　夢を砕かれたあとで、私は星を見に行った。

　見に行きたかったんだ。

　動どう揺ようした心を落ち着けてくれるはずの存在を。

「よく行こうと思ったよな……今思うとその発想が恐おそろしい」

　しかし、プラネタリウムを見ても全然落ち着くことはなかった。

　すがりたかったものに、裏切られた気がした。

　どんどん、心が重くなっていく。

　黒いもやもやが何もかもを覆おおい隠して、見えなくなる。

　いくら伸ばしても、手は届かない。

　どうあがいても、摑つかむことは叶かなわない。

　想おもいだけでは、どうにもならない。




　私の夢は、叶わない──。




　そのことを、そのときにやっと私の心は思い知った。

　心が、受け入れられない想いを、受け取った。




　──そうして、大嫌いになった。




　あきらめたんじゃない。無視なんてできない。

　忘れるなんて、できやしない。

　だから私は、好きなものを嫌いになった。

　何かを嫌うには、体力が要いるのだと知った。

「ぼーっと歩いてたら、迷子になってたんだっけ」

　上映が終わって、ふらふらと人ひと混ごみにまぎれて出口へと向かった私は、そこで顔を上げて初めて一人でいることに気づいた。

　よく来る科学館。慣れているし、まあ大だい丈じよう夫ぶだろうと、近くの壁かべにもたれるようにして見つけてもらうのを待っていた。

　とはいえ、小学二年生の子どもだ。

　落ち込んだうえにさらに迷子になって。

　心細くて思わず泣きそうになっていた、そんなとき。

「ちっちゃい子が迷子になってるの、見つけたんだよな」

　思い出して、苦く笑しようする。

　あの男の子がいたから、私は泣かずにいられたのだ。

「私から声をかけたんだっけ」

　記き憶おくを辿たどり、そのときのことを思い出す。

　たしか、流れる寸前の、いっぱいの涙なみだを湛たたえて。

　その男の子は辺りをきょろきょろと見回していたのだ。

　しかし迷子かと声をかけても、名前を聞いても何も答えてはくれない。

　困った私は、その場所の壁に描えがかれた星の話をした。

　きっとこの子も同じプラネタリウムを見ていたに違ちがいないと思ったからだ。

　はたしてその作戦は成功。

　男の子は泣き喚わめくこともなく、あちこちをうろうろとすることもなく、おとなしく私の話を聞いてくれていた。

　そうしているうちに、彼の家族が見つけてくれてその子とは無事別れた。

　どこの誰だれかは知らないけれど、今でも星が好きでいてくれたらいいなあ。




　もしも会えたら言いたいんだ。

　あのときにくれた君の言葉が、私を導いてくれたんだと。

　君のおかげで、私はまた星が大好きになれたんだと。

　君は私にとってのポラリスなんだって。

　感謝を、伝えたい。




「あ、先輩。観測会お疲つかれさまでした」

「お疲れさま」

「遅おそくなってすみません。日直だったもので」

「そうだったんだね」

　ガラッと扉とびらが開いて、入ってきたのは後輩くん。

　いつもの様子にホッとする。

「何をされてるんですか？」

「んー、片づけ」

「あ、そっか！　観測会の」

「そうそう。とりあえず置いて帰ったからね」

「すみません、ほとんど終わってますね。ありがとうございます」

「いえいえー。んじゃま、レポートでもやりますかね」

　片づけをあらかた終えて。

　綺き麗れいになった机周りからカバンを移動させて、筆記具を出す。

　下書き用の紙を置いて、横には今までのレポートを用意した。

「今回は、やってみてどうだった？」

「来てくれた人が喜んでいるのを見られて嬉うれしかったです。二人だけで準備するのが初めてで戸と惑まどいましたけど、先せん輩ぱいたちが資料など置いていってくださっていたので、とてもスムーズだったと思います」

「うん、そうだね。君の資料もよくできてると思うよ。さっき改めて見てたんだけどさ、星が大好きって想いが伝わる」

「ありがとうございます！　嬉しいです」

「ポラリス、好きなんでしょ？」

　読んでいて思った。とても丁てい寧ねいで、わかりやすくまとめられた資料。

　目を引いたのは北極星の欄らんだった。

「わかりますか？」

　少し照れくさそうな彼に、にやにやしてしまう。

　うんうん、わかるよ。好きなものって話すの嬉しいけど、ちょっと恥はずかしいよね。

「ねえ、何かきっかけがあったの？」

「きっかけ、ですか？」

「そ。北極星が、ポラリスが好きになった理由があるのかなって思って」

「……その、実は、小さいころ、星のことを教えてくれたお姉さんがいたんです」

「へえ、そうなんだ」

「はい。プラネタリウムを見に、家族と科学館に遊びに行ったんです。実はそのときに僕、恥ずかしながら迷子になりまして」

「ふうん……」

　どこかで聞いたような話だな。

「ん？」

「どうかしましたか？」

「あ、いやなんでもない。それで？」

「あ、はい。プラネタリウムから出たところで人の波にまぎれてしまった僕は、一人でとても心細かったんです。でも、そんな泣きそうになっていた僕に、優やさしく声をかけてくれたお姉さんがいたんです。緊きん張ちようと不安で名前すら話せなかった僕に、科学館の壁に描かれていた星の話をしてくれて。中でも、北極星の話をしてくれました」

　現在の北極星である、こぐま座α星。

　プラネタリウムで見たばかりの、ポラリス。

「いつどこで見上げてもそこにある北極星に、大丈夫だよって、見失わないよって、見つかるよって言われている気がして……どうしてだか安心できたんです」

　星は探せばそこにある。見上げなければ、見えない。

　見ようとしなければ、気づかない。

　見ようと思えば、見えるものだ。

　たとえ、それがどんなふうに見えていたとしても。

「そうしていたら、家族が僕のことをちゃんと見つけてくれて……迷子のときはその場を動かないほうがいいって本当ですよね。北極星みたいにその場にいたら、ちゃんと見つけてもらえました。僕はそのお姉さんのおかげで、心細くもなく、あのときの想おもい出ごと嫌きらいにならずに済みました。星を嫌いにならずに、済んだんです」

「そう、なんだ……」

「それから、もっと星のことが知りたくて誕生日に図ず鑑かんを買ってもらって。毎日のように眺ながめていました」

「それが、きっかけだったんだ……」

「はい。僕にとって、その人は北極星なんです」

「北極星……」

　彼はうなずいて、こちらを向いた。

「僕を助けてくれた、星を好きにさせてくれたあの人に感謝しています……その人はきっと僕のことなんて覚えていないと思いますけどね。実は雰ふん囲い気きが先輩に似ているんです」







　君は知らない。

　彼女はあの日、星が嫌いになっていたことを。

　彼の言葉が、暗くら闇やみに光を灯ともしたことを。

　彼女こそ、救われていたことを。

　ああ、どうしよう。

　この子だ。この子だったんだ。

　急に顔も見られない。

　どうしたらいいか、わからない。

　まだ、私だと気づかれてはいないみたいだけど、きっといつか知れる。

　おかしいな。会えたら、お礼を言いたかったのに。

　心の準備ができていない。

　ドキドキする。

　二人きりなのだと、そして彼に好かれているのだということを意識してしまった。




「先輩？　顔赤いですよ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「な、なななんでもない！」

「そ、そうですか」




　待っててね。

　落ち着くまでは、伝えられそうにないけれど。

　あのときのお礼を必ず伝えるから。

　私のポラリス。

[image: ]

「北極星のお姉ちゃん、ありがとう！」

「北極星？　私が？」

「うん。お話ししてるとき、お姉ちゃん、お星さまみたいにすっごくキラキラしてたから。お星さま大好きなんだね」

「……うん、そうだよ」




　この想いのベクトルが逆転するまで、もう少し……。
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